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は し が き

本市は、大阪府の東部に位置し、近年の急激は市街化により変貌を遂げた衛生

都市であります。

歴史的には、大和川のもたらした豊かな土壌を背景に水稲耕作の初期の段階か

ら活発な開発が行われたり、古代には「西の京」が設けられるなど、難波と大和

を結ぶ大陸文化の中継地としての役割を果してきました。

このように、本市には先人が残した貴重な文化遺産が数多く遺存しており、こ

れらの文化財を開発による破壊から守り、後世に永く伝承させることが我々の大

きな責務と認識し、昭和39年に市民憲章に「文化財を大切にしましょう」の条文

を設けて文化財の保護・保存の徹底をはかってきたところであります。

今回、昭和59年度～平成 2年度に実施しました東弓削遺跡 (第 4次 )、 久宝寺

遺跡 (第 1次・第 6次 )、 萱振遺跡 (第 4次 。第 5次 。第 8次)の発掘調査の整

理が完了しましたので、これをまとめ報告書として刊行することに致しました。

本書が学術研究の資料として、また、文化財保護への関心と理解を深める上で

広く活用されることを願うものであります。

最後になりましたが、一連の発掘調査に対して御協力いただきました関係機関

の皆様に対して心から厚く御礼申し上げます。

平成 5年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研

理事長  福  島
給
孝



1.本書は財団法人八尾市文化財研究会が昭和59年 。昭和61年・昭和62年 。昭和63年 。平成元

年 。平成 2年度に実施した発掘調査の調査報告を集録したもので、内業整理および本書作成

業務は各現地調査終了後に着手し、平成 5年 3月 31日 をもって終了した。なお、本書の末に

八尾市教育委員会からの指示書を掲載した。

1.本書に集録した調査報告は、下記の目次のとおりである。

1.本書の構成 。編集は原田昌則 。西村公助が行い、文責は各例言に明示した。

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市役所発行の2500分の 1(昭和61年 8月 発行)・ 八尾市教

育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成 3年 4月 1日改訂)を もとに作成した。

1,本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1.本書で用い方法は磁北・座標北である。

1.遺構は下記の略号で表した。

掘立柱建物―SB 井戸―SE 土坑―SK 珂ヽ穴―SP 溝―SD 落ち込み―SO

l,実測図の縮尺は、遺構は20分の 1・ 40分の 1・ 50分の 1・ 100分の 1を基調とし、遺物は

4分の1に統一した。

1.遺物実測図は、断面の表示によって以下のように分類した。

弥生土器・土師器・埴輪・瓦器―白 須恵器・陶器・磁器―黒 石製品 。本製品―斜線

1.庄内式上器・布留式土器の分類および時期については、本書掲載の「Ⅱ久宝寺遺跡第 1次

調査」で呈示したものを使用した。

1.各調査に際しては、写真 。実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民の方々

に広く利用されることを希望する。
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I東弓削遺跡第 4次調査 (H Y88-4)



例     言

1,本書は、八尾市八尾木東 1丁目先で実施した公共下水道布設工事に伴う発掘調査の報告書
である。

1,本書で報告する東弓削遺跡第 4次調査 (H Y88-4)の 発掘調査の業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1。 現地調査は昭和64年 1月 6日 から平成元年 1月 23日 にかけて、原田昌則を担当者として実

施した。面積は724fを測る。調査においては上野宣則・柏本幸寿 。沢村妙子・八元聡志が

参力日した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 5年 3月 31日 に完了した。

1,本書作成に関わる業務は、遺物実測―中西隆子・北原清子 。八元、図面レイアウトー原田、

図面 トレースー中西・北原、遺物観察表―原田、遺物写真撮影―原田が行った。

1.付章「東弓削遺跡出土土器の砂礫」については、大阪府八尾市立曙川小学校教諭奥田尚氏

に依頼した。

1。 本書の執筆・編集は原田が行った。

1.調査及び本書作成にあたっては、以下の方々から御指導、御教示を受けた。

関川尚功 (橿原考古学研究所)、 奥田尚 (八尾市立曙川小学校)、 米田敏幸 (八尾市教育委

員会)(敬称略・順不同)
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I 東弓削第 4次調査

第 1章 調査に至る経過

東弓削遺跡は、八尾市南部の東弓削・東弓削 1～ 3丁目・八尾木 1～ 6丁目・八尾木東 1～

3丁 目・都塚 。刑部に所在しており、地理的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟

まれた低位沖積地上に位置している。

当遺跡一帯は、『続日本紀』の神護景雲三年 (769)十月二十日の条に「詔似由義宮、為西京」

と記されている由義宮・西の京の推定地にあたる地域で、昭和42年 に行われた大阪外環状線

(国道170号線)の敷設工事の際、当該期に比定される土器類が出土 したことにより、遺跡の存

在が認識されるようになった。その後、昭和50年に八尾市教育委員会より送水管敷設工事に伴

う発掘調査が遺跡内で実施されて以来、現在 (平成 4年 3月 )に至るまでに 8次 (八尾市教育

委員会 3次・当調査研究会 5次)にわたる発掘調査が実施されてきた。これらの発掘調査の結
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果、当遺跡が弥生時代中期から鎌倉時代に至る複合遺跡であることが確認されている。

このような状況下、八尾市下水道部建設課から八尾市八尾木 1丁目先で公共下水道の発進竪

坑を構築する旨の届出書が八尾市教育委員会に提出された。発進竪坑の構築位置は既往調査地

に近接 していることから文化財保護法に基づき発掘調査が必要であると判断し、申請者へその

旨を通知した。発掘調査にあたっては、事業者・八尾市教育委員会
。(財)八尾市文化財調査

研究会の三者間で協議を行い、当調査研究会が事業者から委託を受けて実施することが決定さ

れた。現地での発掘調査は、昭和64年 1月 6日 から平成元年 1月 23日 まで実施 した。調査面積

は72だである。内業整理および本書作成業務は、調査終了後平成 5年 3月 31日 まで随時実施し

た。

第 1表 周辺の発掘調査一覧表

番 号 遺跡名 調査主体 調査地 調査期間 主な検出遺構と出土遺物 文献名

① 東弓削 市教育委員会 八尾木～東弓削
昭和50 12 8～
昭和51 3 31

弥生土器 (中期～後期)・

土師器・ 須恵器・ 埴輪

八尾市教育委員会

「東弓削遺跡」 1976

② 中 田 市教育委員会 刑部 3丁目 昭和53 4
庄内式土器

鳥形本製品

八尾市教育委員会「昭和53・ 54

年度埋蔵文化財発掘調査年報J

1981

③
東弓削

Jjll調査研究会 八尾木167
昭和57 10 13～

10  18
水田 (平安末～鎌倉 )

lEl八尾市文化財調査研究会

「昭和57年度における埋蔵文化

財発掘調査」1983

④ 束弓肖1 醐調査研究会 八尾木 4丁目
昭和59 2 2～

2  19
弥生土器 (中期～後動 ・

庄内式土器

側八尾市文化財調査研究会

「昭和 58年度事業概要報告 J

1984

⑤ 中田 府教育委員会 八尾木北 5丁目 昭和 60 8 不明遺構 (庄内式期)

大阪府教育委員会

「中田遺跡発掘調査概要」

1986

⑥ 束弓削 市教育委員会 八尾木 4丁目 5
昭和61 9 24～

9  30

壷楠 (弥生中期)

庄内式土器

八尾市教育委員会「八尾市内遺

跡昭和61年度発掘調器 Ⅱ」

1987

〇
東弓削

働調査研究会 八尾木東 3丁目38
昭和63 1 7～

2   20

水田 (鎌倉)

遺物包含層 (庄内式期)

働八尾市文化財調査研究会報告

16「八尾市文化財調査研究会年

報昭和62年度」1988

③ 中 田 市教育委員会 八尾木北 6丁目166
昭和62 8 19・
8 26-9  5

遺物包含層 (庄内式新相

～布留式古相)

八 尾市 文 化 財 調 査 報 告 17昭和 62
年度 国 庫 補 助 事 業「 八 尾市 内遺
跡 昭和 62年度 発 掘 調査報告書 IJ

③
東弓削

HY89-4)
帥調査研究会 八尾木東 1丁 目

昭和64 1 6～
平成 1 1 23

土坑 (弥生中期)

溝 (庄内式期)

働八尾市文化財調査研究会報告

25「八尾市文化財調査研究会年

報昭和63年度J1987 本書掲載

⑩ 中田 市教育委員会
刑部 4丁 目407-
2,4・ 8

平成 2 9 21
遺物包含層 (奈良末～平

安初頭)

八尾市文化財調査報告22

八尾市内遺跡平成 2年度発掘調

査報告書 I」 1991

① 中田 市教育委員会 刑部 3丁目53-1 平成 2 10 23 遺物包含層 皓 墳～奈剣

⑫
東弓削

餓調査研究会 八尾木東 1丁 目94
平成 2 11 19～

12   6

土坑・ 溝・ 小穴

(古墳前～中)

Vll八 尾市文化財研究会報告 32

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報

告」 1991

L
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I 東弓削第 4次調査

第 2章 地理・歴史的環境

東弓削遺跡は、大阪府八尾市の南部に位置しており、現在の行政区画では東弓削、東弓削 1

～ 3丁目、八尾木 1～ 6丁目、八尾木東 1～ 3丁目、都塚、刑部にあたる。

八尾市の地形は、生駒山地とその西麓に広がる扇状地が占める東部地域と、狭義の河内平野

と呼ばれる沖積低平地が広がる西部地域から成る。平野部においては江戸時代の宝永元年

(1704)に新大和川の付け替えが実施される以前は、八尾市の二俣地区より旧大和川が長瀬川

と玉串川に分流して河内平野内を北流していた。この二大河川に挟まれた地域は、デルタ状の

低位沖積地が南北方向に形成されており、肥沃な土壌や豊富な水量といった農耕社会を成立さ

せていくための基礎的な条件を背景に、水稲耕作の比較的早い段階から定着した集落が営まれ

ている。東弓削遺跡は、この低位沖積地の南端部に位置する遺跡で、同一沖積地上には当遺跡

より北に中田遺跡、矢作遺跡、小阪合遺跡、成法寺遺跡、東郷遺跡、萱振遺跡、山賀遺跡が位

置している。また、玉串川を隔てて東に恩智遺跡、長瀬川を隔てて南に弓削遺跡、西に田井中

遺跡、志紀遺跡、老原遺跡が位置している。

東弓削遺跡一帯は、現在のように複合遺跡として認識される以前は、『続日本紀』に記され

た「弓削行宮」「弓削寺」「由義宮」「由義寺」「西の京」の推定地を含む地域であるため、歴史

地理的な観点から論争の場を提供してきた。この地が考古学的に認識された晴矢は、昭和42年

に大阪外環状道路 (国道170号線)敷設工事に際して当該時期の遺物が出
象
したことによるが、

発掘調査によるものでなく詳細は不明であった。その後、昭和50年に送水管敷設工事に伴う発

掘調査が八尾市教育委員会により実施された結果、弥生時代中期から鎌倉時代に至る遺構 。遺

物が検出され、当遺跡が複合遺跡であることが確認された。今回の調査地である八尾市八尾木

東 1丁目は東弓削遺跡範囲のゴヒ端に位置し、道路を隔てて北側は中田遺跡とされている。この

地域一帯では、大阪府教育委員会、八尾市教育委員会、当調査研究会により12次にわたる発掘

調査が実施されており、弥生時代中期から平安時代に至る遺構・遺物が検出されている。

山本博『滝田越』学生社 1971

山本昭ほか『東弓削遺跡』八尾市文化財調査報告 3 八尾市教育委員会 1976

記

１

２

註

註

註
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第 3章 調査概要

第 1節 調査方法 と経過

調査地は、公共下水道の発進竪坑で12m四方の範囲に鋼矢板が打設されていた。当初は、全

域が調査対象であったが、東半分が現道路部分にあたり、しかも各種の既設構築物があること

から、東半分については八尾市教育委員会が立会調査を実施することになった。したがって、

発掘調査は西側部分の72どを対象とした。調査部分は調査以前に現道路面か ら21mま での機

械掘削が完了していた。調査では以下 lmについて層理にしたがって入力掘削を実施 し、遺構 。

遺物の検出に務めた。調査の結果、現地表下2.25m前後に存在する第 6層上面 (標高8.8m)

で古墳時代初頭 (庄内式古相)に比定される溝 2条 (SD-1・ SD-2)を 検出した (第 1調

査面)。 第 1調査面からさらに04m下部に存在する第 8層上面で (標高8.4m)で弥生時代中

期後半 (畿内第Ⅳ様式)に比定される土坑 1基 (SK-1)を検出した (第 2調査面)。 出土遺

物は土器類が主で遺構、包含層を含めてコンテナ 5箱程度が出土している。

第 2節 基本層序

調査前に地表下2.lmま で機械掘削が完了していたが、地表下1.5mに設置されていた切梁よ

り下部に土層が残っており、この部分より下部で層序が確認できた。全体で12層を確認 した。

層相は第 1層～第 4層および第 8層～12層が比較的安定しており全域に存在 していたが、第 5

層～第 7層は不安定な土層で、一部欠如 している部分があった。なお、機械掘削は第 5層上面

TP+1100m

1000m

層

層
層
層

層
層
層
層

層
層
層
層

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

900m
―――第 1調査面

―――第 2調査面

第 2国 基本層序模式図 (1/40)

淡灰色～淡灰青色  粘質
灰青色       砂質～粘質
灰黒色       粘質
暗灰色       粘質
暗青灰色      粘質
淡灰緑色～暗灰色  砂質
淡灰緑色～淡灰青色 シルト
灰色       粘質シル ト
暗灰色       粘質シル ト
淡青灰色      シルト
淡灰色       シルト
灰青色       粘土

800m

I

2

5

7

1
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I 東弓削第 4次調査

におよんでおり、平面的な調査はこの土層以下で実施 している。

第 0層 :調査前に掘削されていたため層相は不明である。地表面の標高は1105mで ある。

淡灰色～淡灰青色。粘質土。層厚 0。 lm。

灰青色。砂質～粘質土。層厚0.15m前後。

灰黒色。粘質土で一部小砂礫が混じる。層厚0.15m。 古墳時代中期の遺物を含む。

暗灰色。粘質土で一部小砂礫が混じる。層厚0.2m。 古墳時代前期の遺物を含む。

暗青灰色。粘質土。層厚015m。 古墳時代前期の遺物を極少量含む。

淡灰緑色～暗灰色。砂質土。層厚0,15m。 弥生時代中期から後期の遺物を含む。上

面が第 1調査面 (古墳時代初頭)である。

淡灰緑色～淡灰青色。土質は大半がシルトであるが、南部は粗砂である。層厚0.25

m前後。

第 8層 :灰色。粘質シル ト。層厚015m前後。上面が第 2調査面 (弥生時代中期)である。

第 9層 :暗灰色。粘質シルト。層厚0,05m。

第10層 :淡青灰色。シル ト。層厚015m。

第11層 :淡灰色。シル ト。層厚0.15m。

第12層 :灰青色。粘土。層厚0.15m。

第 3節 検出遺構・ 出土遺物

1)第

溝 (SD)

SD-1

調査面

調査区の南東部で検出した。南北方向に伸びるもので検出長 5m、 幅13m以上、深さ0.3m

を測る。南部および東部が調査区外に至るため全容は不明であるが、北端は東部へ屈曲するも

のと推定される。内部埋土は上層の暗灰色粘土と下層の灰色粘上の二層である。遺物は上層か

ら古墳時代初頭(庄内H期)に比定される土器類が多量に出土している。

SD-1出土遺物

遺物はすべて第 1層暗灰色粘土 (層厚20cm)か ら出土した。遺物の総量はコンテナ箱に4箱程

度である。なお、sD-1の北東部から東側の調査区外に続く部分でも、一部遺物採集を実施
しており、この部分から出土した遺物もSD-1に含めた。そのうち図化 し得たものは39点
(1～39)である。 土器の分類については、中河内地域における庄内式～布留式上器分類表
(P-61～P-66)を参照されたい。

・広日壷 C(1)、 Dl(2)

(1)は外面全体にハケナデ調整を施す中型の壷。加賀南部産である。(2)は頸部が直上

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層
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o     1     2m

第 3図 第 1調査面検出遺構平面図

に伸びた後、強く屈曲して日縁部が水平方向に広がるもの。泉南産である。

・短頸直日壷A(3)

(3)は 日頸部が上外方に直線的に伸びるもので、体部外面と日縁部内面にハケナデ調整を

施す。在地産 (生駒西麓恩智)である。

-6-



I 東弓肖I第 4次調査

○

彩

電

↑
⑬
碍

TP+8、 00m

1

2

A

多

暗灰色粘土
灰色粘土

第 4図  SD-1平 断面図および遺物出上位置図
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・複合口縁壺 Al(5)、 D(4)

(5)は 日縁部下半に粘土帯を垂下させ二重回縁とする小型の壺。日縁端部外面と体部外面

上位に波状文を施文している。(4)は頸部が外反して伸びた後、有段の回縁部を持つ。加賀

南部産である。

・壷 (6～ 8)

(6)(7)と もに日頸部が欠損する小型の壷で全容は不明であるが、体部の形態は偏球形

で底部は尖り底である。(6)は体部外面に単位の細かいヘラミガキを横方向に密に施すもの

で、色調は明るい褐色系を呈する。(7)は体部外面に単位のやや粗いヘラミガキを斜め方向

に密に施す。在地産 (生駒西麓恩智+平野部)である。(8)は大型の壷で日頸部および底部

を欠損しており全容は不明である。体部は球形を呈し、体部下半はタタキ調整で上位から中位

にかけては縦方向にヘラミガキを施すもので、体部と頸部の境に貼り付け凸帯を有する。この

ように体部と頸部の境に凸帯を有し、しかも凸帯上面に刻目を施す例は短頸直口壷や複合口縁

壺の一部に見られる特徴である。(8)は阿波産である。

・甕 A(10)、 A2(9・ 11)

いわゆるV様式系甕と呼称される甕である。(10)は細片であるため不明であるが (11)は

(9)と同様球形の体部に平底の底部を有する甕A2にあたる。(9)は在地産 (生駒西麓恩0、

(10)は加賀南部産、(11)は八尾市南西部産である。

・甕Bl(12～ 15・ 24)、 B2(16～ 23)

甕BIは河内型庄内式甕 (以下庄内式甕)の最古のタイプである。

甕Bl(12～ 15・ 24)は体部の最大径が上位に位置するもので、底部は小さな平底ないしは

尖り底である。日縁部は屈曲外反し、端部はつまみ上げられている。体部の器壁の厚みは4 mm

前後で甕B2に比してやや厚い傾向が認められる。体部外面のタタキ調整の単位はV様式甕と

同様太目 (3～ 4本/1 cm)で、三分割成形に沿ってタタキ調整が施されており、成形技法は

V様式甕と変わることがない。タタキ調整後に施される縦方向のハケナデ調整は、体部の特に

上位と下位を中心に施されている傾向が認められるが、それほど密でない。体部内面は屈曲部

分までヘラケズリが施されている。器高の違いから15cm前後を甕Bl― I(12・ 24)、 18cm前後

を甕BI― Ⅱ (13)、 21.5cm前後を甕Bl― Ⅲ (14)に区別した。そのうち、 (12・ 13)が在地産

(生駒西麓恩智)、 (15)が在地産 (生駒西麓水越)、 (14・ 24)が在地産 (生駒西麓恩智十平野

部)である。

甕B2(16～ 23)は 口縁部が屈曲外反するもので、口縁端部が上方へつまみ上げられ面を持

つ。体部外面のタタキ調整が下位まで連続的に行われることにより、体部中位に最大径が移り

球形化した形態に変化している。底部は小さな平底ないしは尖り底である。タタキ調整の単位

-8-



I 東弓削第4次調査

は甕Bと に比 してやや細目で、甕BIの段階までみられたV様式甕の伝統を引 く太めのタタキメ

が減少 し中細のタタキメ (4～ 5本/1 cm)の ものが増加 している。タタキ調整後のハケナデ

は中位以下を中心に施されており、甕Blに比 して密に施される傾向が顕著である。そのうち、

(16・ 17・ 21～ 23)ん 在ゞ地産 (生駒西麓恩智十平野部)、 (18・ 19)が在地産 (生駒西麓恩智)、

(20)が在地産 (生駒西麓水越)である。

・甕 C(25・ 26)

(25・ 26)は 左上りのタタキ調整を施すことや、日縁部の屈曲部が甕Blに比 して鋭 くない

点や内面のケズリ調整が屈曲部におよばない点などからみて大和型庄内式甕の特徴と共通 して

いる。そのうち、(25)は播磨産である。(26)は砂礫粒が少量のため産地同定は不能であった。

・甕 I(27)

日縁部が斜上方に伸びた後、強く外反して水平方向に広がる。体部は長胴形で体部中位に最

大径を持つ。底部は突出しない平底である。水平方向にタタキ調整を行った後、全体に縦方向

にハケナデを施す。体部内面は縦方向の密なハケナデ、日縁部は横方向にハケナデを施す。在

地産 (生駒西麓恩智 +平野部)である。

・甕 H(28～ 30)

長胴形の体部に「 く」 の字に屈曲する日縁部が付くもので、日縁部の成形に際しては、「叩

き出し技法」を使用してる。底部は突出しない平底で (30)のようにタタキメが底部外面にお

よぶものもある。体部外面全体に粗いタタキ調整が施されており、タタキメの方向は、体部か

ら口縁部上位にかけては右上りで、そのほかは水平方向である。内面の調整は体部はハケナデ

ないしは板ナデで、日縁部内面は横方向にハケナデが施されている。 (28・ 30)が摂津産、(29)

が近江産である。

・鉢Gl(31・ 32)

半球形の体部にわずかに内彎気味に立ち上がる日縁部が付く小型鉢。体部外面上位から底部

にかけて鱗状のヘラケズリを施す。(31)は在地産 (調査地付近)である。

・器台B3(33)

皿状の受部をもつもので、受部と脚部が貫通 しない小型器台。脚部および受け部外面に横方

向に密なヘラミガキ。受部内面には放射状にヘラミガキが施されている。吉備産である。

・高杯Cl(34)

椀状の杯部を持つ高杯と推定されるが細片のため明確でない。

・高杯B2(35)

杯部の細片であるが二段に屈曲する杯部を持つ高杯と推定される。八尾市南西部産である。

・高杯Dl(36)
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第 5図 SD-1出 土遺物実測図 1
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第 6図 SD-1出 土遺物実測図 2
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慾ゝ
ヽ斗 捗だ

37

10                 20cm

第7図 SD-1出 土遺物実測図 3
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I 東弓削第 4次調査

杯部の形状が逆三角形状を呈するもので、脚部は外下方へ直線的に伸びる。杯部外面および

口縁部内面に密なハケナデを施す。八尾市南西部産である。

・高杯 (37)

高杯の裾部と推定されるもので、端部には刻目が施されている。

・手焙形土器 (38・ 39)

いずれも覆部のみの資料であるため、A類・ B類の区別は困難である。 (38)の 覆部端面に

は綾杉文が施されている。(38)は加賀南部産、 (39)は在地産 (生駒西麓水越)である。

SD-2

SD-1と 合流 して北西―南東に伸びるもので、検出長3.5m、 幅07m、 深さ0.15mを 測る。

埋土は暗灰色粘上である。遺物は出上 していない。

2)第 2調査面

土坑 (SK)

SK-1

上面の形状が円形を呈するもので、東

西幅1.5m、 南北幅14mを測る。断面の

形状は半円形で深さ lmを測る。埋土は

第 1層暗灰色砂質土、第 2層暗灰青色シ

ル ト、第 3層灰青色シル トで、遺物は弥

生時代中期後半に比定される鉢 (40)が

出土 している。

3)包含層の出土遺物

前述 したように遺物が出土した土層は

第3層～第6層 でヽ 総出土量はコンテナ

1箱程度である。そのうち、第 3層 と第

4層出土遺物については、壁面の精査時

に出上したものである。遺物は古墳時代

前期から古墳時代中期に比定される土器

類、円筒埴輪等が極少量出上している。

第 5層については、第 1調査面を覆う土

層であるが、古墳時代前期の土器類が極少量出土した程度である。第 6層からは、弥生時代中

期から後期に比定される土器類が少量出上している。図示した遺物は25点 (41～ 65)で ある。

そのうち、第 6層の出土遺物は21点 (41～ 61)、 第 3層の出土遺物は4点 (62～65)で ある。

A
TP+850m

暗灰色砂質土
暗灰青色シル ト
灰青色シルト

A′

A′

0         1m

第 8図  SK-1平 断面図

0                 10cm

第 9図 SK-1出 土遺物
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○

♀           m

第10図 第 2調査面検出遺構平面図

第 6層出土遺物―第 6層出土遺物には、弥生時代中期 (畿内第Ⅲ～Ⅳ様式)に比定される壷

2点 (41・ 42)、 鉢 2点 (49・ 50)、 大型鉢 1点 (51)、 高杯 1点 (48)、 甕 2点 (43・ 44)、 甕

底部 3点 (45～ 47)と弥生時代後期 (畿内第V様式)に比定される壷 2点 (52・ 53)、 小型鉢

1点 (61)、 高杯 4点 (57～ 60)、 甕 3点 (54～ 56)がある。第 3層出土遺物一第 3層出土遺物

には、古墳時代中期に比定される円筒埴輪 3点 (62～ 64)、 須恵器器台 1点 (65)が ある。

―-14-―



二 東弓削第 4次調査

Ml

第11図 包含層 (第 6層)出土遺物実測図

《隠 ゞド
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20cm   65

包含層 (第 3層)出土遺物実測図

第 出土遺物観察表

第12図

4章
SD-1

巨物番号
雪版番号

器  種 (cm)口 径溝母  果 恵 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

1

四

土師器
広口壺C (255)

頸部径90
体部最大径
210 ::38:§ぞ言gζ:患∃懲壱E::

淡灰色 やや粗
辰正帝チャー

ト (01～
l mm)を含
む。

良好 体部中位以
下煤付着

2

四

土師器
広口壷Dl

160 口縁部および口頸部内面上半ヘラミガ

キ。下半ナデ。国縁部外面ヨコナデ。口

縁部外面ナデ。

明黄褐色 やや粗
チャート・
覇 (3 mmD
を多量に含
む。

良好 口縁部 1/2

3

四

土師器
短頸直口
壷A

148 口縁部および口頸部内面ハケナデ (8
本/cm)。 □縁部および口頸部外面ヨコ

ナデ。一部ハケロが残る。体部内面ヘラ

ケズリ。体部外面左上りのハケナデ。

黄褐色 やや粗
長石・角閃
石・ 雲 母
(01～ l mm)
を多量に含
む。

良好 □縁部 1/3

四

土師器
複合口縁
壺D

185 口縁部および口頸部内外面ヨコナデ。 淡黄色

割一挫］・３ｍｍ≫を郭

良好 口縁部
1/5

5

四

土師器
複合口縁
壷Al

128

頸部径40
体部最大径
132
昼写a啓阜:拿ξ骨g:融こ拿途
る接合痕。

面
色
面

外
褐
内

明黄

灰色繰紳一̈含む。

良好
1/2

6

四

土師器

頸部径30
体部最大径
160

体部内面ナデ。体部外面上位ヘラミガ

キ。一部ハケロが遺存。中位横方向のハ

ケナデ (8本 /cl l)。 下位乱方向のヘラ
ミガキ。底部に黒斑。

明黄褐色 精良 良好 体部のみ
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当版番提
器   種 (Cllノ  回七

装畳  果帝 形 態
。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  上 焼 成 備   考

7

四

土師器

顕部径44
体部最大径
152

体部内面ナデ。体部外面乱方向のヘラ
ミガキ。体部内面上位 3本の粘土紐によ
る接合痕が遺存。底部に黒斑。

暗褐色 やや粗
手ミZ]・⊆冨

`}・角閑石を含
む。

良好 体部のみ

四

土師器

頸部径
176

体部最大径
412

口頸部および体部内面ナデ。頸部と体
部の境に貼り付け凸帯。凸帯の端部にキ
ザミロを施す。体部外面中位まで縦方向
のヘラミガキ。下位は右上りのタタキ
(3本 /clll)。

橙色 精良 良好 体部 1/2

9

四

土師器
甕A2

148
171

体部最大径
186

突出する平底。日縁部内面板ナデ。日
縁部外面ヨコナデ。体部内面板ナデ。体
部外面上位右上りのタタキ。中位機方向
のタタキ。下位右上りのタタキ (3本/
cm)。 口縁部外面下半に指頭圧痕が遺存。

灰黄褐色 やや粗
角閑石・長
石 。雲母を
多量に含むЭ

良好 ほぼ完形

土師器
甕A

137 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナえ
体部外面右上りのタタキ (3本 /cID)。

にぶい橙色 やや粗
長石 。石英
(01～ 05)
を多量に含
む。

良好 口縁部%

四

土師器
甕A2

146

体部最大径
168

□縁部内外面ヨコナデ。体部内面横方
向のハケナデ。体部外面上位右上りのタ
タキ (3本 /clll)。 以下はナデ。

乳淡灰色 やや粗
長石・石英
を多量に含
む。

良好 口縁部 1/4

体部 1/2

五

土師器
甕Bl― I

130
152

体部最大径
156 唇薄艶縫鰯

暗茶褐色 やや粗
角閃石・ 長
石 。雲 母
(01～ 3mの
を多量に含
む。

良好 完形
煤付着

五

土師器
餐Bl― Ⅱ

142
181

体部最大径
172

口縁部内外面ヨコナデ。屈曲部ハケナ
デ。体部内面ヘラケズリ。体部外面中位
まで水平方向のタタキ (3本/cm)後縦
方向のハケナデ (7本 /cm)。 下位は右
上りのタタキの後、密なハヶナデ。

茶褐色 やや粗
長石・ 角閃
石・ 雲 母
(01～ 3m⑮
を含む。

良好 ほぼ完形
煤付着

五

土師器
甕BI― Ⅲ

156
215

体部最大径
400

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位右上 りのタタキ
(4本 /cm)。 中位水平方向のタタキ、下
位右上りのタタキの後、ハケナデを縦方
向に粗く施す。

茶褐色 やや粗
長石 。角閃
石・ 雲 母
(01～ 3m⑮
を多量に含
む。

良好 形完
着
ぼ
付
ほ
煤

五

土師器
甕Bl

147 口縁部内面ハケナデ (7本 /cl l)。 口
縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。
体部外面横方向のタタキ (3本/cm)後
左上りのハケナデ。

淡茶褐色 卸
石。角閃
・ 雲 母
『
多量，こ合

。

や
長
石
⑩
を
む

良好 口縁部 1/2

体部 1/4

土師器
甕B2

154 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面中位まで右上りのタタ
キ (6本 /cm)。 中位下半横方向のタタ
キ。部分的に縦方向のハケナデ。

暗茶色 やや粗
長石・角閃
石・ 雲 母
(01～ lmめ
を多量に含
む。

良好 口縁部 1/4

体部 1/4

五

土師器
甕B2

156 回縁部内面ハケナデ (12本 /cll)。 口
縁部外面ヨコナデ。屈曲部にハケロが遺
存。体部内面ヘラケズリ。体部外面右上
りのタタキ (4本 /cm)。

暗茶黒色 やや粗
長石・角閃
石 (01～
2 mm)を 多
量に含む。

良好 口縁部・
体部 1/2

煤付着

五

土師器
甕B2

142 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (3本
/cl l)。

暗茶褐色 やや粗
長石 。角閃
石・雲母を
多量に含むD

良好 口縁部%
体部 1/4
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置物香縄
国版番捐

器  種 くclll)日宅湊畳 果穫 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

上師器
甕B2

160 □縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部内面ヘラケズリ。体部外面
右上りのタタキ。

暗褐色 やや粗
長石 。角閃
石・雲母を
多量に含む3

良好 □縁部%

五

土師器
甕B2

162 口縁部内面ハケナデ (8本 /cI)。 日
縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。
体部外面右上りのタタキ。部分的に縦方
向のハケナデ。

褐色 やや粗
長石・角閃
石・雲母を
参ん里にてまとも

良好 口縁部 1/8

五

土師器
甕B2

164 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (5本
/clll)。 部分的に縦方向のハケナデ。

黄
　
黄

明
　
灰

面
色
面
色

外
褐
内
褐

やや粗
長石・角閃
石・雲母を
多量に含も9

良好 口縁部%
体部 1/8

五

上師器
甕B2

174 回縁部内面ハケナデ。日縁部外面ヨコ

ナデ。体部内面ヘラケズリ。体部外面右
上りのタタキ (3本/m)。 部分的に縦
方向のハケナデ。

天責褐色 やや粗
長石・角閃
石・雲母を
参刺曇1こて)む。

良好 □縁部 1/4

体部 1/3

五

土師器
甕B2

166
228

体部最大径
226

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上 りの連続タタキ
(4本 /clll)。 後中位左上 りのハケナデ
(4本 /cl l)。 下位は縦方向のハケナデ
(10本/cll)。

暗褐色

朝石．角閃・雲母『舞。

や
長
石
⑩
を
む

良好 完形
煤付着

２４

　
　
　
　
エ
ハ

土師器
甕B,一 I

142
1525

体部最大径
166

口縁部内面ハケナデ。□縁部外面ヨコ
ナデ。体部内面ヘラケズリ。体部外面中
位まで右上りのタタキ (4本/cm)。 後縦
方向のハケナデ。下位は右上りのタタキ
の後左上りのハケナデ (9本 /clll)。

暗茶色

石．角閃・雲母『舞。

密
長
石
Φ
を
む

良好 ほぼ完形

２５

　
　
　
　
一
〈

土師器
甕C

130 口縁部内面ヨコナデ。口縁部外面タタ
キ後ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。体
部外面左上りのタタキ (3本 /clll)。

淡黄褐色

密妙の『各む。

良好 口縁部
体部 1/2

２６

　
　
　
　
工
〈

土師器
甕C

□縁部内面横方向のハケナデ。日縁部
外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。体
部外面上位から中位にかけて左上りのタ
タキ (3本 /clll)。 下半縦方向のハケナ

淡灰褐色 密
角閃石・雲
母 (014111)
を多量に含
む。

良好
煤面外部

着

％
体
付

土師器
甕 I

縁部外面ョコケナデ。体部””中

ロ
ハ
く
本
部

。
の
キ
９
体

デ
向
夕
く

ｏ

ナ
方
タ
デ
デ

ケ
縦
の
ナ
ナ

面ノ、
輌
加
材
材
存
。

内
部
横
の
の
遺

部
体
位
り
り
が

縁

ｏ上
上
上
痕

ロ
デ
面
左
左
圧

ナ
外
後
は
頭

淡橙色～暗
灰褐色

やや粗
角閃石 (1
all)を多量
に含む。

良好 ほぼ完形
体部外面煤
付着

上師器
甕H

158
229

体部最大径
170

口縁部内面ハケナデ。口縁部外面タタ
キ。体部内面上位ハケナデ後指ナデ。以
下はナデ。体部外面横方向の粗いタタキ。
中位から底部まで縦方向のハケナデ。一
部タタキロが遺存。

面
色
面

外
橙
内
色

淡赤

灰黒

粗
チ ャー ト
(3 Hul)を
多身蜃魯1こぞ望缶D

良好 ほぼ完形

２９

　
　
　
　
工
〈

土師器
甕H

154

体部最大径
197

コ
デ
中
＞
ｏナ

ョ
ナ
面
∽
ケ

面
ケ
外
／
ハ

面
　
面
色

外
色
内
灰

乳灰

乳 黒

密
長ヱ}チャー
ト・ 赤色酸
化ニヒI立 (05
～ 3 mll)を
多薙畳
`こ

ゼ望j。

良好 ほぼ完形

３０

　
　
　
　
ェ
ハ

土師器
甕H

174
246

体部最大径
199

口縁部内面板ナデ。日綴部外面タタキ。
体部内面上位ナデ。以下は板ナデ。日縁
部外面から体部上半は右上 りの粗いタタ
キ。体部中位以下水平方向の粗いタタキ。
体部下半はナデの後左上 りのハケナデ。
底部外面タタキ。体部外面に黒斑。

淡橙色 やや粗
長石・チャー
ト (1～ 4
Hul)を多曼
に含む。

良好 □縁部 2/3

体部 1/2

-18-―



I 東弓削第 4次調査

巨物沓■
]版番拝 器  種

〔clll)日 径
牛暑  突言 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
鉢Gl

98 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ九
一部工具痕が遺存。体部外面ヘラケズリ。

明褐灰色 密
島百 (2 mmD
を散見する。

良好 口縁部 1/8

体部 1/3

土師器
鉢Gl

114
70

体部最大径
104

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ茂
体部外面ヘラケズリ。底部に黒斑。

黄橙色 密 良好 完形

七

土師器
器台B3

受部径
102
81

裾径 114

受部内面ヘラミガキ後放射状暗文。受
部外面ヘラミガキ。脚部内面ナデ。脚部
内面ナデ。脚部外面ヘラミガキ。三方に
透孔を穿つ。

黄橙色 精良 良好 完形

土師器
高杯 Cl

26 杯部内面ヘラミガキ。杯部外面不明。 黄橙色 密
長石・石英
(01～ lm0
を含む。

良好 杯部 1/2

土師器
高杯B2

杯部内外面ヘラミガキ。 黄橙色 密
長石 (05
～)を散見
する。

良好 杯部 1/4

七

土師器
高杯Dl

173
108

裾径 134

杯部内面ナデ。上位にハケロが遺存。
杯部外面縦位のハケナデ (12本 /cm)。
脚部内面上位ハケナデ。裾喘部ヨコナA
体部外面ヘラケズリ。裾端部ヨコナデ。

明褐灰色～
淡赤橙色

密 良好 ほぼ完形

土師器
高杯

裾径 142 脚部内面ナデ。裾端部内面ヨコナデ。
脚部外面ヘラミガキ。裾端部外面ヘラミ
ガキ。透孔を 5個穿つ。

にぶい黄橙
色

精良 良好 脚部 1/3

土師器
手焙形
土器

蔽部内面ハケナデ。一部指頭騒同自乳
蔽部外面ハケナデ。蔽部端面にヘラ描に
よる綾杉文。

淡赤褐色 やや粗
長石・雲母
赤色酸化土
粒を散見す
る。

良好 蔽部 1/2

土師器
手焙形
土器

蔽部高88 蔽部内面および端部ナデ。蔽部外面ヘ
ラミガキを密に施す。

褐色～暗裡
色

剖
長石。角閃
石． 雲 母
［
各
む
。

良好 蔽部 1/2以上

SK-1

置物番拝
圏版番馬

器  種 口
器硼濃
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

弥生土器
鉢

181 回縁端部内外面ヨコナデ。口縁部およ
び体部内面ナデ。日縁部外面 4条の鴫
体部外面ヘラミガキ。

暗灰茶色 精 良 良好 回縁部 1/4
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第 6層出土遺物

口巧
『名

番

番

物

肺

遺

図 器  種 径
恵
日
興ω嶋
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備   考

七

弥生土器 206 日縁部および回顕部内面ナデ。国縁部
外面に簾状文を 1帯施す。日頸部外面上
位ハケロが遺存。中位に簾状文 (2 5cm)
を 2条施す。

にぶい黄橙
色

密
長石・雲母
を少涯筆業亮

良好 口縁部%

弥生土器 261 口縁部および口頸部内面ナデ。口縁部
外面に 1条の簾状文を施す。□頸部外面
1条の簾状文を施す。

面
色
面

外
褐
内
色

明芳

暗権

密 良好

４３
　
　
　
七

弥生土器 147 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位
はナデ。一部ハケロが遺存。他はハケナ
デ (9本/cm)。 体部外面上位ヨコナデ。
以下はヘラミガキ。

暗茶色 やや粗
長石 (01
～ 5 mm)を
少量含む。

良好 口縁部
1/2

体部%
煤付着

七

弥生土器
甕

146 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位
ヨヨナデ。他はナデ。体部外面上位ハケ
ナデ後ヨコナデ。上位下半右上りの粗い
ハケナデ。以下は左上りの粗いハケナ為
体部内面上位に指頭圧痕が遺存。

暗褐色 密
雲母 。長石
(0 1mm)を
多量に含む。

良好 口縁部 1/3

体部%
煤付着

弥生土器
甕
底径 52

平底の底部。体部内面ナデ。一部工具
痕が遺存。体部外面ヘラミガキ。

淡灰褐色～

茶褐色

やや粗
長石・ 角閃
石 。チ ャー
ト (01～0
5mm)を 含
む。

良好 底部のみ
煤付着

弥生土器
甕
底径 56

やや突出する平底の底部。体部内面ナ
デ。一部工具痕が遺存。体部外面ヘラケ
ズリ。下位はナデ。

淡灰茶色～

淡茶色
やや粗
石英 。長石
(01～ l mr)
を含む。

良好 底部のみ
煤付着

七

弥生土器
甕
底径 64

平底の底部。体部内面ナデも他はナ洗
体部外面ヘラミガキ。

天黄褐色 やや粗
露 ・ チャー
ト・ 角閃石
(02-l mm)
を含 む。

良好 ％部
部
体
底

七

弥生土器
高杯

190 口縁部内外面および杯部内面ナデ。杯
部外面縦方向のヘラミガキ。

淡灰茶色～
淡黒灰色 閃

一
多

ｏ

角

■
を
む

石．
ω

ｍｍ＞
‐こ含

密
長
石
１
量

良好 杯部 1/2

七

弥生土器
鉢

218
128

底径 62

やや突出するくばみ底。日縁部内面ヨ
コナデ。口縁部外面 4本の凹線が廻る。
体部内面中位まで粗い縦方向のハケナデ。
下位はナデ。体部外面ヘラケズリ後ヘラ
ミガキ。体部外面に黒斑。

明赤褐色～

茶褐色
やや粗
覇 ・チャー
ト (03～
l mm)を含
む。

良好 ほぼ完形

弥生土器
鉢

140
68

底径 60

突出する平底。口縁部内外面ヨコナ為
体部内外面ヘラミガキ。底部内外面ナデ。

淡橙色 やや粗 良好
1/2

七

弥生土器
鉢

ユ

一

口縁部内面ヘラミガキ。口縁部外面原
体16条 (2 3cra)の簾状文を 1帯施 した
後刺突文を 2 cm間隔に (推定72個)施す。
体部内面ヘラミガキ。体部外面原体24条

(2 6cm)の簾状文を3帯施す。

褐色
・
長

”
多

ｏ

卜
・
■
を
む

十駆ω
ｍｍ＞崎

密
チ
角
石
２
量

良好 口縁部1/8

体部1/8

弥生土器
広口壷

262 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面上半
横方向のハケナデ。頸部外面縦方向のハ

ケナデ。

灰白色

粗『石。赤色酸̈‐”５ｍｍ≫を含む。

良好 口縁部%
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I 東弓削第 4次調査

遺物番捐
図肝懸程 器  種 摯瞥 星響 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

弥生土器 128 口縁部内面ヨコナデ。日縁部外面ハケ
ナデ後ヨコナデ。

浅黄橙色～
責橙色

粗
長石・石英
赤色酸化土
粒 (01～
2 mm)を多
量に含む。

良好 口縁部 1/s

５４
　
　
　
七

弥生土器
甕

14 1

体顧蓄瑠観星テム君l、¢り理¬ち豫
/cla)。

外
内

色

灰褐色
明褐灰
やや粗
長石 (5mの
石英・チャー
トを含む。

良好 口縁部%
体部1/4

弥生土器
甕
底径 37

突出する平底。体部内面ハケ後ナデ。
体部外面右上りの連続螺施状タタキ (2
本/cla)。

黄褐色 密
長石・黒雲
母を含む。

良好 底部のみ
炭化物付着

弥生土器
甕
底径 36

突出する平底。体部内面ハケナデ (8
本/cm)。 体部外面下位はタタキ (2本
/m)。 他は不明。

面
色
面

外
褐
内

灰黄

褐 色

やや粗
振工}チャー
ト・石英を
含む。

良好 底部のみ
煤付着

弥生土器
高杯

口縁部および杯部内外面ヘラミガキ。
日縁部と杯部の屈曲部に 1本の凹線が廻
る。

橙色 精良 良好 杯部のみ

弥生土器
高杯 裾録賛舜客耳当「権昂l桂慨

を穿つ。

淡赤橙色 密
長石 (01
～ l mm)
赤色酸化土
粒を含む。

良好 脚部のみ

弥生土器
高杯

柱状部内外面シボリロ。柱状部外面ヘ
ラミガキ。裾部内面ナデ。裾部外面ヘラ
ミガキ。裾部上位に三方と中位の四方に
透孔を穿つ。

淡赤橙色 やや粗
長石・石英
(01～ 2m⑮
を含む。

良好 脚部のみ

弥生土器
高杯

柱状部内面シボリロ。柱状部外面ヘラ
ミガキ。裾部内面ナデ。裾部外面ヘラミ
ガキ。裾部上位に三方に透孔を穿つ。

淡赤橙色 やや粗
標ヱ許チャー
トを多量に
含む。

良好 脚部のみ

七

弥生土器
小型鉢

口縁部内外面および体部内外面ナデ。
体部外面下半指頭圧痕遺存。

赤茶色 長石・チャー
ト (01～
l mm)を散
見する。

良好
1/2

第 3層出土遺物

量物番号
圏版番号

器  種 (cIB, 日を
法量 器に 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

円筒埴輪 231
外密歪窪g目只ゲζぢ半少ζ興歩稜管習
ハケ。

赤茶色 密
長石 (01
～3 mm)を
多量に含むЭ

良好 口縁部 1/8

円筒埴輪

体筆識審径屠贔こ稜糸磐符Fヨ
コナデ。浮淡茶色 やや粗

長石を少量
含む。

良好
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I 東弓削第 4次調査

今回の調査では、小面積にもかかわらず古墳時代初頭 (庄内式古相)の良好な資料が得られ

た。なかでも、SD-1出土遺物は胎土分析による産地同定の結果から、河内型庄内式甕の最
古とされる甕Blの成立段階で、生駒西麓部の八尾市恩智・水越地区に分布する閃緑岩の媒乱

砂礫が混和材として使用されていたことが明確になったほか、播磨産の大和型庄内式甕の河内

地域における存在が明らかとなった。さらに、加賀南部・摂津・阿波・泉南・吉備 。近江の各

地域から搬入された土器類の存在は、同時期の交流関係を示すものだけでなく、他地域の土器
註 1

類との併行関係を知るうえでも示唆に富む資料である。ここでは、これらの調査成果から、こ

の時期の中河内地域における土器組成を考えてみたい。

1)弥生終末期から古墳時代初頭 (庄内式古相)の土器様相について

第 1調査面で検出したSD-1の 出土遺物は、河内型庄内甕の最古に比定される甕Blと後出
の形態である甕B2が共伴した資料で、中河内地域の庄内式古相の土器様相を知るうえで重要

な資料と考えられる。中河内地域においては米田敏幸氏による河内型庄内式甕の形態変化を中

心とした編年案が示されており大概的な編年感は整っているが、個々の器種を総て網羅して細

分されたものでなく細部については不明な点も多かった。特に庄内式古相段階においては、膨

大な量の庄内式期の資料が出土している中にあっては、資料数が極端に少ないため、中河内地

域においてはこの時期の土器組成が明確でなく、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭に至る

過渡期の土器の様相を知るうえでも当該期の土器の型式学的な分析が急務と考えられてきた。

ここではこれらの事柄を踏まえて、当該期に比定される既往調査の資料を細分し、中河内地域

における弥生時代後期末から古墳時代初頭 (庄内式古相)の上器組成を考えてみたい。なお、

各資料の検討にあたっては、甕Blの 出現をもって庄内式期の晴矢と規定したしたうえで甕 BI

のみが出土した資料を (庄内 I期 )、 甕Bl.甕B2が共伴した資料を (庄内Ⅱ期)と して検討を
註 3 註 4

試みた。さらに、弥生時代後期末 (プ レ庄内期)と古墳時代初頭 (庄内式古相)との土器組成

を明確にするため、中河内地域で弥生時代後期末に比定される6遺跡の資料を比較資料とした。
註 5

なお、各器種の分類については中河内地域における庄内式土器・布留式土器分類 (本書 P-61

～P-66)を参照されたい。

・広口壷

プレ庄内期とした6遺跡においては、広口壷 A～Dの 4型式が認められた。庄内 I・ Ⅱ期に

おいてもプレ庄内期と同様 4型式が認められており、型式数では変わることがない。広口壷A

第 圭早 めとま
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はプレ庄内期の段階では普遍的に認められる器種であるが、庄内 I・ Ⅱ期の段階においてはや

や減少気味である。広口壺 Bは庄内 I期の段階で体部の大型化が顕者である。広口壷 Cは小

型 。中型品を主体とするもので、プレ庄内期から庄内Ⅱ期まで継続するが、搬入品が大半を占

めるためか量的な増加は認められない。形態的にはプレ庄内期段階の船橋遺跡第 9ト レンチ土

坑で平底を有するもの (127)が認められるが、庄内 I期段階では小さな平底に変化 している。
註6

また、美園遺跡 DSD304(D218)のように体部上半および口縁端部に装飾を施すものがあり、
註 7

他器種と同様この時期の特徴とされる加飾化が計られている。広日壷 Dは庄内 I・ Ⅱ期に盛

行するものであるか、大半が搬入品のためか形態のバリエーションは豊富である。以上のよう

に庄内 I・ Ⅱ期段階の広口壷については、加飾化の顕在化をはじめとして広口壷 A.Cの 減少

と広口壷 Bの大型化、搬入品である広口壺 D類が増加する傾向が認められる。

・短頸壷

短頸壺 Aは庄内 I期に継続するものの量的に増加するのは庄内Ⅱ期である。短頸壷 Aは プ

レ庄内期には外面にタタキ調整を施すが、庄内 I期以降は縦方向にヘラミガキないしはハケナ

デを施すものが多くなる。小型品である短頸壷 Bは庄内Π期に出自が認められる。

・短頸直口壷

プレ庄内期に認められた短頸直口壺Aと は庄内 I期には消滅している。庄内Ⅱ期には中型品

である短頸直口壷A2が出現している。短頸直口壷 A2の 中には頸部に凸帯を持つものや体部上

半に加飾を行うものがあり、複合口縁壺の加飾化と同様の方向性を示 している。

・大型直口壷

短頸直口壺 A2の大型化に伴って庄内 I期に成立した器種で、成法寺遺跡 SK-28(1)の
註 8

ように平底の底部で体部がやや長めの形態がこの器種の祖形と考えられる。量的に確立するの

は庄内Ⅱ期で体部の形状が球形で底部が丸底を呈するものに変化している。

・ 直口壷

丸底で精製品である直口壺 A類は、庄内Ⅱ期に出自を認める器種であるが、量的に増加す

るのは庄内Ⅲ期以降である。直回壷 Bについては、東海地方を中心に分布する壺に類似する

もので、祖形と考えられるものが庄内 I期の成法寺遺跡 SK-28(2)で 出上 している。庄内

Ⅱ期には、外面に丁寧なヘラミガキ調整を施 し、明るい色調を呈する精製品の直口壷 Bの 出

現をみるが中河内においては量的に確立した器種とは言い難い。

・複合目縁壷

プレ庄内期に認められた複合口縁壷Al.Bl.B2.に 加えて庄内 I期にはC型式が加わるが、

庄内 I・ Ⅱ期を通して複合口縁壷Bl.B2が主流で、この時期の特徴とされる装飾化を最 も顕

者に受けた器種である。複合口縁壷 A類は庄内 I・ Ⅱ期に継続するが、数量は僅少である。
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複合口縁壷 B類は庄内Ⅱ期に丸底化と精製化が進行している。複合日縁壺Alと した東弓削 SD―

1(5)は 山陰ないしは北陸地方からの搬入品である。複合口縁壷 Cと した吉備系の壷は、

中田刑部土坑出土のもので高橋護氏編年のⅨ c期にあたる。山陰地方ないしは北陸地方を中心
註 9

に分布する複合口縁壺 Dは庄内Ⅱ期以降に搬入されているが量的には僅少である。

・小型壷

形態的にはプレ庄内期から継続する平底の小型壺 Aが主流であるが、庄内 I期以降は減少

化が顕著で、庄内Ⅱ期に消滅 している。

・高杯

プレ庄内期においては高杯Al.Cl.C2の 3型式のみであるが、庄内 I期には新たに高榊 2.

A3.Bl.El.E2の型式が加わる。高杯 A類ではA2.A3の 出現が認められ、A2が主流である。

高杯Alは減少から消滅へと移行している。高杯Blは庄内 I期 に出自をみるものであるが、量

的には確立しない器種である。高杯 C類はプレ庄内式期に盛行 したCと が減少 して精製品であ

るC2へ移行 している。高杯El.高杯E2は吉備地方からの搬入品で中河内地域では出土量は僅

少である。庄内Ⅱ期には新たに高杯B2.Dlの型式が加わる。高杯 A類にはA2.A3が ありAl

はこの段階で消滅している。高杯 B類ではこの段階で B2の出自をみるが、Blは この段階で消

滅 している。高杯 C類はC2が盛行 している。高杯 D類 もこの時期に出自をみるものであるが、

量的には僅少である。

・器台

小型化の傾向を一番受けた器種で、庄内 I期には器台 A類.Bl.B2.と 大型品の Dがある。

柱状部が中空の器台 A類は、この時期の資料として抽出した中では東郷遺跡19次調査 SX-1

(155)で 1点出土した程度で、この時期以降においても検出例は少なく中河内地域では量的
註 10

に確立 した器種とは言い難い。器台Bl.B2は共にこの時期に盛行するが量的には僅少である。

器台 Dは大型の器台でこの時期のみにみられる器種で、高杯 B類の影響で成立 したものと推

定される。庄内Ⅱ期には精製品である器台B3が出現し、以後中河内地域ではこの型式の小型

器台に斎一化されている。

・甕

庄内 I期においては、プレ庄内期に存在 した甕Al.A2.Iの 3型式に新たに甕A3.Bl.

」1.J2の各型式が加わる。甕 A類については、Alが激減するほかA2の 増加A9の 出現がみら

れる。特に甕A3については河内型庄内甕Blの影響を受けて成立したもので、 この時期以降在

地産のものが主体となる。甕Blは河内型庄内式甕の最古に比定されるもので、平野部の胎土

で製作されたものと生駒西麓産の胎土を使用 したものの2タ イプがある。また、従来河内型庄

内式甕の成立については、北鳥池遺跡下層の畿内V様式甕にみられるような連続ラセンタタキ
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I 東弓首U第 4次調査

技法の多様化とそれに伴 って生 じた体部の球胴化等の要素が影響 したものと考え られてきた。

しか しなが ら、河内型庄内式甕の最古 とした甕Blについては、体部を三分割のタタキ成形を

行 う点や、体部の最大径が上位にある点など北鳥池遺跡下層出土甕とは直接的に系譜上にのる
註H

ものでなく、むしろ後出の甕B2の方が共通点が認められた。また、 このようなことか ら一部

では、北鳥池遺跡下層出土甕は庄内式古相に併行するもので、庄内式甕の影響を受けて成立 し

たとする考え方も存在するようである。 しかし、今回プレ庄内期と庄内 I期の器種構成の違い
註 12

でも明らかなように、北鳥池遺跡下層資料に含まれる甕Al.高杯Al.鉢Alの存在等か らみて

庄内式古相に先行することは明らかである。甕 Iは長胴形の体部を持つもので、底部は平底で

ある。体部外面はハケナデ調整、内面はヘラケズリのものとハケナデを施すものがある。吉備

系のものと在地産のものがあるが、量的には僅少である。甕」は吉備系の甕である。

庄内Ⅱ期には新たに甕B2.C.H.L.が 加わる。甕B2は体部外面全体が連続 タタキ技法で

製作されたもので河内型庄内式甕の完熟 した形態を示す甕である。甕 Cは大和型庄内式甕の

特徴を持つもので、今回の調査で 2点 (25・ 26)が確認された。そのうちの (25)は播磨産で

ある。播磨地方で同タイプが多量に出土 している兵庫県姫路市長越遺跡では甕Cに分類 されて

いるもので、長越Ⅱ式に盛行するものとされている。一方、大和地方の経向遺跡の分類では甕

Bにあたり、そのなかでもこれらのタイプは纏向 3式前半に盛行するものとされている。甕 H

は「口縁タタキ出し技法」で製作されたもので、体部外面から日縁部にかけて粗いタタキを施

す。摂津系のものと近江系のものがある。甕 Lは山陰系ないしは北陸系の甕で、 この時期に

おいては他資料を含めても僅少である。

・鉢

プレ庄内期の段階では鉢Al.A2.Bo C.D.El.」 の 7型式があるが、庄内 I期 には新た

に鉢Glと大型鉢の Kが加わる。鉢Alは この時期激減しており、小型化 した鉢A2に移行する

が、この段階のみで消滅している。鉢 Bo Cは 減少傾向が顕著である。鉢 Dは吉備系の鉢で、

プレ庄内式からこの時期に継続するが量は微量である。鉢 Eも 吉備系の小型鉢で、 プレ庄内

期から継続するものであるが鉢 Dと 同様量的には微量である。鉢Glは この時期に鉢 Aの丸底

化に伴って成立する器種で、成法寺遺跡 SK-28(9・ 10)は、本調査地出土遺物のように体

部下半にヘラケズリを行う鉢Glの過渡期的な形態と言えよう。鉢 」は大型の鉢で、形態的に

はバラエティーに富んでおり、斎一化が進んでいない。鉢 Kは吉備系の鉢で、小型 。大型品

がある。庄内Ⅱ期においては、鉢Gl.」 が存在するがAと .B.Cは 消長をとげる。 Glは この

時期斎一化が計られており、器台B3と のセット関係が推定される。有孔鉢 Aは プレ庄内期か

ら庄内 I期・ 互期を通じて継続するが庄内Ⅲ期には消長をとげる。台付き鉢 A類はプレ庄内

期から庄内 I期・ Ⅱ期を通 じて存在するが量的には僅少である。
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。手焙形土器

畿内V様式のものに比 して、体部の偏平化と丸底化が進行している。覆部は球形状のものが

主流となり覆部端が上下に肥厚し、面を持つ形態に変化 しておりこの部分に装飾を施すものが

出現している。

以上のように中河内地域の弥生時代後期末 (プ レ庄内期)と古墳時代初頭 (庄内式期古相 )

の器種組成の変化を考えてみた。その結果、庄内式古相の中河内地区の土器組成の特徴として

は、他地域からの搬入土器の増加に伴う器種の増大とそれらに影響された新出性土器の出現に

あるといえる。これらの外来性土器を含めた土器組成の特徴としては、河内型庄内式甕Blの

出現を始めとして、装飾を多様化 した器種の出現と盛行、小型 。中型器種の丸底化と精製化ヘ

の移行である。庄内 I期に新たに出現する器種としては有段高杯Bl、 4ヽ型器台 A類、小型器

台Bl・ B?類、小型鉢Gl、 器台 Dがある。前代の系譜を引き新たに変化するものとしては、高

杯Clか ら精製品として成立する高杯C2な どがある。前代からの系譜を継続するが一部が変化

するものには、高杯A2・ A3、 鉢A2、 甕 A3が ある。一方、この時期に減少ないしは消長する

器種としては、広口壷 A、 小型壷 A、 甕Al、 高杯Al、 鉢Al、 鉢 Cがある。

庄内Ⅱ期においては、新たに短頸壷 B、 直口壷 A類、高杯B2、 器台B3等の精製土器の出現

をはじめとして、短頸直口壷A2の大型化により成立 した大型直日壷 Aや大和型庄内式甕の特

徴をしめす甕 Cが存在 している。この時期に盛行するものには甕B2、 高杯B2・ C2、 鉢 Gl・ J

類がある。この時期に減少ないしは消長する器種としては小型壺 A、 高杯Al・ A2、 短頸直口

壷Al、 高杯Cl、 鉢 B、 有孔鉢 A、 台付き鉢 A類がある。

2)河内型庄内式甕成立期の様相

河内型庄内式甕の最古とされる庄内式甕BIは V様式甕の製作技法を受け継ぎつつ、新たに

底部を小さな平底ないしは尖り底に成形することや、内面にヘラケズリ手法を採用 して器壁を

薄くする等の特徴を具備した甕である心なかでも、内面にヘラケズリを施す成形法については、

中河内地域では弥生中期末の土器に使用例が認められる以外は、河内型庄内式甕の成立時期ま

で使用されなかった技法である。そのため、河内型庄内式甕の成立においては、庄内式密に残

された属性のなかでも新出なヘラケズリ手法に着目し、河内型庄内式甕成立期以前から、ヘラ

ケズリ手法を多様 している吉備・ 山陰 。丹波・丹後 。北陸の各地方の土器製作技法から影響を

受けたものと考えられてきた。なかでも、中河内地域への搬入土器が最も多い吉備地方の上器

製作技法の影響を一番受けて成立 したとする説が有力であった。ところが、今回、最古の河内
註 13

型庄内式甕である甕Bl・ B2に共伴 した大和型庄内式甕 C(25)が 胎土分析の結果、播磨産の
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甕と認識されたことから、河内型庄内式甕の成立を考えるうえで一石を投 じる結果となった。

これらの播磨産の庄内式甕が、タタキ手法のV様式甕を持つ播磨地方で、地域を接する吉備地

方の上器製作技法であるヘラケズリ手法とが融合して庄内式甕が成立 したと推定すれば、河内

型庄内式甕の成立にも影響を与えたと考えられるからである。さらに、河内型庄内式甕の最古

である甕BIと 同タイプの甕は播磨地方の長越遺跡等から出上 していることからみても、河内
註 14

型庄内式甕の成立に関与 した最も有力な成因の一つと考えられるが、中河内地域においては同

時期の播磨産土器の出土例が少ないことから先後関係に不明な点が多く、現時点では蓋然性を

求める資料に乏 しい。ただ、少なくとも河内型庄内甕B2の 段階で播磨地方で大和型庄内甕が

製作されていたことが明確になったことは、今後、各地域のこの時期の上器様相や併行関係を

考えるうえで貴重な資料となろう。一方、大和型庄内式甕は、在地産を除けば播磨産であるこ

とが、胎上分析における産地同定の結果から明らかにされている。 しかし、これまでに中河内
註15

地域では、播磨産の大和型庄内甕は中田遺跡 1丁 目39土坑 2か ら1点出土 しているのみで不明

瞭な点があったが、今回の出土により、播磨―河内一大和を結ぶ土器の搬入経路の一端が明確

となった。

このように、V様式甕の伝統を引くタタキ手法と外来性の内面ヘラケズリ手法の融合で成立

した河内型庄内式甕であるが、その成立時期においては平野部の胎土を使用したものと考えら

れてきた。 しかし、胎土分析の結果、河内型庄内式甕最古の甕 Bl段 階で生駒西麓の八尾市恩
註 16

智および八尾市水越付近に分布する閃緑岩の媒乱砂礫が混和材として使用されていることが確

認され、この時期、胎土が異なった 2タ イプの甕Bと が存在 したことが明らかとなった。 この

ことは、甕Blの成立期の段階で、形態的な画一化が計られたものの、胎土においては集団間

で差異があったことを物語っている。これらの事柄から、甕Blの成立期の中で甕Blの 生産拠

点が平野部から生駒西麓部に移動 したとする考え方も成り立つ。 しかし、現時点では、甕Bl

ならび甕B?段階での生産拠点は平野部にあったものと考えている。なぜならば、当遺跡をは

じめ甕Blを伴出した多くの遺跡は、生駒西麓部のそれらの地点と近距離 (2～ 4 km)に 位置

していることや、恩智地区や水越地区を含めた生駒西麓部では甕Bl・ B2段階の遺跡が現地点

で発見されていないことによる。 したがって、この段階においては、平野部の各集団が生駒西

麓から採取 した混和材と集落付近で取れる粘土を混ぜて生地とし、密を中心とした土器類を各

集団単位で製作 した段階と推定される。 しかし、甕B2に続 く甕B9の 段階では生産の拠点が生

駒西麓部に移動 し、画一化と量産化が計られ西日本一帯に生産流通品としての位置を確立化 し

たようである。以上のように、SD-1の出土遺物を中心に河内型庄内式甕の出現期の様相を

考えてみた。遺物が出上 した遺構が溝という性格上、時間的な尺度からみた土器の廃棄時期は

一定の幅を持った資料であり、資料としての限界があることは言うまでもない、今後これらの
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問題 も含めて、 この時期の上器の様相をさらに明析にする必要があろう。

証吾己

註 l SD-1出土の上器39点の胎土分析を実施した結果、区分不能の 3点を除いた36点中搬入土器は13

点 (36%)であつた。同時期の資料で比較する資料は無いが、客観的に見ても高い数字であると言

わざるを得ない。ただ、例外的に中田遺跡刑部 3丁目土坑資料のように大半が吉備系の上器で占め

られる資料も存在しており、比率のみでなく遺跡の性格をも加味したうえで論じる必要があろう。

註 2 米田敏幸「庄内式土器の細分試案」『八尾南遺跡』大阪高速電気軌道二号線建設に伴う発掘調査報

告書 八尾南遺跡調査会 1981
註 3 ①中田遺跡刑部 3丁目 (土坑)
高木真光『昭和53・ 54年度埋蔵文化財発掘調査年報』八尾市教育委員会1981

②馬場川遺跡 (井戸 1)

下村晴文ほか『馬場川遺跡発掘調査報告』東大阪市遺跡保護調査会 1977

③成法寺遺跡 (SW-1・ SK-28)

高萩千秋ほか『成法寺遺跡』―八尾市光南町29番地の調査―八尾市教育委員会 1983

④成法寺遺跡 (SE-3)
福田英人・嶋村友子  『成法寺遺跡発掘調査概要 I』 大阪府教育委員会 1986
⑤美園遺跡 (CSD-320下層・DSD-304)

渡辺昌弘ほか 『美園』 (財)大阪文化財センター 1984

⑥東郷遺跡第 9次調査 (SE-1・ SE-2)

高萩千秋ほか  『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要1980・ 1981』 八尾市教育委員会1983

⑦東郷遺跡第19次調査 (SK-2)
嶋村友子『八尾市内遺跡昭和60年度発掘調査報告書』八尾市文化財報告12八尾市教育委員会1986

註4 ①本書掲載
②美園遺跡 (CSD-305。 CSD-319・ DSX-304)

前掲註 3-⑤
③西岩田遺跡 (溝 2)

村上年生 。小山田宏一ほか『西岩田』(財)大阪文化財センター 1983

④成法寺遺跡 (SE-2)
前掲註 3-④

⑤東郷遺跡 4次 (SE-2)
前掲註 3-⑥

⑥東郷遺跡第13次 (SK-2)
高萩千秋『八尾市埋蔵文化財発掘調査 昭和63年度』(財)八尾市文化財調査研究会 1989

註 5 ①船橋遺跡 (第 9ト レンチ土坑)
中西靖人ほか『大和川環境整備事業柏原地区高水敷整正工事に伴う船橋遺跡試掘調査報告書』 (財 )

大阪文化財センター 1976

②北鳥池遺跡 (下層式)

大阪府立花園高等学校『河内古代遺跡の研究』1970

③瓜生堂遺跡 (古墳時代前期下層包含層)

堀江門也ほか『瓜生堂』大阪府教育委員会 。 (財)大阪文化財センター 1980

④亀井遺跡 (落ち込み 3)

中西靖人・宮崎泰史『亀井遺跡Ⅱ』(財)大阪文化財センター 1984

⑤成法寺遺跡 (SW-2)
『成法寺遺跡』―八尾市光町 1丁目29番地の調査― 八尾市教育委員会 1983
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⑥小阪合遺跡 (SD-321)

高萩千秋『小阪合遺跡<昭和58年度第 2次 。第 3次>』 ― 八尾市都市計画事業南小阪合土地区画
整理事業に伴う発掘調査― (財)八尾市文化財調査研究会報告11 (財)八尾市文化財調査研究会
1987

註 6 前掲註 5-①
註 7 前掲註 3-⑤
註 8 前掲註 3-③
註 9 高橋護「岡山県南部の地方の土器編年と庄内式」『八尾市文化財紀要 3』 八尾市教育委員会文化財
雪雪  1988

註10 前掲註 3-⑦
註11 前掲註 5-③
註12 ・芋本隆裕「北鳥池遺跡出土土器の再整理」『東大阪市遺跡保護調査会年報1979年度』東大阪市遺
跡保護調査会 1980

・置田雅昭「弥生から土器から土師器へ」『考古学ジャーナル』2521985

・森岡秀人「土器の交流―西日本一」『考古学ジャーナル』252 1985

註13 ・米田敏幸「成法寺遺跡における庄内式成立期の土器の様相」『成法寺遺跡』―八尾市光町 1丁 目2
9番地の調査―八尾市教育委員会 1983

・嶋村友子「河内における庄内式の甕形土器」『古代』第82号 1986

註14 松下勝ほか『播磨・長越遺跡』 兵庫県文化財調査報告第12冊 兵庫県教育委員会 1978
註15 奥田尚「河内型庄内甕と大和型庄内甕―土器の砂礫観察を通して一」『庄内式土器研究 I― 庄内式
併行期の土器生産とその移動―』庄内式上器研究会 1992

註16 前掲註13
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付章 東弓削遺跡出土土器の砂礫種

奥  田 尚

1.は じめに

八尾市八尾木から出上 した庄内期の始めの時期を示す土器の砂礫種を肉眼で観察 した。町名

は異なるが、近接地である刑部 3丁目いずみ屋前、八尾木北 6丁目石本マンション、同丁楠根

川川床から河内型庄内甕が多く出土する。これら出土地点は直径400m以 内の円の中に納まる。

この付近が河内型庄内甕の製作地の一つであったといえる。また、この付近の遺跡では、他地

域から運ばれてきた土器も多くみられる。今回は、下水道工事に伴う事前発掘で出土した土器

39点の表面に見られる砂礫種を観察した。

肉眼で土器試料の表面を観察するだけであるから、土器に破損は無い。最初、土器の表面に

みられる砂礫を裸眼で観察し、次に、観察良好な部分を倍率30倍の実体鏡で観察した。観察事

項は砂礫種とその粒形・粒径・量・色である。鉱物については、深成岩と火山岩を区別するた

め粒の形状から他形と自形に区分した。粒形は角、亜角、亜円、円の 4段階に区分 した。粒径

は目測によりmm単位まで測定 した。量はごくごく僅か、ごく僅か、僅か、中、多い、非常に多

いの 6段階とした。石種は小片の砂礫により決定 したのであるため、全容が分かれば石種が違

う場合もあり得る。

2.砂礫の種類とその構成

上器の表面を観察 した結果、識別できた砂礫種は岩石片として花南岩、斑糖岩、流紋岩、砂

岩、泥岩、チャー ト、片岩、火山ガラス、鉱物片として、石英、長石、自雲母、黒雲母、角閃

石、輝石である。各砂礫種の特徴について述べる。

花南岩 :色は灰白色、灰色透明で、粒形が角、亜角である。粒径は最大 8 mmである。石英・

長石、石英 。長石・黒雲母が噛み合っている。

斑糖岩 :色は暗灰色、粒形が角である。粒径は最大 4■mで ある。長石・角閃石・輝石が噛み

あっている。

流紋岩 :色 は白色、灰色で粒形が角、亜角である。粒径は最大 6 mmで、石基はガラス質、石

英の斑晶があるものがある。

砂岩 :色は灰色、暗灰色、茶色、褐色で、粒形が亜角、亜円、円である。粒径は最大 6 mmで

ある。構成砂粒は細粒である。
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泥岩 :色は黒色、灰色、粒形が亜角、亜円である。最大径は 4 mmである。

チャート:色は灰白色、灰色、暗灰色、褐色、茶褐色と様々で、粒形は角、亜角、亜円であ

る。粒径は最大 4 mmで ある。

片岩 :色は灰白色、粒形が角、粒径が最大 3 mmである。石英片岩、泥質片岩である。

火山ガラス :無色透明、粒径が最大0.5mmで ある。貝殻状、東状、フジツボ状である。

石英 :無色透明、粒形が角である。粒径は最大 2 mmで ある。複六角錐あるいはその一部がみ

られるものが含まれる。

長石 :灰白色、灰白色透明、無色透明で、粒形が角、粒径が最大 6 mmである。

白雲母 :無色透明、板状で、粒径が最大0.2mmで ある。

黒雲母 :黒色、金色で、板状である。粒径は最大1.5mmで ある。

角閃石 :黒色で、粒状、柱状である。粒形は角で、粒径が最大 6 mmである。結晶面で囲まれ、

柱状をなすものがある。

輝石 :青銅色透明、黒色透明で、柱状、粒状である。粒形は角、粒径が最大0.2nmで ある。

結晶面で囲まれたものや自形をなすものがある。

3.類型区分

観察された砂礫種の量と種類から、源岩を推定し、各類型に区分 した。

I類型 :花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

・花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、角閃石がごくごく僅かに含まれる。

Ia類型

・花聞岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、流紋岩質岩起源と推定される砂礫や角閃石が

僅かに含まれる。 Ib類型

Ic類型

・花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、チャートや角閃石が僅かに含まれる。

Ⅱ類型 :閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

・閃緑岩質岩起源と推定される砂礫のみからなる。 Ⅱa類型

。閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、花蘭岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに合

まれる。

・ 工b類型の砂礫種構成であるが、黒雲母が多い。

Ⅱb類型

Ⅱc類型

Ⅲ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

・流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、自形をなす角閃石や輝石が僅かに含まれる。
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・流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

が僅かに含まれる。

・流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

・流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

Ⅳ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫、チャ

・流紋岩質岩起源と推定される砂礫、チャート

V類型 :砕屑岩、チャートを主とする砂礫からなる。

・砕屑岩、チャー トを主とし、石英が含まれる。

Ⅶ類型 :片岩を主とし、細粒の白雲母が含まれる。

・片岩を主とし、白雲母が僅かに含まれる。

自形をなす角閃石や輝石、砕屑岩やチャート

Ⅲb類型

チャート、角閃石が僅かに含まれる。

Ⅲ c類型

チャートが僅かに含まれる。一一一Ⅲ d類型

―卜・砕屑岩を主とする。

・砕屑岩を主とし、角閃石が僅かに含まれる。

Ⅳ a類型

Va類型

Ⅵ a類型

Ⅶ a類型

Ⅵ類型 :チ ャート、砕屑岩を主とし、流紋岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含まれる。

・チャート、砕屑岩を主とし、流紋岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含まれる。

その他 :I類型からⅦ類型の何れにも属さない試料をその他とした。

以上のように類型区分をすれば、僅か39試料 しか観察をしていないが、第 3表に示すように

Ⅱ類型に属する試料が多い。

4.土器に含まれる砂礫の採取地

観察した砂礫種構成の砂礫と同じ砂礫種構成の砂礫が遺跡からより近距離で採取できる地を

推定する。

1類型 :大和川の砂礫は花闘岩質岩起源の砂礫を主とし、流紋岩質岩起源と推定される自形

の石英、角閃石、チャートがごくごく僅かに含まれるが、観察時の条件によっては認められな

い場合もあり得る。八尾市の南西部になれば、比較的チャートが多 く含まれるようになる。以

上のことから、 Ia類型の砂礫は発掘地付近、 Ib類型の砂礫は八尾市の西南部の砂礫である

と推定される。

Ⅱ類型 :角閃石や長石は鋭い角があり、他形をなし、風化していることから媒乱砂を使用し

たと推定される。花聞岩はごく僅かであるが角が円くなっていることから、河ナIIの砂礫である

と推定される。黒雲母の量を考慮すれば、Ⅱa類型の砂礫は恩智神社東方に小規模に分布する

閃緑岩の媒乱砂礫に、Ⅱc類型の砂礫は水越付近に見られる閃緑岩の媒乱礫の砂礫に酷似する。

Ⅱb類型の花南岩は河川砂礫であると推定されることから、恩智神社東方の閃緑岩の砂礫と平地
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の河川砂礫とが混じったものであろう。粘土の中に花蘭岩質岩起源の砂礫が入っていれば、その

粘土に閃緑岩の媒乱砂を混ぜるのであるから、Ⅱb類型のような砂礫種構成は生じると言える。

Ⅲ類型 :流紋岩質岩起源の砂礫を主とし、自形の輝石や角閃石が含まれる砂礫種構成を示す

砂礫は山陰地方から北陸地方にかけて多く見られる。出雲平野では柱状で自形をなす角閃石が

僅かに見られ、米子付近では角閃石の量が多くなる。また、鳥取付近では角閃石が少なく、片

岩や砂岩が含まれる。加賀から越前にかけては自形の輝石や角閃石が含まれることが多く、チャー

トや砕屑岩が含まれることも地域によっては見られる。Ⅲa類型、Ⅲb類型の砂礫は加賀南部
の砂礫であると推定される。

Ⅳ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫やチャート、砂岩や泥岩が含まれ、他形の角閃石

もごくごく僅かに含まれることから、Ⅳ a類型の砂礫は堆積岩や流紋岩質岩あるいは流紋岩質

岩起源の砂礫が河川砂礫として含まれる野洲川の河日付近が推定される。Ⅳ a類型の砂礫の採

取地としては、守山市から近江八幡市にかけての付近が推定される。

V類型 :砂岩や泥岩、チャートのような堆積岩からなり、泥岩には片理が見られるものもあ

り、火成岩起源の砂礫が含まれないことから古期の堆積岩が広く分布するような地域から流出

した河川砂礫であると推定される。Va類型の砂礫の採取地としては箕面市から高槻市にかけ
ての北摂の山地から流出した河川の砂礫と推定される。

Ⅵ類型 :砂岩や泥岩、チャートの亜角～亜円礫を含むことから堆積岩の分布地域の砂礫であ

る。また、流紋岩質岩起源の砂礫が含まれることから、Ⅵ a類型の砂礫は和泉層群の砂礫層と

泉南酸性岩が分布する泉南地域の砂礫の可能性がある。

Ⅶ類型 :片岩、細粒の白雲母を含むことから広く片岩が分布する地域であると推定される。

花商岩質岩起源の砂礫や砂岩が見られないことから、紀ノ川流域と言うよりも吉野川流域が推

定される。吉野川河回の砂礫であろう。

その他 :NO.25の試料は砂礫の量が比較的少ないが、流紋岩質岩起源の砂礫を主とし、 自
形の角閑石や輝石が含まれることから、姫路市夢前川下流域の砂礫の可能性がある。NO.33の

試料は柱状で自形をなす角閃石を含む閃緑岩が認められないが、花蘭岩質岩起源の 砂礫を主

とし、自形の石英や結晶面がある柱状の角閃石、チャートがごく僅かに含まれることから吉備

地方の旭川下流域の砂礫の可能性がある。場所としては百間川遺跡付近が推定される。

5。 土器の製作とその移動

土器は粘土と砂礫からなるが、現在の陶器のような粘土を使用したとは考えられがたい。発

掘地などに見られる砂礫まじりの粘土に砂礫を混ぜて土器製作の生地としたようである。河内

型庄内甕の古い段階から新しい段階までの砂礫種構成を見れば、米田編年の I～Ⅱ期までは花
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第13図  東弓削遺跡へ搬入された土器

聞岩質岩起源の砂礫を主とする胎土であり、Ⅲ期～V期までは閃緑岩質岩起源の砂礫を主とす

る。Ⅱ期の時に製作技法が変化したといえる。 I期に属する河内型庄内甕は刑部 3丁目土坑や

成法寺遺跡である。前 2地点は当発掘地と400mも離れていない。 I期の河内型庄内甕の砂礫

種構成は発掘地の砂礫種構成と変わりがないことから、遺跡付近で製作したと推定される。Ⅱ

期で、吉備の土器や特殊器台・壷の影響を受けたのであろうか、角閃石を多量に入れる技法が

用いられるようになり、恩智神社の東方へ媒乱砂礫を採取するようになったといえる。使用し

た粘上が遺跡付近の粘土であるために、花蘭岩質岩起源の砂礫の含まれる量に差が生じたのだ

と言える。つまり、 I期～Ⅱ期にかけての時期には、遺跡近くの粘土と砂礫を使用して甕を造っ

ていたが、Ⅱ期のある時期からV期にかけて遺跡近くの粘土に恩智東方の因緑岩の媒乱砂礫を

まぜて生地としたと考えられる。Ⅲ期に属する角閃石を多量に含む河内型庄内甕は吉備や福岡

市、筑後川の下流の諸富町まで運ばれている。

土器製作用の砂礫の採取地が土器の製作地とするならば、北は加賀南部、東は近江の野洲川
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下流域、南は徳島市の吉野川下流域、西は岡山市付近と広い範囲から東弓削遺跡に土器が運ば

れてきたと推定される。

6. おわり1こ

東弓削遺跡付近の庄内期の遺跡の特徴として、河内型庄内甕が多く出上し、搬入された土器

も多く、在地の砂礫を示す土器が少ない。大和川の砂礫を使用した土器はごく僅かであり、角閃

石を多量に含む土器が多い。そして、角閃石を多く含む河内型庄内甕は北部や中部九州まで運ば

れている。逆に、近江や加賀、因幡、出雲、吉備、阿波と広い範囲から土器が運びこまれている。

中田～東弓削遺跡にかけては、河内型庄内甕が多く出土 し、時期的にも古いものから新 しい

ものまであり、砂礫も近接する恩智付近で求められることから、河内型庄内甕の製作地の一つ

はこの付近であると推定される。

吉備型の特殊器台を製作したと推定される岡山市の加茂遺跡でも各地から土器が運びこまれ

ており、中田～東弓削遺跡にかけてと同じような土器の出土状況を示す。このような遺跡は、

加賀の梯川中流域、近江の野洲川下流域、伊勢の鈴鹿川下流域、阿波の吉野川下流域、播磨の

夢前川下流域、出雲の神門川下流域等にあると推定される。今後、この地域の上器を調査する

必要があり、製作遺跡を限定する必要があろう。

第 3表 器種と類型

類型
器種 甕 空 高 杯 器 台 鉢

焙 ハ 計

I類型

a 1 1

5b 1 2

C l l

Ⅱ類型

a 5 1 6

18b 8 1 9

C 2 1 3

Ⅲ類型

1 1

6

b 1 1 1 3

1 1

d 1 1

Ⅳ類型 1 1

V類型 2

Ⅵ類型 1 1

Ⅶ類型 1 l

そ の 他 1 1 2

区分 不 能 1 1 1

計合 8 4 1 2
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例 口

1.本書は、八尾市北亀井町 3丁目1で実施した工場建設に伴う発掘調査の報告書である。

1.本書で報告する久宝寺遺跡第 1次調査 (KH84-1)の発掘調査の業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会がシャープ株式会社から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は昭和59年 4月 2日 から5月 26日 にかけて、原田昌則を担当者として実施した。

面積は792afを測る。調査においては大地慶子・北尾耕三・松岡利行・郡山順夫 。樽井正・

西辻正信・萩原剛良・吉原早智子が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 5年 3月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―原田・大地 。吉原・成海佳子 。中西隆子 。麻田優、

図面レイアウトー原田、図面 トレースー中西 。北原清子、遺物観察表―原田・八元聡志、

表関係―垣内洋平、遺物写真撮影―原田が行った。

1.付章「土器表面に見られる砂礫」については、大阪府八尾市立曙川小学校教論奥田尚氏に

依頼した。

1,本書の執筆・編集は原田が行った。

1.調査及び本書作成にあたっては、以下の方々から御指導、御教示を受けた。

田島明人 (石川県埋蔵文化財保存協会)、 栃木英道・北野博司 。安英樹 (石川県立埋蔵文

化財センター)、 赤沢徳明 (福井県教育庁埋蔵文化財調査センター)、 一瀬和夫・服部文章

(大阪府教育委員会)、 小野久隆 (大阪文化財センター)、 奥田尚 (八尾市立曙川小学校)、

米田敏幸 (八尾市教育委員会) (敬称略・順不同)



本 文 目 次

第 1章 調査に至る経過…………………………………………………………………………… 41

第 2章 地理・歴史的環境………………………………………………………………………… 41

第 3章 調査概要…………………………………………………………………………………… 45

第 1節 調査方法と経過………………………………………………………………………… 45

第 2節 基本層序………………………………………………………………………………… 45

第 3節 検出遺構・出土遺物…………………………………………………………………… 48

1)検出遺構…………………………………………………………………………… 48

2)出土遺物…………………………………………………………………………… 54

3)各 トレンチの出土遺物…………………………………………………………… 67

第 4章 出土遺物観察表………………………………………………………………………91～ 116

第 5章 まとめ,………… …………… … …………………………… …………………… …… 117

付章 土器表面に見られる砂礫…………………………………………………………………… 137

挿 図 日 次

第 1図 調査地周辺図…………………………………………………………………………… 42

第 2図 基本層序模式図………………………………………………………………………… 46

第 3図 調査区設定図および地区割り図……………………………………………………… 47

第 4図 第 2ト レンチ SW-1平 断面図 ……………………………………………………Ⅲ 49

第 5図 第 3ト レンチ SW-2平 断面図 ……………………………………………………・ 50

第 6図 第 2ト レンチ SW-1出 土遺物位置図 …………………………………………・51・ 52

第 7図 第 3ト レンチ SW-2出 土遺物位置図 ……………………………………………・ 53

第 8図 第 1ト レンチ 第 4層出土遺物実測図……………………………………………… 67

第 9図 第 1ト レンチ 第 7層出土遺物実測図……………………………………………… 68

第 10図 第 2ト レンチ SW-1出 土遺物実測図 1…………………………………………・ 74

第 11図 第 2ト レンチ SW-1出 土遺物実測図 2…………………………………………・ 75

第 12図 第 2ト レンチ SW-1出 土遺物実測図 3…………………………………………・ 76



第 13図

第 14図

第 15図

第 16図

第 17図

第 18図

第 19図

第 20図

第 21囲

第 22図

第 23図

第 24図

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物実測図 4…………………………………………・ 77

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 1…………………………………………… 78

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 2…………………………………………… 79

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 3…………………………………………… 80

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 4…………………………………………… 81

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 5…………………………………………… 32

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 6…………………………………………… 83

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物実測図 7…………………………………………… 84

第 2ト レンチ 第 8層出土遺物実測図……………………………………………… 86

第 3ト レンチ SW-2出 土遺物実測図 "…………………………………………・ 87

第 3ト レンチ 第 7層出土遺物実測図………………………………Ⅲ……………… 89

第 4ト レンチ NR-1出 土遺物実測図 ……………………………………………。 90

次

第 1表 中河内地域における庄内式・布留式土器分類-1…………………………………… 61

第 2表    〃     庄内式 。布留式土器分類-2…………………………………… 62

第 3表    〃     庄内式・布留式土器分類-3…………………………………… 63

第 4表    ″     庄内式・布留式土器分類-4…………………………………… 64

第 5表    〃     庄内式・布留式土器分類-5…………………………………… 65

第 6表 甕 E分類表 …・…………………………………………………………………………… 69

第 7表 SW-1・ 第 7層出土遺物一覧表 ………………………………………………………・ 73

第 8表 中河内地域における庄内式～布留式土器組成推移表 1……………………………… 129

第 9表 中河内地域における庄内式～布留式上器組成推移表 2……………………………… 130

第10表 庄内Ⅲ期・布留 I期・布留Ⅱ期資料一覧表………………………………………131・ 132

第11表 布留Ⅲ期・布留Ⅳ期・布留V期資料一覧表………………………………………133・ 134

第12表 砂礫による類型区分と器種……………………………………………………………… 141

第13表 土器胎土の砂礫種 (その 1～その11)……………………………………………・142～ 152

目

図版 一  第 1ト レンチ全景

図 版 目 次



図版

図版

図版 四

図版

図版

一
一　
一一一

五
　
一ハ

第 2ト レンチ全景

第 2ト レンチ SW-1検 出状況

第 2ト レンチ SW-1検 出状況

第 2ト レンチ SW-1西 部遺物出土状況

左上 第 2ト レンチ SW-1南 西部

左下 第 2ト レンチ SW-1北 部

右上 第 2ト レンチ SW-1北 部

右下 第 2ト レンチ SW-1棒 状石製品出土状況

第 3ト レンチ全景

第 3ト レンチ SW-2検 出状況

第 3ト レンチ SW-2細 部

第 4ト レンチ 全景

第 1ト レンチ第 4層 。第 7層出土遺物

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 1

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 2

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 3

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 4

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 5

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物 6

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物 1

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物 2

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物 3

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物 4

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物 5

第 2ト レンチ 第 7層 。第 8層出土遺物

第 2ト レンチ 第 8層出土遺物

第 3ト レンチ SW-2出 土遺物

第 3ト レンチ SW-2・ 第 7層出土遺物

第 3ト レンチ 第 7層、第 4ト レンチNR-1出土遺物

図版 七

図版 八

図版 九

図版一〇

図版十~

図版一二

図版一三

図版一四

図版一五

図版一六

図版一七

図版―八

図版一九

図版二〇

図版二一

図版二二

図版二三

図版二四



Ⅱ 久宝寺 1次調査

第 1章 調査に至る経過

久宝寺遺跡の発見の契機は、昭和10年に八尾市久宝寺 5丁目で行われた道路工事の際に船の

残片とともに弥生時代中期～古墳時代に至る遺物が出土したことに端緒を発するが、それ以降

は目立った調査も実施されず遺跡の実体は不明であった。昭和48年～49年にかけて近畿高速自

動車道の建設予定地で実施された試掘調査では、南の八尾市神武町の国鉄関西線 (現 」R大和

路線)ん らゝ北の東大阪市大蓮東 4丁目の金岡跨道橋間の約1.5km間 に 7ケ所の調査区が設定さ

れた。その結果、弥生時代から中世に至る遺構 。遺物が検出され、当遺跡が広範囲にわたる複

合遺跡であることが確認された。これらの試掘調査の結果をもとに、昭和57年以降は働大阪文

化財センターにより近畿自動車道建設予定地の発掘調査 (久宝寺北・久宝寺南)が実施された。

調査の結果、弥生時代から中世に至る多量の遺構 。遺物が検出されている。なかでも、古墳時

代前期の準構造船の発見は、当時の船の構造を明らかにしただけでなく、これらの船を媒介と

して考えられる他地域との交通 。交易等を推定するうえでも示唆に富む資料を提供する結果と

なった。

このような情勢下、シャープ株式会社から八尾市北亀井 3丁 目 1に おいて工場建築の届出書

が八尾市教育委員会に提出された。八尾市教育委員会では当該地が久宝寺遺跡の一画にあたる

為、埋蔵文化財の有無を確認するために、昭和59年 1月 24日 に遺構確認調査を実施 した結果、

現地表下17～20m付近に古墳時代前期の遺物を含む土層が確認された。以上の結果を経て発

掘調査を実施することになったもので、シャープ株式会社・八尾市教育委員会・側八尾市文化

財調査研究会の三者間の協議の上、当調査研究会が主体となって発掘調査を実施することが決

定された。現地発掘調査の期間は昭和59年 4月 2日 から6月 25日で、調査面積は792ポを測る。

また、整理事業は、調査終了後平成 5年 3月 31日 まで随時実施 した。

第 2章 地理・歴史的環境

久宝寺遺跡の位置する八尾市は、大阪府の中央部東端に位置し、東は生駒山地の山稜線で奈

良県平群町 。三郷町と境し、南は柏原市・藤井寺市・松原市、西は大阪市平野区、北は東大阪

市に隣接 している。

八尾市の位置する大阪府の中河内地域の地形は、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵 。河内台地、

西を上町台地、北を淀川に画されている河内平野の南部に当たる。河内平野の形成については

海水面の昇降による侵食面の移動と、旧大和川と淀川による堆積作用との相互作用によると考

-41-
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I 久宝寺1次調査

えられている。特に、河内平野南部については、旧大和川水系の平野川・長瀬川・楠根川・玉

串川・恩智川が北西方向に放射状に流下しており、自然堤防・扇状地性低地・三角洲性低地等

の地形形成についてはこれらの河川の堆積作用によるところが大きい。現在みられる地表面の

形態は宝永元年 (1704)に大和川が付け替えられた当時の地形を留どめている。

今回の調査地点は、北西方向に流下していた長瀬川が北北西に流路変える地点 (」R八尾駅
付近)か ら西側一帯にあたる扇状地性低地に位置し、現地表面の海抜は9.5m前後を測る。以

下、当遺跡周辺の遺跡を中心に時期ごとに概観してみる。

大阪平野 (河内平野)の後氷期の発達史については、梶山彦太郎・市原実両氏の研究により

九つの時期に区別されている。それによれば旧石器時代の河内平野の環境は古大阪平野の時代

と呼ばれており、泥炭層のたまる沼沢地が広がっていたものと推定されている。しかし、この

時期の生活面はその後、古河内平野、河内湾 I・ Ⅱ、河内潟 。河内湖 I・ 工の各時代を変遷す

る過程で膨大な沖積作用を受けているため、現実にはこの時期の生活面に達する発掘調査が困

難である。したがって、平野部内部ではこの時期の実態は不明であるが、沖積作用の緩慢な平

野部南部の長原遺跡・瓜破遺跡・八尾南遺跡ではこの時期の石器が検出されており、今後、平

野部内部においても遺跡が発見される可能性が高い。亀井遺跡では、T,P.± 0(G.L-10m)
付近で埋没低位段丘が検出されており、この付近一帯で生活面である可能性をもつ最古の面と

して認識されている。その後、河内湾 Iの時代の縄文海進最高頂期 (6000～ 5000年 B.P.)に

はこの付近にまで海水が侵入しており、亀井遺跡ではT.P,+2m(G.L.-8m)付 近で海成
層が確認されている。縄文時代後期になると、海退現象による河内湾の干渇化と大和川・淀川

の沖積作用により淡水化が顕著な河内潟の時代に移行している。平野部での調査によれば、新

家・山賀・亀井の各遺跡からあまり摩耗を受けていない縄文時代晩期の上器片が出土しており、

付近に集落が存在した可能性が高い。縄文時代晩期においては平野部の南部の長原遺跡で集落

が検出されており、この時期の集落構造を知るうえで貴重である。

弥生時代前期には、水稲耕作の導入にともなって平野部内部に集落が出現している。当時の

河内潟の汀線は瓜生堂遺跡付近 (東大阪市瓜生堂 。若江西新町)にあったとされており、河内

潟に注ぐ河川により形成された自然堤防の微高地を中心として集落が営まれている。前期の古

段階においては山賀遺跡 。八尾南遺跡があるほか前期中段階から新段階にかけては美園遺跡・

亀井遺跡・城山遺跡・瓜破遺跡 。長原遺跡・跡部遺跡 。中田遺跡 。田井中遺跡がある。

弥生時代中期にはさらに河内潟の陸地に伴って新たに瓜生堂遺跡 。巨摩廃寺遺跡 。若江北遺

跡・加美遺跡・東郷遺跡 。小阪合遺跡・木の本遺跡 。東弓削遺跡・弓削遺跡が出現している。

また、この時期になると、農業基盤の安定化を背景として集落規模の拡大が顕著で瓜生堂遺跡

や亀井遺跡などのように母村的な性格を帯びた集落が出現している。
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弥生時代後期になると自然環境が不安定であったようで、中期の生活面を流水堆積層が覆っ

ている例が平野部の各遺跡で検出されており、前代から続く既存の集落は規模の縮小と分散を

余儀なくされたようである。

古墳時代前期 (庄内式期・布留式期)においては前代に比して集落の増加が顕著で、西岩田

遺跡・瓜生堂遺跡・友井東遺跡・美園遺跡・久宝寺遺跡 。亀井遺跡・加美遺跡・萱振遺跡 。東

郷遺跡・小阪合遺跡・中田遺跡・東弓削遺跡・八尾南遺跡 。瓜破遺跡がある。これらの遺跡は

特に庄内式新相から布留式期にかけて盛行することが指摘でき、来るべき古墳造営前夜の動向

を知るうえで示唆的である。平野部で検出された前期の古墳には美園古墳・萱振 1号古墳・塚

ノ本古墳 。久宝寺古墳がある。

古墳時代中期の集落位置は前代に符合する傾向である。この時期の古墳は巨摩遺跡・友井東

遺跡・亀井遺跡 。長原遺跡・八尾南遺跡で検出されている。続く、古墳時代後期の集落は萱振

遺跡・矢作遺跡・竹淵遺跡で検出されている程度で集落の減少が顕著である。長原遺跡内で検

出されている小型の方墳を中心とする長原古墳群も、後期前半を境として古墳造営を停止して

いる。

飛鳥 。奈良時代の集落は久宝寺遺跡・太子堂遺跡・萱振遺跡・成法寺遺跡・小阪合遺跡 。中

田遺跡 。弓削遺跡 。長原遺跡で検出されている。寺院としては渋川廃寺・竜華寺・弓削寺・鞍

作廃寺がある。

平安時代から鎌倉時代の集落については、萱振遺跡・佐堂遺跡 。小阪合遺跡・中田遺跡・矢

作遺跡 。長原遺跡が検出されている。特に、長原遺跡では条里に基づいた集落が検出されてお

り、この時期、このような集落の在り方が一般的であったと推定される。また、調査地一帯は

中世には橘島と呼ばれており、久宝寺では中世末期から近世初頭にかけて一向宗西証寺 (現顕

証寺)を中心に寺内町が形成されている。
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Ⅱ 久宝寺 1次調査

第 3章 調査概要

第 1節 調査方法と経過

今回の発掘調査は工場建築に伴うもので、調査の対象地は建物の基礎部分の8箇所であった。

調査指示書に従って、 8箇所の調査区を設定していたところ、事業者から調査対象地が既設の

建物の基礎部分と重複することが指摘された。これらを確認するため当該部分を試掘したとこ

ろ、 4箇所は既設建物の基礎部分と一致し、既に深層まで撹乱を受けていることが判明した。

以上のことから、これらを除いた4箇所にトレンチ (第 1ト レンチ～第 4ト レンチ)を設定し

て調査を実施した。

調査は、遺構確認調査で確認された現地表下1.7～ 2.Om付近に存在が予想される古墳時代前

期の遺構・遺物を調査対象としたが、第 1・ 第 2ト レンチでは現地表下 lm前後 (標高6.80m

前後)で奈良時代の遺物を含む土層が確認された為、両 トレンチにおいては2面を調査対象と

した。調査の結果、第 1・ 第 2ト レンチで奈良時代の遺物を含む第 4層の広がりを確認した。

現地表下2.1～ 2,3m(標高5.8～6.Om)前後に存在する第 8層上面では、古墳時代前期 (布留

式古相)に比定される土器集積を第 2ト レンチで 1箇所 (SW-1)、 第 3ト レンチで 1箇所

(SW-2)を検出したほか、第 4ト レンチでは自然河道 1条 (NR-1)を検出した。

なお、調査地の地区割りは、南北軸を磁北に合わせて基準線とし、それに東西軸を直交させ

る形をとり、東西120m、 南北60mに わたって設定した。地区割りの一区画単位は10m四方で、

東西方向はアルファベット (西からA～ L)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 6)で示 し、

地区名の表示はlA区～ 6L区と呼称した。地点の表示については、地区害Jり の北西隅をYO・

XOと し、東西線はX(XO～ X60)、 南北線はY(YO～ Y120)と 設定し、X線とY線の交

点の数字で示した。

第 2節 基本層序

第 2・ 第 3ト レンチにおいては、大規模な撹乱部分が認められたが、それ以外は安定した層

相が確認された。全体的にみて東から西に向かって緩やかに傾斜しており、西部では洪水を起

因とする水成層の堆積が東部に比べて厚い傾向が看取された。ここでは、 8層を摘出して基本

層序とした。

第 0層  コンクリート及び盛土。層厚20～ 70cm。 上面の標高は8.lm前後。

第 1層 旧耕土。淡灰～灰色砂質土。層厚20cm前後。

第 2層 床土。淡灰～黄灰色砂質土。層厚20cm。 比較的安定したELSで、調査区全域にわたっ

て堆積している。層中に床土に特有の酸化鉄・マンガン等が斑点状に沈着している。
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第 3層 淡灰～灰黄色の色調で、土質には砂質 。粘質がある。層厚20～30cm。 層中に中世に

比定される遺物を含むが出土量は僅少である。

第 4層 灰茶色の色調で、土質には砂質・粗砂がある。層厚10～ 30clll。 第 1ト レンチ・第 2

トレンチで検出した土層で、奈良時代の遺物を包含している。

第 5層 淡灰～灰褐色の色調で、土質には粗砂・細砂 。シルトの3種がある。層厚10～70cm。

洪水に関連した堆積土層である。ただ、一度の堆積でなく少なくとも2回以上の洪

水に伴う土層であることが看取される。西側に行くに従って、層厚が漸増している。

上面が第 1ト レンチ。第 2ト レンチの第 1調査面である。

第 6層 淡灰～灰青色の色調で、土質にはシルト・粘土の2種がある。層厚20～ 50cm。 西部

に行くに従って層厚が漸増している。

第 7層 暗灰～灰黒色粘土。層厚10～ 25cm。 調査地全域に広がるもので、東部から西部に向

かって傾斜している。古墳時代前期の遺物を包含している。

第 8層 灰～灰青色粘土。層厚50clll。 基本的には無遺物土層であるが、第 2ト レンチの東端

部では沼沢地状を呈しており、その部分からは遺物が出土した。上面が古墳時代前

期の遺構検出面である。

Y10(第 3ト レンチ)

第 2図 基本層序模式図 (1/40)

―
―
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第 3節 検出遺構・ 出土遺物

1)検出遺構

・第 1ト レンチ

調査地の北東部に設定したトレンチで、東西幅43m、 南北幅 4mを測る。調査は当初、試掘

調査で確認された古墳時代前期の土層と遺構の関係を追及することを目的とした。試掘結果に

従って機械掘削を実施していたところ、現地表下 lm前後 (標高6.8m前後)付近において奈

良時代の遺物を含む第 4層が確認されたため、これらの土層に関連した遺構の存在を確認する

ためこの面において調査を実施した。したがって、結果的には2面にわたる調査を実施し、第

5層上面を対象とした調査面を第 1調査面とし、第 8層上面を対象とした調査面を第 2調査面

と呼称した。

<第 1調査面>

現地表下 lm前後 (標高6.8m前後)付近に存在する第 4層及び第 5層上面を調査対象とし

た。奈良時代の遺物を含む第 4層はこの付近では、部分的に存在するもので、遺物の出土量も

僅少である。第 5層上面では、調査区の中央部の北壁で奈良時代～平安時代に比定される土師

器椀 (2)・ 鉢 (1)、 須恵器甕 (3・ 4)、 屋瓦片等が集中する部分が認められた以外は顕著

な遺構は認められなかった。

<第 2調査面>

現地表下1.5m前後 (標高6.2m前後)に存在する第 7層及び第 8層上面を調査対象とした。

調査の結果、第 7層からは古墳時代前期 (布留式期古相)に比定される遺物 (5～21)が少量

出上したのみで、第 8層上面においても遺構の存在は認められなかった。

・第 2ト レンチ

第 1ト レンチの南側に設定した調査地で東西幅62m、 南北幅 4mを測る。第 1ト レンチと同

様、第 4層及び第 5層上面 (第 1調査面)と第 7層及び第 8層上面 (第 2調査面)を調査対象

面とした。

<第 1調査面>

第 1ト レンチで検出した奈良時代の土器を包含する第 4層の広がりを追及する目的で調査を

実施した。その結果、第 4層が10cm前後の層厚を持って調査地全域に広がっていることが確認

されたが、第 5層上面においては顕著な遺構は検出されなかった。

<第 2調査面>

第 7層及び第 8層上面を調査対象とした。その結果、現地表下1.8m前後 (標高6.8m)付近

に存在する第 7層で古墳時代前期 (布留 I期)の遺物包含層を確認したほか、第 8層上面で古

墳時代前期 (布留 I期)の上器集積 1箇所 (SW… 1)を検出した。
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土器集積 (SW)

ShA/-1

調査区東部の 3K・ 3L区で検出した。東西幅4.6m、 南北幅17mに わたって広がっている。

第 8層上面 (標高60m前後)を構築面とするもので、土器類は第 7層中に包含されている。S

W-1の 下部は、ほぼ平坦な面で、明瞭な掘形は認められない。検出時の状況から、土器類は

重なり合うことなく平面的な広がりを持って置かれたことが推定され、 しかも半数以上の土器

類が正位に置かれていたようである。

SW-1を 構成する遺物は、土器類では図化 したもので61個体 (22～ 82)の ほか石製品とし

て砥石 1点 (83)、 棒状石製品 1点 (84)、 管玉 1点 (85)が出土 している。だだ土器類につい

ては、第 7層 として取り上げたものや、側溝の掘削時に出土したものを含めて本来は約200点

余りの上器類が集積 していたものと推定される。

掲載 した土器の内訳は、直口壷 4点・複合口縁壷15点・細頸壺 1点 。小型壺21点・ 小型鉢 5

点・甕15点である。なお、管玉 (85)は小型壺 (52)か ら出土 している。

・第 3ト レンチ

第 1ト レンチの西端から180m隔てた延長線に設定した調査区で、東西幅62m、 南北幅 4m

を測る。このトレンチでは、第 1・ 第 2ト レンチで確認された奈良時代の遺物を含む第 4層の

存在が認められないことから、第 7層及び第 3層上面を調査対象とした。その結果、現地表下

2.3m前後 (標高58m前後)に存在する第 8層上面で、古墳時代前期 (布留 I期)の土器集積

1箇所 (SW-2)を 検出した。

十 X栂

TP+600m

第 5図 第 3ト レンチSW-2平 断面図

渤
θ

Y29
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第6図 第 2ト レンチSW-1出 土遺物位置図
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Ⅱ 久宝寺1次調査

SW-2

1・ 2C区で検出した。東西幅1.Om、 南北幅0.8mの範囲に広がっている。土器集積は18個

(229～ 246)の土器類で構成されており、完存している土器で見る限りでは正位に置かれたも

のが多い。掘形は認められず第 2ト レンチで検出したSW-1と 共通した特徴を示している。
土器類の器種別の内訳は直口壷 2点 。複合日縁壷 3点 。小型壼 9点・小型鉢 2点・大型鉢 2点

で、壷類の割合が高く甕・高杯類の出土は皆無である。土器組成からみて、古墳時代前期 (布

留 I期)に比定されよう。

※遺物スケール 1/8

0             1m

第 7図 第 3ト レンチSW-2出 土遺物位置国

-53-



・第 4ト レンチ

調査地の南西部に設定 した調査地で、東西幅49m、 南北幅 4mを測る。第 3ト レンチと同様、

奈良時代の遺物を含む第 4層が認められなかったことから、第 7層及び第 8層上面を調査対象

とした。調査の結果、現地表下 2m前後 (標高61m前後)に存在する第 8層上面で自然河川

1条 (NR-1)を 検出した。

自然河川 (NR)

NR-1

調査地の東端から約17m地点で NR-1の 東岸を検出した。第 8層上面で検出したが、本来

の構築面は第 6層上面である。検出した東岸の形状からみて、南東―北西方向に伸びるもので、

検出部で幅30m以上、深さ1.4m以上を測る。埋土は細粒砂～粗粒砂で充填されており、水量

が豊かで水流が速い河川であったことが窺われる。なお、調査地点から西約100m地点で大阪

文化財センターが実施 した『亀井北 (そ の 1)』 の第 6遺構面 (古墳時代後期)で検出された

自然河川 2と 同一の自然河川と考えられる。また、上流部分においては同敷地内の南部で当調

査研究会が実施 した調査 (KH91-9)で 確認されている。それらによれば、幅10～ 15m程度

であることから、調査では幅30m以上を検出しているが、これらを考慮すれば調査地点が自然

河川の屈曲部ないしは河川と調査地がほぼ平行する可能性が高い。遺物は『亀井北 (その 1)』

の自然河川 2お よびKH91-9調 査の河川においては、古墳時代前期の遺物が大半を占めるよ

うであるが、一部古墳時代後期の遺物が出土している。本遺構からは、弥生時代中期から古墳

時代前期 (布留式期古相)に比定される土器類がコンテナ箱に 2箱程度出土しているが、大半

の遺物は古墳時代前期 (布留式期古相)に比定されるもので、古墳時代後期に比定されるもの

は出土していない。以上からみて、この自然河川は古墳時代前期を中心としたもので、古墳時

代後期に完全に埋没 しその機能が停止したようである。図化 した土器類は32点 (269～ 300)で

ある。

2)出土遺物

1.器種分類について

八尾市域が含まれる中河内地域においては、最近の発掘調査の増加に伴って庄内式期から布

留式期に比定される土器類が天文学的な勢いで増えている。一部の器種については分類が行わ

れており、編年案が示されているが各器種をすべて細分したうえで実施されたものでなく、一

部の器種を中心とした概念的な位置付けが先行したかたちとなっている。 しかしながら、土器

組成から時空的な尺度となる土器編年を導くにあたっては、共通 した土器分類を認識 したうえ

で実施されることか必要不可欠である。従来のような個々の報告書ごとの上器分類では、共通

した方向性を求めるうえで障害になることは言うまでもない。これらを踏まえて、本書では中
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河内地域で概ね弥生時代後期末から布留式新相 (須恵器出現期)に存在する土器類を分類対象

とした。なお、搬入土器類についても、各地域との交流時期や新出性土器の出自にかかわる間

題を内包しており、出土量が微量であっても敢えて分類対象とした。土器の分類に際しては、

基本的には形態と技法を主な要素に決定したが、一部の土器については日縁部のみで分類した

ものも含まれている。

分類では、大別をABCD・ ……、形態差による細分を1234……・、細分の中での形態差および

調整による細分を abcd・…・・、器形の大小関係を IⅡ Ⅲ (小→大)と した。但 し、器形の大小

関係については、出土した資料のなかで比較できるものがある場合のみ使用した。表記につい

ては、広日壷 Al― a― Ⅲ (凡例)のように示した。

それぞれの器種は形態上の系譜を重要視したつもりであるが、かならずしも整合性を持つも

のではない。如何せん、器種分類においては、恣意的な要素が内在する危険性を含んでおり、

極めて不安定であることは言うまでもない、今後も補正が必要と考えられる。

2.器種分類

〔広口壷 A〕  日頸部が短く外反するもの。

〔広回壷 B〕  頸部が直上に伸びた後、日縁部が大きく外反する大型の壺。
〔広口壷 C〕  日頸部が外反気味に大きく伸びる小型 。中型品の壷。一部に紀伊系のものが含

まれる。

〔広回壷 D〕  頸部が直上に伸びた後、日縁部が屈曲ないしは外反する壷。
Dl  回縁端部に面を持つもの。

D2  日縁端部が上下に拡張されるもの。
D3  口縁端部が三角形を呈するもの。四国東部を中心に分布する壷。

〔広口壷 E〕  拡張口縁部に棒状浮文や擬凹線文を加飾する。東海・近江地方を中心に分布す
る壷。

〔短頸壷 A〕  体部に比して短めの口頸部が付く。

〔短頸壷 B〕  口頸部が直上ないしは内彎気味に短く伸びる小型の壷。
〔長胴壷 A〕  細長い体部に上外方へ伸びる口頸部を持つ。
〔短頸直口壷 A〕  偏球形ないしは球形の体部にやや短めの口縁部が付く。
Al  平底かそれに近い形をとる小型品。

A2 Alに 比して大型品。

〔大型直回壷 A〕  球形の体部に斜上方に外反ないしは直線的に伸びる日縁部が付く。器高が
30cmを越える大型品。

〔直日壷 A〕  球形の体部に上外方に直線的に伸びる日縁部が付く精製品の壺。
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Al体部に比してやや大きめの回縁部が付く。

A2 Aと に比して長めの体部を持つ。

〔直回壷 B〕  口頸部が内彎する小型 。中型の壷。

〔直口壷 C〕  口頸部が直上に短く内彎する小型 。中型の壷。

〔細頸壷 A〕  球形の体部に上外方へ長く直線的に伸びる日頸部が付く

〔複合口縁壷 A〕  口縁部に粘土帯を垂下させる複合日縁壺。加飾を加えるものが多い。

Al 頸部と口縁部の境を肥厚させて段を強調するもの。

A2 粘土帯を垂下させ複合日縁とするもの。

〔複合口縁壺 B〕 いわゆる二重回縁壷。

Bl  頸部が直上へ伸びるもの。

B2  頸部が外反するもの。

B8  頸部が上外方へ直線的ないしはゃゃ内彎気味に伸びるもの。

〔複合口縁壷 C〕  吉備地方を中心に分布するもの。

〔複合口縁壷 D〕  山陰・北陸地方を中心に分布するもの。

〔複合口縁壷 E〕  二段に屈曲して上方へ直線的に伸びる口縁部を持つ大型・中型の壷。

El  口縁部が直上方向ないしは内傾して大きく直線的に伸びるもので、厚手の

大型品が多い。

E2  EIが小型化したもので、中型品が多い。日縁端部が肥厚するものもある。

〔複合口縁壷 F〕  口縁部が直上に伸びる小型の壷。吉備地方を中心に分布する。

〔小型壷 A〕  球形の体部に外反ないしは内彎気味に伸びる国縁部が付く。底部は平底である。

〔小型壷 B〕  いわゆる小型丸底壺。

BI  口径と体部最大径がほぼ等しい。外面調整はヘラミガキ。布留Ⅳ期以降のもの

はハケナデ。

B2  日径が体部最大径を凌駕する。外面調整はヘラミガキ。

B3  半球形の体部に大きく開く日縁部が付くもの。外面調整はヘラミガキ。

B4  B3に 比して体部高が増大したもの。外面調整はヘラケズリまたはハケナデ。

B5  体部が球形化し、体部最大径が日径を凌駕したもの。外面調整はハケナデ。

〔小型壷 C〕  球形の体部に斜上方に短く伸びる回縁部が付く。

〔小型壷 D〕  やや偏平な体部に上外方へ伸びる短く伸びる日縁部が付く。底部は小さな平底

ないしは丸底である。

〔高杯 A〕  弥生V様式の系譜を引く高杯。

Al 杯部下半が内彎気味に伸びた後、日縁部が大きく外反する。
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A2 水平な杯底部から日縁部が大きく外反する。
A3  日縁部が外反せず直線的に伸びる。
A4 A3に比して杯部が深い。

As  A4に比して小型化したもの。

A。  杯部の屈曲部が丸味を帯びたもの。
A7 杯部が半球形を呈するもの。
A8 杯部が椀形を呈するもの。
A9  日縁部が外半するもので、屈曲部に段や稜を有するもの。
Aと。 A9に比して大型の日縁部を持つ。

〔高杯 B〕  二段に屈曲する杯部を持つ。
Bl  杯部上位で外折する日縁部を持つ。加飾を加えるものが多い。
B2  杯部中位で外折し、日縁部が大きく広がるもの。

〔高杯 C〕  椀形の杯部に低い脚部が付く。

Ci  深めの杯部を持つ。脚部径と口径がほぼ等しい。

C2  浅めの杯部を持つ。脚部は大きく広がる。大半が精製品である。

〔高杯 D〕  「ハ」の字形の脚部に逆三角形の杯部が付く。
Dl 脚部が低いもの。

D2 Dlに比して脚部が高いもの。

〔高杯 E〕  吉備地方を中心に分布する高杯。
El  二段に屈曲する杯部を持つ。

E2  深めの杯部にやや低めの脚部が付く。

〔器台 A〕  皿状の受部を持つもので、受部と脚部が貫通する小型の器台。
Al 受部が斜上方に伸びるもので、端部は面を持つ。
A2 受部端が直上に伸びる。

A3 Al・ A2に比して脚部が長い。

〔器台 B〕  皿状の受部を持つもので、受部と脚部が貫通しない小型の器台。
Bl  やや深めの受部を持つ。

B2  浅い皿状の受部を持つ。

B3  B2よ りやや深めの受部を持つ。

〔器台 C〕  いわゆる鼓形器台。

CI  屈曲部に段を有する。山陰地方を中心に分布する。
C2  屈曲部に段を持たないもの。
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〔器台 D〕  二段に屈曲する受部を持つ大型の器台。脚部は中空。加飾を加えるものが多い。

〔甕 A〕  弥生V様式の系譜を引く甕

Al  胴長の体部に突出する平底が付く。体部は三分割成形。

A2  体部上位に最大径を持つ。底部は突出気味の平底。体部は三分ないしt涯彰澪1成脇

A3 球形の体部に小さな平底が付く。体部は三分ないしは三分割成形。一部体部外面に

ヘラケズリを行うものがある。

〔甕 B〕  いわゆる河内型庄内式甕。

Bl  体部上位に最大径を持つ。体部外面は三分割成形に沿ったタタキ (太めのタタキ 1

cn 3/4)の後、縦方向に上位と下位を中心に ハケナデを粗く施す。体部内面は

ヘラケズリ。底部は尖り底ないしは小さな平底。

B2  体部中位よりやや上部に最大径を持つ。体部外面は右上がりの連続 ラセンタタキ

(中細のタタキメ l cm 4/5本 )。 体部外面のハケナデは中位以下に粗く施される。

底部は尖り底ないしは小さな平底。

B3  体部中位に最大径を持つ。B2に比 してタタキメの幅がやや細 く (l cm 5/6)な

ると共に、体部外面の中位以下は密なハケナデによリタタキメが消されている。底

部は尖り底ないしは丸底である。

B4  体部はほぼ球形にちかくなる。体部外面のタタキメは極細 (l cm 7/8)に なり、

中以上ないしは上位のみに施される。ハケナデもタタキメが施されている部分のみ

でヽ中位以下には施されなくなる。底部は丸底である。

〔甕 C〕  いわゆる大和型庄内式甕。

〔甕 D〕  布留式影響の庄内式甕。形態は甕 B4と 同様であるが、体部外面がハケナデによる

調整が行われるもの。内底面に指頭圧成形を行うものがある。

〔甕 E〕  布留式傾向甕。布留式甕の属性の一部を持つ甕を総称した。他地域からの搬入品も

多く、形態はバラエテイーに富む。

〔甕 F〕  いわゆる布留式甕。

Fl  日縁屈曲部の彎曲化と口縁端部が丸味を持って肥厚するほか、体部外面上位の水平

方向のハケナデを特徴とする。内底面に指頭圧痕を残し、ケズリが屈曲部に及ばな

モヽ。

F2  口縁端部の内部肥厚が内傾 し面を持つ。

F3  日縁部が上外方に伸びる。体部外面全体に不整方向のハケナデが行われるものが多

くなる。

〔甕 G〕  甕Faと 形態は同様であるが、日縁端部が肥厚せず直国のもの。
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〔甕 H〕  体部外面に粗いタタキを施すもので、底部は平底ないしは尖り底である。淀川北部
を中′とヽに分布する。摂津系の甕。

〔甕 I〕  口縁部は屈曲外反する。体部は最大径が上位にあるもので、体部外面には縦方向の
ハケナデを多用する。底部は突出しない平底である。吉備地方を中心に分布する。

〔甕」〕 口縁部が直上に伸びる甕。吉備地方を中心に分布する。
」1  口縁端部外面が無文のもの。底部は平底である。
」2  回縁端部外面に擬凹線を巡らす。体部上位に最大径を持つ。底部は平底である。
」3  回縁端部外面に櫛描直線文を施す。体部の上位に最大径を持つ。底部は平底である。
」4  回縁端部外面に櫛描直線文を施す。体部の中位に最大径を持つ。底部は丸底である。
〔甕 K〕  山陰地方を中心に分布する甕。
〔甕 L〕  ゴヒ陸地方を中心に分布する甕。
〔甕 M〕  四国東部地方を中心に分布する甕。
Ml 讃岐系の甕。

M2 阿波系の甕

〔甕 N〕  東海地方を中心に分布する甕。
〔甕 O〕  近江地方を中心に分布する甕。
〔鉢 A〕  弥生V様式の系譜を引く鉢。
Al 体部が斜上方に大きく開く。底部は突出した平底。
A2 体部が上外方に伸びる。Alに比して小型である。
〔鉢 B〕  直日の回縁部を有する。体部は内彎気味に伸びる。底部は突出平底。
〔鉢 C〕  突出気味の底部から体部が斜上方に伸びる。日縁部は直日のものとわずかに外反す

るものがある。

〔鉢 D〕  吉備地方を中心に分布する小型の鉢。
〔鉢 E〕  半球形の体部に直口ないしは小さく屈曲する口縁部が付く小型の鉢。
Eと  直日の日縁部を持つ。
E2  日縁部が小さく屈曲するもの。

〔鉢 F〕  口縁部は斜上方に直線的に伸びる。体部は半球形で底部は尖り気味の小型鉢である。
〔鉢 G〕  半球形の体部に小さく上外方ないしは斜上方に伸びる日縁部が付く小型鉢である。
Gl  口縁部が斜上方に伸びる。体部の上位から底部にかけて鱗状にヘラケズリを施す。
G2  日縁部が内彎気味に伸びる。
〔鉢 H〕  半球形の底部に短く斜上方に伸びる日縁部が付く、精製品の小型鉢。
Hと  口縁部が内彎気味に伸びるもの。
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H2  口縁部が二段に屈曲するもの。

〔鉢 I〕  口縁部が二段に屈曲する鉢。山陰地方を中心に分布する。

11  口径20cm前後の中型品。

12  口径30cm以上の大型品。

〔鉢」〕 直日の回縁部が斜上方に伸びる大型の鉢。

」1  底部がわずかに突出した平底を呈するもの。

」2  底部が水平なもの。

〔鉢 K〕  口縁部が直上に伸びる鉢。小型品 。大型品がある。吉備地方を中心に分布する。

〔鉢 L〕  四国系の小型鉢。

〔台付き鉢 A〕  逆円錐状の体部に高台が付くもの。

Al 口縁部が屈曲するもの。

A2直口の口縁部を持つもの。

〔台付き鉢 B〕 半球形ないしは皿状の受部に小さい高台が付く。山陰地方を中心に分布する。

BI 受部が浅い椀形を呈するもの。

B2 受部が皿状を呈するもの。

〔有孔鉢 A〕  突出した底部を有するもの。

〔有孔鉢 B〕  丸底の底部を有するもの。

〔手焙形土器 A〕  覆部と体部の境に補強粘土を貼り付け突帯とするもの。

〔手賠形土器 B〕  覆部と体部が一体化したもの。
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分類土器一覧

小阪合遺跡 lEll八尾市文化財調査研究会『小阪合遺跡<昭和57年度 第 1次調査報告書>』 llll八尾市文化
財調査研究会報告10 1987

SK-14 (44)

落ち込み 7(61・ 100)
〃   lRll八尾市文化財調査研究会『小阪合遺跡<昭和58年度 第 2次調査 。第 3次調査報告書>』
側八尾市文化財調査研究会報告11 1987

SD-314 (7・ 13)
SD-316 (36・ 39・ 47・ 55・ 56・ 57・ 58・ 59・ 60・ 63・ 65・ 66・ 69・ 82)
SD-321 (1・ 29・ 64)
落ち込み26(22・ 41)

〃   側八尾市文化財調査研究会『小阪合遺跡<昭和59年度 第 4次調査報告書>』 lVll八尾市文化
財調査研究会報告15 1988

8D-1 (14。 15・ 30。 32・ 35。 42・ 48・ 52・ 73・ 95。 96・ 97・ 99。 101・ 110。 111)
〃   ell八尾市文化財調査研究会『小阪合遺跡<昭和61年度第 3次 昭和62年度第10。 13次昭和63
年度第16次調査報告>』 八尾市文化財調査研究会報告261990
SK-5(第 8次) (27)

中国遺跡  八尾市教育委員会『昭和53・ 54年度埋蔵文化財発掘調査年報』 1981
土坑    (3 ・ 24。 37・ 38・ 53・ 54・ 79・ 80・ 81 ・ 94・ 106)

″   八尾市教育委員会『八尾市文化財紀要 2』  1986
土坑 2 (21)

〃   八尾市教育委員会『八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I』 1988
C・ Eグ リッド (26)

成法寺遺跡 八尾市教育委員会『成法寺遺跡』―八尾市光南町 1丁目29番地の調査- 1983
SW-1(2)

〃   大阪府教育委員会『成法寺遺跡発掘調査概要 I』 ―八尾市南本町所在- 1986
SE-2 (12・ 85)

東弓削遺跡 本書掲載
SD-1 (4・ 19・ 51・ 67・ 68・ 71・ 78。 98)

美園遺跡  側大阪文化財センター 『美園』 1985
BSD345 (33)

CSD319 (5)
DSK306 (8・ 107・ 112)
DSD304 (93)

第 5表 中河内地域における庄内式 。布留式土器分類-5
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庄内包含層 (91)

亀井北遺跡 llll大阪文化財センター 『亀井北 (そ の 1)』  1986
SD8021 (20・ 50)

2号墓北西周溝  (6)
3号墓  (9・ 16)

土器群 N (40)
萱振遺跡  大阪府教育委員会  『萱振遺跡発掘調査概要 I』  1983

SE-3 (10・ 25・ 83・ 87)
〃   側八尾市文化財調査研究会『萱振遺跡発掘調査概要報告』側八尾市文化財調査研究会報告20

1990

SD-101 (45)
久宝寺遺跡 本書掲載

SW-1 (18・ 23・ 31・ 74)
第 2ト レンチ 7層  (62・ 72・ 102・ 103)

第 2ト レンチ8層  (28)

八尾南遺跡 八尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』 1981
SE-1 (46)
SE-5 (77)
SE-23 (104。 109)

SE-26 (43・ 76)
〃   大阪府教育委員会『八尾南遺跡発掘調査概要・Ⅱ』 1991
井戸 6 (38)

井戸 9 (86)

東郷遺跡  八尾市教育委員会『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980・ 1981』  1983
第 5次調査 SE-5 (70)
第 9次調査 SK-2 (105・ 113)
〃   SE-1上 層  (92・ 108)

瓜生堂遺跡 側大阪文化財センター『瓜生堂』 1980
古墳時代前期下層  (49・ 90。 114)

溝224 (115)

恩智遺跡  瓜生堂遺跡調査会『恩智遺跡Ⅲ』 1981
SD-25 (34)
SD-27 (75)

北鳥池遺跡 芋本隆裕「北鳥池遺跡出土土器の再整理」『東大阪市遺跡保護調査会年報1979年度』 1980
下層  (11)

加美遺跡  田中清美「加美遺跡 1号方形周溝墓出土庄内式上器」『八尾市文化財紀要 3』 1988
1号方形周溝墓  (17)

西岩田遺跡 側大阪文化財センター 『西岩田』 1983
Bト レンチ河ナII I(84)

崇禅寺遺跡 大阪府教育委員会  『崇禅寺遺跡発掘調査概要 I』
コ区土器溜 (89)
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I 久宝寺第 1次調査

3)各 トレンチの出上遺物

第 1ト レンチ 第 4層出上遺物

図化した土器類の総数は4点 (1～ 4)である。その内訳は、土師器―鉢 1点 (1)、 椀 1

点 (2)、 須恵器―甕 2点 (3・ 4)である。いずれも、破片であるため全容を知り得たもの

はない。(1・ 3・ 4)は奈良時代に、(2)平安時代に比定されよう。

第 1ト レンチ 第 7層出土遺物

図化した土器類の総数は17点 (5～21)で ある。小型壷Bと は口径10.0～12.Ocm、 器高7.0～9.0

cmを測る (5～ 8)を小型壷Bl-1に、日径12.5cm、 器高11,9cmを測る (9)を小型壺Bl― I

とした。甕 D(12～ 15。 19)は布留式影響庄内甕である。(17・ 18)布留式傾向甕で、(17)を

甕Elに (18)を甕E2に分類した。(16)は 回縁部のみの資料であるが、布留式甕Fと 推定され

る。(10)は小型高杯で高杯A4~Iと した。(11)は小型器台で器台B2である。(20・ 21)は大

型の鉢である。(20)は 口縁部のみの資料で、日縁部と体部の境に粘土紐を貼り伺けた後、櫛状

工具による刻み目を施す。(21)は丸底の底部を有するもので、鉢」2に分類した。

第 8図 第 1ト レンチ第 4層出土遺物実測図
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I 久宝寺第1次調査

第 2ト レンチ SW-1出 土遺物

図化した土器類および石器類の総数は64点 (22～ 85)である。

・複合日縁壷 B Bl(36)、 B2(35・ 41)、 B3(22～ 34)

(36)は頸部が直上に短く伸びた後、二段に屈曲する日縁部を持つものである。体部外面に

ハケナデ調整が行われている。(35)は頸部から回縁部が外反して伸びる複合口縁壺Bっ で、日

縁部下半に明瞭な稜を有する。(41)は ミニチュアの壷で底部は平底を呈する。複合口縁壷B3

(22～ 34)は偏球形ないしは球形の体部から、頸部が直上ないしは上外方へ伸びた後、三段に

屈曲する日縁部が付くもので、頸部高が高いほど頸部の立ち上がり角度が大きくなる特徴を持っ

ている。茶色～赤茶色系の明るい色調を呈する精製品が大半で、外面には横方向にヘラミガキ

を密に施しているものが多い。器形の大きさから、日径8.5cm前後、器高9,Ocm前後の小型品を

I類 (22)、 日径12cm前後、器高12cm前後の中型品をⅡ類 (23～ 26)、 日径14～ 18cm、 器高16～

19cmの大型品をⅢ類 (27～34)に区別した。

・直口壷Al(37・ 38)

球形の体部に上外方へ直線的に伸びる日頸部が付く直日壷である。(37・ 38)は共に外面の

体部に密なヘラミガキを施す精製品である。

・直口壼A2(39・ 40)

球形の体部にやや短めの日頸部を持つ直日壺である。日径6.4clll、 器高6。 7cmを測る小型品の

(40)を A2~Iに、日径8,Ocm、 器高10,3cmを測る中型品の (25)をA2~Ⅱ に区別した。

・大型直日壷 A(42・ 43)

中位の最大径を持つ球形の体部に、上外方に外反ないしは直線的に伸びる日頸部が付く大型

の直日壺である。 (42・ 43)とよ共に生駒西麓 (恩智)の胎土を有する。

・細頸壷 A(44)

球形の体部に上外方に長く直線的に伸びる日頸部が付く。明るい色調を呈する精製品である。

他に類例が少ない器種である。

E「 E2 E0

甕

　

　

Ｅ

第 6表 整 E分類表
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。小型壷BI(45～47)

球形の体部に上外方へ伸びる日縁部が付くもので、日径と体部最大径がほば等しい小型の壺

である。日径 8～ 9 cm、 器高7.5cm前後を測る (46・ 47)を小型壷Bl― Iに、日径13.2 cm、 器

高11.9cmを測る (45)を小型壷Bl― Ⅲとした。

・小型壺B2(48～57)

半球形の体部に上外方に内彎ないしは直線的に伸びる口縁部が付 くもので、日径が体部を凌

駕する小型の壷である。明るい色調を呈し、外面にヘラミガキを密に施す精製品が大半を占め

るが (48・ 50・ 57)の ようにやや粗い胎上で、外面にハケナデを多用するものもある。

・小型壷 C(58～ 62)

球形の体部に斜上方へ短 く伸びる口縁部が付くもので、体部の最大径が口径を凌駕する小型

の壷である。日径6.Ocm前 後、器高 6～ 7 cmを測る小型のもの (61・ 62)を小型壷 C-1に 口

径10～ 13cm、 器高10～ 12cmを測る (58～ 60)を小型壷 C― Ⅱとした。小型壷 C― I類 は明るい

色調を呈する精製品で、体部外面はヘラミガキが施されている。小型壺 C― 工の (59・ 60)は

体部外面の上位にハケナデ調整が施されているもので、胎土はやや粗い。

・鉢 F(63・ 64)

尖り底を呈する体部に、上外方ないしは斜上方にやや内彎気味に伸びる回縁部が付 く小型の

鉢。精製品の (63)と やや粗製品の (64)がある。

・鉢H2(65・ 66)

椀形を呈する体部に二段に屈曲する日縁部が付く小型で精製品の鉢である。

・甕B4(67)

ほぼ球形の体部に、「 く」の字に鋭 く屈曲する口縁部が付くもので、体部外面の上半に右上

がりの極細のタタキを施 した後、ハケナデ調整を行う甕である。河内型庄内式甕のなかで最も

新 しいタイプの甕にあたる。

・甕 D(68～ 76)

形態的には庄内式甕の系譜を引くものであるが、体部外面を縦位方向にハケナデ調整を行う

点や (68)の ように底部内面に指頭圧成形の圧痕が遺存するなどの新出技法の萌芽が認められ

る甕である。

・甕Fl(77～ 81)

日縁屈曲部の彎曲化、回縁端部の内部肥厚、体部外面上半における横方向のハケナデ調整ヘ

の指向変化や底部内面に指頭圧成形の圧痕を残す等の特徴を具備 した布留式最古の甕である。

・甕」4(82)

日縁部がほぼ直上に伸びるもので、日縁端部に櫛描直線文施す吉備系の甕である。
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I 久宝寺第1次調査

・砥石 (83)

幅4.6～ 6.Ocm、 長さ16.l cm、 重さ245gを測るもので、 4面に使用面がある。乳白色の色調

で材質は泥岩である。

・棒状石製品 (84)

一部の欠損箇所を除いてほぼ全容を知ることができる資料である。上部径3.2cm、 下部径6.2

cm、 長さ14.9cm、 重さ760gを測る円筒形の石製品である。上下面及び側面は丁寧に研磨され

ており、全体に精美な作りである。材質は淡緑色を呈する砂岩である。lall大阪文化財センター

が実施 した久宝寺南 (そ の 2)で も類似 した石器が出上 している。その資料には底面に赤色顔

料が付着していることから、底面を擦り面とする乳棒状の擦り石と推定されている。材質は緑

泥片岩で本資料とは異なる。

・管玉 (85)

小型壷 (52)内から出土 した。全長1.5cm、 直径0.4cm、 重さ500gを測るもので、全面が丁

寧に研磨されている。穿孔は一方から穿たれている。材質は淡緑色を呈する緑色凝灰岩である。

第 2ト レンチ 第 7層出土遺物

図化 した土器類の総数は126点 (86～ 211)である。第 7層の出土遺物とした土器群は SW―

1を上器集積と認識する以前に取り上げてしまったものや、SW-1の 北側と南側の側溝掘削

時に出土したもので、本来はSW-1を 構成する土器群である。
・ 直日壷Al(86～ 89)、 A2(90)

(86～ 89)は全容を知り得たものはないが、いずれも球形の体部に上外方へ直線的に伸びる

直回壷Alと推定される。(90)1よ 口頸部高に比 して長めの体部を持つ直日壷A2で ある。

・小型壷 A(96)

底部が突出した平底を呈するもので、日縁部は直上に伸びる。手づくねの小型品である。

・小型壷Bl(91～ 95・ 97～ 103)

球形の体部に上外方へ伸びる日頸部を持つもので、日径 8～ 10cm、 器高7.5 cm前後を測るも

のを小型壷Bl― I(97～ 103)1こ、日径13cm前後、器高12cm前後のものを小型壷Bl― Ⅱ (91～

95)と した。概ね明るい色調を呈し、体部外面に密なヘラミガキを施す精製品であるが、 (95)

は体部外面にハケナデを施すもので胎土もやや粗い。

・小型壺B2(104～ 108)

半球形の体部に上外方へ内彎ないしは直線的に伸びる日縁部を持つもので、日径が体部径を

凌駕する小型の壷である。

・小型壷 D(109)
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球形でやや深めの体部にゆるゆかに外反する日縁部が付 くもので、日縁端部外面に沈線状が

巡る。体部外面の中位の相対する位置に籾の圧痕が遺存している。

・複合口縁壷B3(110～ 129)

いずれも明るい色調を呈する精製品で、体部外面は下半がケズリ、中位以上は横方向のヘラ

ミガキを密に施すものが大半を占める。体部内面はナデ、ハケナデ、ケズリの 3種の調整方法

が認められる。器形の大きさから口径13～ 14cm、 器高12～ 14cmの 中型品をⅡ類 (110～ 113・ 122

・ 124)、 日径15～ 17cm、 器高17cm前後の大型品をⅢ類 (114～ 121・ 123・ 125～ 129)に 区別 し

た。

・大型直口壺 A(130～ 138)

全容を知り得るものはないが、球形の体部から上外方へ直線的に長 く伸びる日頸部が付 く大

型の直日壺である。いずれも、褐色系の色調を呈するもので生駒西麓産である。

。高杯A4(139・ 140)

(139)は杯部で、杯部外面に密なヘラミガキが施されている。 (140)は 脚部で、柱状部外

面に横方向のヘラミガキ、据部外面にハケナデが施されている。

・器台B3(141～ 143)

3点が出土したが、全容を知り得たものはない。(141)は受部、 (142・ 143)は脚部である。

・器台C2(154・ 155)

いわゆる鼓形器台と呼ばれるものである。布留式首相に出現する器種の一つである。

・鉢 F(150)

底部が尖り気味になる小型の鉢である。やや粗製である。

・鉢Hl(148・ 149)、 H2(144～ 147)

鉢Hl(148・ 149)は半球形の体部に内彎気味に伸びる日縁部が付 く中型の鉢である。 日径

17.6～ 23.5cm、 器高10cm前後を測るもので、小型鉢と区別するため鉢Hl― Ⅱとした。鉢H2

(144～ 147)は椀形の底部に二段に屈曲する口縁部が付く小型鉢である。いずれも明るい色調

を呈する精製品で、体部外面に密なヘラミガキが施されている。

・ 鉢11(151)、 12(152・ 153)

(151)は 回縁部が二段に屈曲するもので、日径20cm、 器高12cm前後を測る中型の‰  (152・

153)は日径30～40cm、 器高22cm前後を測る大型の鉢で、山陰地方からの搬入品である。

・甕A3(156)

体部外面に左上がりのタタキを施すV様式系甕と推定されるが、小破片であるため詳細は

は不明である。

・甕B4(157～ 176)

―-72-



I 久宝寺第 1次調査

体部の中位に最大径を持つもので、底部は丸底である。日縁部は鋭く屈曲し端部が上方へつ

まみ上げられている。体部外面上位に右上がりの極細のタタキを施した後、上位から中位にか

けてハケナデを施こす。(173)は左上がりのタタキが施されている。

・甕 D(177～ 182)

形態的には甕B4と 同様であるが、外面体部の上位から中位にかけてハケナデを行うもので

ある。(179・ 181)底部内面に指頭圧痕が遺存する。

・甕E2(183・ 184)、 E3(185・ 186)、 E4(187)

いわゆる布留式傾向甕である。甕E2(183・ 184)は球形の体部に丸味を持って屈曲する日

縁部が付く。日縁部は内彎気味に伸びた後、口縁端部が外反し尖り気味で終わる。甕E3(1850

186)は丸味を持って屈曲する国縁部が付くもので、端部は外傾する面を持つ。賓E4は丸味を

持つて屈曲する日縁部が内彎気味に伸びるもので、端部上方へつまみ上げられる。

・甕Fl(188～ 205)

いわゆる布留式甕で18点を図化した。球形の体部に丸味を持って屈曲する日縁部が付 くもの

で、日縁端部は内側に肥厚する。外面体部は上位が横方向のハケナデ、以下は縦方向のハケナ

デを施す。内面は底部に指頭圧痕が遺存するもので、中位から屈曲部近くまでヘラケズリが行

われている。

・養 K(206・ 207)

日縁部が三段に屈曲するもので、山陰地方からの搬入品である。

・甕」4(208～ 211)

(208・ 209)は直立する日縁部外面に櫛描直線文を施すが、(210・ 211)は無文である。吉

備地方を中心に分布する甕であるが、胎土分析の結果では (208・ 209)とよ在地産である。

第 7表 SW-1・ 第 7層出土遺物一覧表

器 種 直口壷 複合日縁壷 ガヽ 型 壷 器  台 甕 鉢 段品 計

形 式 Al  A A A BI B2 B8 Al BI B2 C D B3 C2 A( D E2E3E4 F J K F HI H I!II / /
数  量 7 3 11 1 1   2  33 1  15  15  5   1 2 3 2 1  21  15  2   2   1  23  5  2 3 2 6 1 2 3

別
率
式形
比

10点 36点 37点

/ /
1 15 5 5 2 8 3

/ /105% (378%) (39%) 1 (7%) 571% フ14%

体
率

全
比 95点 (50%)

点
％ 72点 (38%) 14点 (7%) 点

％
191点
999%

―-73-



第10図  第 2ト レンチSW-1出 土遺物実測図 1
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第11図 第 2ト レンチSW-1出 土遺物実測図 2
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第12図  第 2ト レンチSW-1出 土遺物実測図 3
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第13園  第 2ト レンチSW-1出土遺物実測図 4

--77-―



第14図 第 2ト レンチ第 7層 出土遺物実測図 1
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第15図 第 2ト レンテ第 7層出土遺物実測図 2
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第16図 第 2ト レンチ第 7層出土遺物実測図 3
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第17図 第 2ト レンチ第 7層出土遺物実測図 4
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

第19図  第 2ト レンチ第 7層出土遺物実測図 6
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

第 2ト レンチ 第 8層出土遺物

図化した土器類の総数は17点 (212～ 228)で ある。その内訳は、複合日縁壺B31点 (212)、

大型直日壺 Al点 (213)、 複合口縁壷 F2点 (214・ 215)、 甕Fl l点 (216)、 甕 D3点 (217
～219)、 高杯 A2点 (220・ 222)、 高杯C21点 (221)、 器台B2点 (223・ 224)、 鉢Hll点

(225)、 鉢H22点 (226・ 227)、 鉢111点 (223)で ある。

第 3ト レンチSW-2出土遺物

図化した土器類の総数は18点 (229～ 246)で ある。

・小型壷 A(236・ 237)

球形の体部に直立ないしはゎずかに外傾して短く伸びる日縁部が付く小型壷である。底部に

はともに薄い円盤状の粘土板を貼り付けることにより、わずかに突出する底部が作られている

が、底部本来の機能は果たしていない。

・小型壷Bl(229～ 235)

半球形の体部に上外方に伸びる日縁部が付くもので、日径と体部最大径がほぼ等しいものと、

日径が体部最大径やや上回るものがある。

・複合口縁壺Ba(240～ 242)

器形の大きさから (240)が大型品であるⅢ類に、(241・ 242)が中型品であるⅡ類に区別さ

れる。(240)は平底を呈するもので、複合口縁壷B3類の中では古相に位置付けられる。(241・

242)は、Sw-1出上の複合日縁壺B3類 と比べて、底部が尖り底を呈 していることや、体部
外面の上位から中位にかけてナデ調整が行われている点で違いが認められ、SW-1の資料に
やや先行する形態と考えられる。

・直口壷Al(243。 244)

球形の体部に上外方へ直線的に伸びる口顎部が付く直口壼である。

・鉢A2(239)

内彎気味に立ち上がる体部から口縁部が屈曲して斜上方に小さく伸びる小型の鉢である。底

部は小さな平底である。

・鉢 B(238)

半球形の体部にわずかに突出する平底が付く小型の鉢である。

・鉢」 (245・ 246)

日縁部のみの資料である。口縁部が斜上方に直線的に伸びる (245)と 日縁部が内彎気味に

伸びる (246)が ある。
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

第22図 第 3ト レンチSW-2出 土遺物実測図

-87-



第 3ド レンチ 第 7層出土遺物

図化した土器類の総数は22点 (247～ 268)である。広日壺 A(247)は日縁部のみの資料で、

灰白色の色調である。直日壺 A(248・ 249)は共に日頸部のみが遺存するもので、(248)は 日

頸部外面に粗いハケナデを施す。(249)は赤褐色系の明るい色調を呈する精製品である。小型

壷Bl(250・ 251・ 253)の体部外面には横方向の密なヘラミガキが施されている。小型壷BI

(255)は体部外面はナデ、体部内面は板状正具によるナデが施されているもので、やや粗製品

である。珂ヽ型壺B2(252)は小型壷Blに比して口縁部の立ち上がり角度が大きくなるものであ

る。(254)は 日縁部を欠損するものであるが、小型壺B3と推定される。(256)は 高杯A4で脚

部は欠損している。(257)は高杯 A類の脚部片である。(258)は器台 B類の脚部である。鉢

El(259)は椀状を呈する手づくねの小型鉢である。鉢A2に分類した (260・ 262・ 263)の 3

点はいずれも手づくね品で、全体に作りは雑である。(260。 262)1よ突出した平底を有するが、

底部面が水平でなく底部としての機能を果たしていない。 (263)は 突出しない平底である。

(264。 265)は河内型庄内式甕の最も新しい段階の甕B4に分類される。 (266・ 268)は体部外

面にハケナデを施すもので、布留式影響庄内甕の甕 Dに分類される。甕」4(267)は吉備地方

を中心に分布する甕である。

第 4ト レンチ NR-1出土遺物

図化した土器の総数は32点 (269～ 300)である。その内訳は、弥生土器―広口壺 (Ⅱ様式)

1点 (269)、 広日壷 (V様式)2点 (270。 271)、 甕 (V様式)7点 (272～ 276・ 2780279)、

底部有孔土器 (V様式)1点 (274)、 土師器―台付き鉢A2点 (280・ 281)、 鉢Bl点 (282)、

鉢 A21点 (283)、 高杯 Al点 (284)、 高杯C21点 (290)、 小型壺B23点 (285・ 288・ 289)、

小型壷B32点 (286・ 287)、 器台B2点 (291・ 292)、 複合口縁壷 Bl点 (293)、 短頸壷 Al点

(294)、 甕B42点 (295・ 296)、 甕D2点 (297・ 299)、 甕 El点 (298)、 鉢121点 (300)で あ

る。
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量物 香婦
ヨ隔基 婆 器  種 磐 雖 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

1 上師器
鉢

233 □縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面指頭圧痕成形後弱いナデ。

淡茶色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
mmDを含視

良好

2 土師器
椀
高台径
80

高台高
10

底部内外面および高台部周辺ナデ。 波赤褐色 やや粗
長石 (0
～0 5mm)
を含む。

良好 底部

3

八

須恵器
甕

368 日縁部および頸部内外面回転ナデ。体
部内面同心円タタキ。体部外面格子状タ
タキG体部外面格子状タタキ。頸部内面
に粘土紐接合痕遺存。体部外面および□
頸部内面に自然釉および灰かぶ |。

暗仄色ヤ灰
色
断面
紫灰色

密
長石・石英
(05企‐l ml)
を含む。

堅緻 口縁部 1/2

4 須恵器
甕

373 口縁部および頸部内外面回転ナデ。体
部内面の上位にヘラケズリの痕跡が遺存
する。以下は静止ナデ。体部外面格子状
クタキの後ナデ。体部外面上位に灰かぶ
り。

暗灰色～淡
灰色

密
長石 (C
～0 5 Hll)
を含む。

堅緻 口縁部1/2

Ⅱ 久宝寺第 1次調査

第 1ト レンチ第 4層

第 1ト レンチ第 7層

第 4章 出土遺物観察表

巨物番馬

コ版番ち
器  種 (clll)口洋 魯  哭 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
小型壷BI

口縁部内面横方向への細線状のヘラミ
ガキの後、放射状のヘラミガキ。日縁部
外面および体部外面ヘラミガキ。底部外
面ナデ。体部および底部内面板状工具に
よるナデ。体部内面に工具痕遺存。

淡茶褐色～
茶褐色

精良 良好 %以上

土師器
小型童Bl

108 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナ 淡茶灰色～
淡灰褐色

精良 良好
1/4以上

7 土師器
小型壷BI

110 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面粗いナデ。

乳赤茶色～
乳灰橙色

精良 良好
1/5

3 土師器
小型壷BI

120 口縁部内外面密なョコナデ。体部内面
やや粗いナデ。体部外面中位まではハケ
ナデ (6本/cm)。 下位は斜方向ヘラケ
ズリ。体部外面に粘土紐接合痕遺存。

乳灰橙色～
乳灰茶色

密
長石 (01
mm)をわず
かに含む。

良好
1/4

9 土師器
小型壺
Bl― ■

125
119

□縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部および底部外面ヘラミ
ガキ。底部内面の一部に板状工具による
圧痕が遺存する。

乳灰橙色～
淡灰茶色

精良 良好 ほぼ完形
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コ版番号
器  種

径

喜
口
果ω撮
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備  考

土師器
高杯
A4~I

148
98

据径 108

口縁部内面ヨコナデ。□縁部外面ヘラ
ミガキ。柱状部内面にシボリロおよび指

頭圧痕遺存。柱状部外面は縦方向のナデ。

据部内外面ナデ。裾部の四方に円孔を穿

淡灰茶色～

乳灰橙色
密
長石・石英
(0 1ull)を

含む。

良好
1/2

土師器
器台B2

102
87

裾径 118

□縁部内外面ヨコナデ。受部内外面ナ
デ。脚台部内面ナデ。上位に指頭圧痕お
よび爪跡状の圧痕が遺存。脚台部外面は
ヘラミガキ。脚台部中位の三方に円孔を

穿つ。

淡赤茶色～

乳灰橙色 ０‐
視
く
含
密覇薩

良好 ほぼ完形

土師器
甕 D

168 口縁部内外面ヨコナデ。口縁部内面粗
いハケロが遺存。口縁部外面ヨコナデ。

体部内面ヘラケズリ。体部外面の一部に

細かいハケロが遺存。

淡茶褐色～

淡灰褐色
やや粗
手ミ7]・穣 ・

角閃石 ⑩■

～0 5mm)

を含む。

良好 生駒西麓産
□縁部 1/4

土師器
甕 D

158 面
面
外
＞
デ

。 日
縁部内
帥

ズリ。
体部

く‐３本／ｃｍ
］

デ
≫
。ケ
デ
や

ナ
伽
ラ
ナ
や

コ
／
ヘ
ケ
の
”洋帥方向のァ、鉤携
蜘粗、、ァ、ヶナヨコナデ。的弾］

乳灰褐色～

乳灰色
密
長石・石英
(01～ 05
mm)をわず
かに含む。

良好 口縁部1/5

土師器
甕 D

128

軍,急ヨ43目号そξξ&i38:3ニ
遺存 す る。

淡茶褐色～

暗灰褐色
密
長石・石英
(014111)

赤色酸化粒
を含む。

良好 口縁部%

土師器
甕 D

▼

一

:どζttζそこ:急啓:三g:ヨ絶3:
淡灰褐色～

乳灰茶色
密
長石・雲母
(0 1mll)を
わずかに含
む。

良好 口縁部%

土師器
甕 F

142 口縁部外面ヨコナデ。口縁部内面はヨ
コナデと思われるが調整不明瞭。

乳灰褐色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
mll)をやや
多く含む。

良好 口縁部
1/4

土師器
甕El

138 口縁部内外面および頸部内面ヨコナデ。
体部内面ヘラケズリ。体部外面縦方向の
ハケナデ (10本/clll)を施すが、一部を

擦り消している。□縁部外面に煤付着。

乳灰褐色～

乳灰色

や や 粗

長 石・ 石 英

(01～ 05
mI)
赤 色 酸 化 粒

を 含 む 。

良好 口縁部
1/4

土師器
甕E2

138 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ

ケズリ。体部外面ナデ。一部に弱いヨコ

ナデが認められる。

乳褐灰色～

灰赤茶色
やや粗
長石・石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 口縁部
1/4

八

土師器
甕 D

ロ
ケ
頭
ナ
斜め面上位ヘラ蝉”ｍ＞。
一デ。体部内指ナデ。底中［］
縁部内面ノ、外面ョコナゆ中い”
口部り痕く向

縁
ズ
圧
デ
方

暗茶褐色～

淡茶褐色
やや粗
長石・石英
角閃石 ⑩■
～ l mm)を

含む。

良好 外面に煤付
着
生駒西麓産
ほぼ完形

土師器
鉢J

348 口縁部内面やや粗い横方向のハケナデ

(6本 /cll)。 顎部内面はナデ。指頭圧痕
が遺存する。回縁部外面やや粗いヨコナ
デ。頸部外面に幅1 2 cllの粘土紐を貼り

付けた後、櫛状工具による刻み目を施す。

淡赤茶色～

淡茶灰色
やや粗
fミZ三・穣 ・
角閃石 ⑩ l
mE)をやや
多く含む。

良好 口縁部%以
下

土師器
鉢」2

位
中
ハ
面

ｏ
中めいり。体部外”」

。
１０

。
ズ
ケ
ズ

デ
く

リ
ケ
ラ
ケ

ナ
デ
ズ

ラ

ヘ
ラ

コ
ナ
ケ
ヘ
位
ヘ

ヨ
ケ
ラ
の
中
の

面
ハ
ヘ
向

ｏ向

外
後
の
方
デ
方

内
形
向
斜
ナ
斜

部
成
方
後
コ
下

縁
圧
横
デ
ョ
以

口
頭
は
ナ
位
位

指
位
ケ
上
下

淡赤褐色～

淡茶灰色
やや粗
長石・石英
(01～ 05
mll)をやや
多く含む。

良好
1/2以上
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第 2ト レンチSW-1 Ⅱ 久宝寺第 1次調査

自物番号
コ版番号

器  種 (clll)口そ注 目  哭
“

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

九

土師器
複合口縁壷
BB

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ヨ
ヨナデ。体部内面ナデ。体部外面中位ま
でヘラミガキ、以下はやや粗いヘラミガ
キ。体部内面上位に指頭圧痕。底部内面
にヘラ状工具による圧痕が遺存する。

淡茶色～淡
灰褐色

密
季亀l三・ィとュリミと。
チャー ト・
角閃石 ⑩_1
mm)をわず
かに含む。

良好 完形

九

土師器
複合口縁壷
B3

口縁部および頸部内面ヨコナデ。口縁
部および顕部外面ヘラミガキ。体部およ
び底部内面ナデ。体部外面中位まではヘ
ラミガキ。以下はヘラケズリの後弱いナ
デ。体部内面上位に指頭圧痕が遺存。

淡茶色～淡
灰茶色

精良 良好 ほぼ完形

土師器
複合口縁壺
B]

口縁部および頸部内外面ヘラミガキ。
体部内面ナデ。体部外面中位まではヘラ
ミガキ。以下はヘラケズリの後ナデ。体
部内面上位に指頭圧痕。底部内面に板状
工具による圧痕が遺存する。

淡灰茶色 精良 良好
1/2以上

九

土師器
複合口縁壷
B3

132 回縁部および頸部内外面ヘラミガキ。
体部内面ナデ。体部外面ヘラミガキ。体
部内面に指頭圧痕および粘土紐接合痕遺
存。

乳赤茶色～
乳灰茶色

や や 粗
fミ Z=・ 穣 ‐

角 ―   (01
-0 5Hlll)
赤 t酸 化 土
粒 を 含 む 。

良好
1/2

九

土師器
複合口縁壷
B8 含:3ξ:そ鼻三:ぞξζξヨすa登己

淡灰茶色 精良
手ミZ子・ 7ヨ)ζ

。

チャート・
角閑石を少
量含む。

良好 ほぼ完形

九

土師器
複合口縁壺
B3

154
141

口縁部および頸部内外面ヨコナデ。体
部内面ナデ。一部にハケロが認められる。
体部外面中位付近の一部にヘラミガキが
認められるが、他はナデと思われる。体
部内面上位付近に粘土紐接合痕遺存。

淡茶灰色～
淡灰色

精良 良好 ほぼ完形

九

土師器
複合口縁壷
B3

183
191

ζ息§§::gBミ,息身烏二阜写3:
淡赤茶色～
淡灰茶色

精良
√ミZ]・ 7ヨ)冬・
雲母・角閑
石少量含む

良好 ほぼ完形

九

土師器
複合口縁壷
B3

180

策磁籍爾勢:軽
芸ビ怠尾盈ぢゴが認められるが、他はナ

淡赤茶色～
淡茶灰色

密

長 石 (01
4111)

赤 色 酸 化 土

粒 を わ ず か
に含 む。

良好
1/2以上

九

土師器
複合口縁壷
B8

口縁部および頸部内外面ヘラミガキ。
体部内面中位まではナデ。以下はハケナ
デ (15本/cll)。 体部外面中位まではヘ
ラミガキ、以下はヘラケズリ後やや粗い
ヘラミガキ。

ヘ色
色
茶
灰
赤
茶
乳
淡

精良 良好 ほぼ完形

― O

土師器
複合回縁壷
B8

口縁部内外面ヨコナデ。回縁部外面の
一部に左上りのハケナデ。顕部内面放射
状ヘラミガキ。頸部外面縦位のハケナデ
後ヨコナデ。体部内面および下位はハケ
ナデ。体部外面横位の密なヘラミガキ。

淡赤茶色～
淡茶灰色

密
長石 (01
ml)

赤色酸化土
粒を含む。

良好 ほぼ完形

― ○

土師器
複合口縁壺
B9 雪尋綴責夢芸獣埒慧素分写弁晟奥雪ξ孫

姦逆馨置曇墓i盗
だ措畿樫接亀&法範と

淡茶灰色～
乳灰茶色

精良 良好 %以上
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号
号
香
番
物
版
重
目 器  種 (cm)口 径法量 器高 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備   考

― O

土師器
複合□縁壺
B]

ｏ
デ
ハ
以
体

キ
ナ
は

ヽ
ｏ

ガ
ケ
で
キ
キ峙以下ｔょ／、い後ヘラミガ一韓

唯榊く８．‐”下ｔょへ鰤

淡灰茶色～
淡赤茶色

精良 良好 ほぼ完形

― ○

土師器
複合口縁重
B]

176 □縁部および頸部内外面ヘラミガキ。 淡茶灰色～
乳灰橙色

やや粗
よミZ]・ 7ヨンζ・

チ ャ ー ト
(01～ 05
mm)を やや
多く含む。

良好 回頸部のみ

― ○

土師器
複合口縁壷
B2

184

躍ヨ岳ヨ景号宮蜃£ξξらヱSヨ喜S骨
票ク論。生翼金勇発嘉累Pど 缶ヽ筑

デ(・

淡灰茶色～
乳灰褐色

密
石英を含むЭ

良好 回頸部のみ

― ○

土師器
複合口縁壷
Bl

167
219

柳̈櫛櫛弾

部
亜
８
施
痕

体
／
く
を
圧

ｏ

ｏ本
デ
キ
頭
存

デ
８
ナ
ガ
指
遺

ナ
く
ケ
ミ
に
が

コ
デ
ハ
ラ
位
痕

ヨ
ナ
の
へ
上
合

面
ケ
向
の
面
接

内
ハ
方
り
内

ｏ

部
の
平
上
部
存

縁
り
水
左
体
遺

口
上
は
に
び
せ

左
下
後
よ
紐

乳灰茶色～
淡灰白色

やや粗
長石・石英
チャート・
(01～ l mmp
を含む。

良好
1/2以上

― ○

土師器
直口壷Al

よ
圧
本
へ
ｏ

に
頭
１０
な
リ

縁
い
後
＞
。ガ
以

口
弱
形
伽
ミ
位

る
成
／
ラ
下

乳灰色～乳
灰褐色

密
長石・石英
雲母・角閃
石を含む。

良好
1/2以上

― ○

土師器
直口壺Al

口縁 部 お よ び頸 部 外 面 積 方 向 の 密 な ヘ
ラ ミガ キ。 頸 部 内 面 に放 射 状 の ヘ ラ ミガ
キ を 加 え る。 体 部 お よ び底 部 内面 は横 方
向 の 密 な ハ ケ ナ デ。 体 部 外 面 上 位 は密 な
横 方 向 の ヘ ラ ミガ キ。 中 位 は斜 方 向 の ハ
ケ ナ デ (9本 /cm)。 底 部 の 一 部 に ヘ ラ
ミガ キが あ るが 、 イ色は ナ デ と思 わ イとる。

淡灰茶色～
乳赤茶色

密

長 石・ 石 英
(01～ 05
mm)
雲 母 ・ 角 閃

石 を 含 む 。

良好 完形

― O

土師器
直口重A2

口縁部内面板状工具によるヨコナデの
後ヘラミガキ。外面は板状工具によるヨ
コナデ。体部および底部内面ナデ。体部
および底部外面ヘラミガキ。体部外面中
位付近の一部にヘラケズリカ!認められる。

淡灰茶色 や や 粗
長 石 ‐石 英
(01～ 05
mm)

角 閑 石 を 含

む 。

良好 ほぼ完形

土師器
直口壷A2

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ鳥
体部外面上位はヨコナデ。以下はナデ。
体部外面下位に指頭圧痕および粘土紐接
合痕が遺存、外底面に板状工具の圧痕遺
存。

灰
　
灰
灰

黒
　
黒
茶淡

面
　
面

一

内
色
外
色
色

精良 良好 口縁部 3/4欠

損

土師器
複合口縁重
B2 頸部径50
体部最大径
73

口縁部および体部上位内外面ヨコナ鳥
体部内外面中位以下はナデ。体部内面中
位付近に指頭圧痕が、また、体部外面下
位および体部内面上位に粘土紐接合痕が
遺存。外底面に板状工具の圧痕遺存。

内面 暗灰
色
外面 暗灰
色～淡灰茶
色

精良 良好 口縁部
1/2欠

損

土師器
大型直口壷
A

163 ョ雪写要β徐票禽吾串圧び冬奮てザ歩姿
り。以下はナデ。体部外面中位まではハ

売善ぞ登み奮哲酷途来響卍薙生盈接懇藩
が遺存する。

乳灰褐色～
淡灰褐色

や や 粗
fミZξ・ 冤ヨ夢こ・

雲母・ 角 閃
石  (01～
1血m)を や
や多 く亀

良好 %

土師器
大型直口壷
A

166 口縁部内外面ハケナデ (9本 /clll)。
一部にヨコナデを施す。体部内面ヘラケ
ズリ。上位付近に指頭圧痕が遺存する。
頸部外面 ヨコナデ。体部外面ハケナデ
(11本/cm)。

”色
色
褐
褐
灰
灰
乳
淡

やや粗
覇 ・ 穣 ・

雲母・ 角 閃
石 (05～
l mm)を含
む。

良好 口縁部のみ

土師器
細頸壷 A

口縁部内外面および体部外面中位まで
はヘラミガキ。体部外面中位以下はヘラ
ケズリ。体部内面はナデ。

淡赤茶色～
淡茶色

密
長 石 (01
mII)

穣 ‐チ ャー

角 閃 石 を 含
む 。

良好 ほば完形
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

圏版番弓
器  種 (cll)口 径法量 器高 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
小型帝Bl―
I

132
119

回縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部外面中位まではナデ。
以下はヘラミガキ。口縁部外面の一部に
指頭圧痕が遺存する。

赤茶色 精良 良好
1/2

土師器
/1、4jttB!―

I

口縁部内面ヨコナデ。口縁部および体
部外面ヘラミガキ。体部下位以下はやや
粗いヘラミガキ。体部内面ナデ。体部内
面上位に指頭圧痕が遺存。

淡茶灰色 密
長石 (01
111)をわず
かに含む。

良好 ほぼ完形

土師器
/1ヽ Z騨帝B!―

I

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ヘラケズリ。体部および底部外面
はナデと思われる。

乳灰茶色
第

‐
穣

‐

雲 母 ・

粒 を 多 二 に

良好 ほぼ完形

土師器
小型壺B2

回縁部内面ハケナデ (15本/cm)。 日
縁部外面 ヨコナデ。体部内面一部に板状
工具による圧痕が認められるが、ナデと
思われる。体部外面上位にハケナデ (15
本/cll)が認められるが、他はナデと思
われる。

淡赤茶色～
淡灰茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mm)をやや
多く含む。

良好 完形

土師器
小型壷B2

口縁部内外面ヘラミガキ。体部および
底部内面ヘラミガキ。体部外面中位まで
はヘラミガキ。下位はヘラケズリの後ナ
デ。

乳灰茶色～
淡灰褐色

やや粗
▼3)電・ 覇 。

赤色酸化土
粒 (01～
0 5mm)を
含む。

良好 完 形

土師器
小型壷B2

口縁部内面ナデ。板状工具による圧痕
が遺存。日縁部外面および体部外面上位
ハケナデ (12本/cm)、 以下はナデ。体
部および底部内面ナデ。体部内面上位の
一部に粘土紐接合痕が遺存。

淡灰茶色～
乳灰責色

密
長石・石英
(0 1ml)を
わずかに含
む。

良好 ほぼ完形

土師器
小型重B2

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部外面ヘラミガキ。底部
外面やや粗いヘラミガキ。

乳灰茶色
淡赤茶色

精良 良好 ほぼ完形

土師器
小型壷B2

112
77
口縁部内外面および体部外面ヘラミガ
キ。体部内面ナデ。□縁部外面中位付近
に粘土紐接合痕が遺存。

乳赤茶色～
淡灰茶色

やや粗
長石・ 石英
(01～ 05
mal)

赤 色 酸 化 土

粒 を 含 む 。

良好 完形

土師器
小型壷B2

口縁部内外面ヘラミガキ。体部内面上
位粗いハケナデ (5本 /clll)、 以下は細
かいハケナデ (14本 /clll)。 体部外面ヘ

ラミガキ。

淡茶灰色～
乳灰褐色

精良 良好 底部欠損

土師器
小型壷B2

108
75
口縁部内外面ヘラミガキ。体部および
底部内面ナデ。体部および底部外面ヘラ
ミガキ。日縁部外面中位に粘土紐接合痕
が、また、底部内面に板状工具による圧
痕が遣存。

淡灰褐色～
淡灰茶色

精良 良好 口縁部 1/4欠

損

土師器
小型壺B2

110
79
口縁部内面ヨコナデ。口縁部外面ヘラ
ミガキ。体部および底部内面ナデ。体部
外面中位まではヘラミガキ、以下はヘラ
ケズリの後ナデと思われる。

乳赤茶色～

乳茶色

やや粗
fミZ]・ 穣 ・

角閃石 (01
mm)
赤色酸化土
粒を含む。

良好 ほぼ完形

土師器
小型壷B2

110
75
口縁部内外面ヘラミガキ。体部および
底部内面ナデ。体部外面中位までは密な
ヘラミガキ、以下はやや粗いヘラミガキ。

淡茶色 密
長石・石英
(01～ 05
mm)を わず
かに含む。

良好
1/2以上
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巨物番ち
電版緩

器 種 ｍ漢
口径
架言 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

土師器
小型壼B2

12_4

78
口縁部内外面ハケナデ (12本 /cl l)の
後ヨコナデ。体部内面ナデ。体部外面ハ

ケナデ (12本/clll)を 施すが、一部をナ
デによって消している。体部内面上位に
指頭圧痕が遺存。

淡茶灰色～
乳灰茶色

密
fミえ三・蔽 ・
チ ャ ー ト

(01～ 05
mmDを含視

良好 ほぼ完形

土師器
小型壷 C一
Ⅱ

と24 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面中位
まではヘラケズリ。下位は指頭圧成形後
弱いナデ。体部外面はタタキ後密なナデ。
体部外面中位以下に煤付着。

乳灰褐色
灰褐色

密
√ミZξ・ 穫 ・

チャー ト・
角閃石 (01
～0 5mm)
を含む。

良好
1/2

９

　

　

　

　

二

５

　

　

　

　

一

一

器
Ｃ
師
壷

Ⅱ

土
型小 縁景揉書町 箋́漂≦島奮筆議幣思

富三毛君卓盈登三趣想奔夢多婁妥容冥夢

乳灰色～剤
灰茶色

やや粗
fミZ]・ 秩 ・

チャート・
角閃石 ⑩ l
～ l mm)を
含む。

良好 ほぼ完形

60 土師器
小型壺C―
I

10,7

114
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ヘラケズリ。体部外面上位ハケナ
デ (9本 /cl l)。 以下はナデ。体部内面
上位に指頭圧痕および粘土紐接合痕が遺
存する。体部外面中位の一部に煤付着。

淡茶色～淡
赤茶色

却
↓

雲 母． 角 閑
石．
一
］
一

良好 完形

61 土師器
小型壷
C― I

61
63

g啓ヨ畳漕§:曇啓禽三曾:きな喜簿景
淡茶灰色～
乳灰茶色

精良
長石 (01
～ l mm)

雲母を含む。

良好 完形

62 土師器
小型壷
C― I

63
72
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部外面中位付近まではヘ

ラミガキ。以下はヘラケズリの後ナデ。
体部内面上位付近に粘土紐接合痕が、ま
た底部内面に指頭圧痕が遺存。

淡灰茶色～
淡茶色

精良 良好 ほぼ完形

63 土師器
鉢 F

口縁部内面ヨコナデ。日縁部外面ヘラ
ミガキ。体部および底部内面ナデ。体部
外面中位付近まではヘラミガキ。以下は
指頭圧成形後ナデ。体部外面中位付近に
指頭圧痕が遺存。

乳赤茶色 や や 粗
長 石 ‐石 英
(01～ 05
mm)
赤 色 酸 化 土
粒 を や や多
量 に含 む。

良好 ほぼ完形

64 土師器
鉢 F

105 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ為
体部外面の一部にヘラミガキが認められ
るが、調整不明瞭。

淡灰茶色～
暗灰色

やや粗
長石・石英
(01～ l mmp
を含む。

良好
1/2

65 土師器
鉢H2

164
56
口縁部内外面ヨコナデ。体部内面中位
付近までは、やや粗いヘラミガキ。底部
内面ナデ。体部および底部外面はヘラケ
ズリの後ナデ。体部外面の一部に板状工
具による圧痕が遺存する。

淡赤茶色～
淡茶灰色

精良 良好 □縁部3/4欠

損

86 土師器
鉢H2

160
45
口縁部内面ハケナデ (9本 /clll)。 口
縁部外面ヨコナデ後一部にヘラミガキを
施す。体部内面中位まではヘラミガキ。
以下はナデ。体部外面中位まではヘラミ
ガキ以下はヘラケズリ。

淡赤茶色～
淡茶灰色

精良 良好 ほぼ完形

67 土師器
甕B4

183 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面中位
まではヘラケズリ。以下はヘラケズリの
後ナデ。体部外面中位までは右上りのタ
タキ (8条/cll)の後左上りのハケナデ
(9本 /clll)、 以下はナデ。

淡灰褐色～
茶褐色

や や 粗
fミZ]・ 冤ヨ,こ・

雲 母・

角 閃 石

(01～ 05
mmJを含む。

良好
1/3

68 土師器
甕 D

128
164

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面中位
まではヘラケズリ。以下は指頭圧成形後
ナデ。体部外面上位は右上りのハケナ八
以下は左上りのハケナデ (12本 /clll)。
底部内面に指頭圧痕が遺存。

淡灰褐色～
淡灰色

や や 粗
fミ Zξ・ 穣 ・

角 関 石 ‐雲
母
(0■ 4- 1
anDを 含 視

良好
1/2以上
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

宣物番号
即版碁号 器  種

Cll)口 を
と信魯  ヨξ罵 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

珊約
131 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位
は粗いハケナデ (5本 /cn)、 以下はヘ
ラケズリ。体部外面はハケナデ (9本/
cI)。

淡灰茶色～
乳赤茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mm)を含視

良好 □縁部%

土師器
甕 D

144

島:3宮:警a:Bi:B3ζきなga
淡茶褐色 やや粗

手彙Z]・穣 ・
雲母 (01
～0 5mm)
を含む。

良好 口縁部 1/3

土師器
甕 D

141 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はヘ
ラケズリと思われるが、他は調整不明琺

淡灰褐色 螂
攀
角閃石． 雲
叶
¨
含む
。

良好 日縁部%

土師器
甕 D

162 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面中位
まではヘラケズリであるが、一部に指頭
圧成形後ハケナデ (8本/cm)を施す、
以下はナデ。体部外面はハケナデ (9本
/cm)。 体部外面下位はナデ。

淡茶色 やや粗
手髯Z]・感 ・
角閑暦 ① l
～ 14111)を
含む。

良好
1/2

一 四

土師器
甕 D

口縁部内外面ハケナデ (8本 /cm)。
日縁部外面ヨコナデ。体部および底部内
面ヘラケズリ。一部にナデを施す。体部
外面中位まではハケナデ (10本 /cm)、
以下はナデ。

淡灰褐色～
乳灰茶色

やや粗
覇 。穣 ・
雲母 (01
～ l mm)を
含む。

良好
1/2以上

一 四

土師器
甕 D

g:a自ョ三拿:g:こ:§gヒを重g
乳灰茶色～
淡赤茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mの を含帆

良好 ほぼ完形

― 四

靭約
口縁部内面ハケナデ (8本 /cll)。 口
縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。
底部内面指頭圧成形の後ナデ。体部外面
ハケナデ (10本/cll)。 底部外面ナデ。
底部内面の一部に指頭圧痕が遺存。

淡茶色～淡
灰色

やや粗
手ミえξ・根 。

角閃石 ⑩ l
～ l mm)を
含む。

良好
1/2以上

一 四

土師器
甕 D

sttζttB:塾攘絆
淡茶灰色～
乳灰茶色

密
手ミZ]・感 ・
雲母を含む。

良好 体部外面煤
付着。
ほぼ完形

土師器
甕Fl

132
193

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ (9
本/clll)。 以下は縦方向のハケナデ (9
本/clll)。 底部外面はナデ。底部内面に
指頭圧痕が遺存。

明茶灰色～
乳灰茶色

やや粗
アξうζ。露 ・
角閃石 (01
～0 5mm)
赤色酸化土
粒を含む。

良好 %以上

一 四

上師器
甕Fl

:そ

乳灰茶色～
淡灰茶色

や や粗

覇 ・ 破 ・
雲 母 (01
～ l uul)

赤 色 酸 化 土
粒 を含 む。

良好
1/2以上

一 四

土師器
甕Fl

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ。体
部外面は一部にハケナデが認められるが
調整不明瞭。底部内面に指頭圧痕が読

乳灰茶色～
暗灰色

や や粗

長 石・ 石 英
(01～ 05
mm)
赤 色 酸 化 土

粒 を 含 む 。

良好
1/2

一 四

土師器
甕Fl

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ。体
部外面ハケナデ (8本 /cll)。 上半部は
不明瞭。底部外面ハケナデ (8本 /cn)。
一部にナデを施す。

”色
色
白
茶
灰
灰
乳
乳

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mmpを含視

良好 ほぼ完形
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目版番拝
器  種 (cm)口 宅准畳  果罵 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
甕F!

132 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ミガキ。体部外面ナデと思われるが不明
瞭。

乳灰橙色～
乳赤茶色

やや粗
石英 。長石
(01～ 05
mmDを合視

良好 口縁部のみ

土師器
甕」4

136 日縁部内外面ヨコナデ。口縁部外面に
櫛描直線文 (6本)を施す。

乳灰褐色～
乳灰白色

やや粗
兄三ラζ・露 ・

角F/1 ⑩ l
～0 5mm)
を含む。

良好 煤付着
吉備系
口縁部 1/6

第2ト レンチ第 7層

ほT//J奮 巧

]版番号 器  種
tcn, 日笹
去量 器盲 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

― 五

土師器
直□壼Al

106 口縁部内面ヨヨナデ。□縁部外面弱い
ヘラケズリ。頸部内外面の一部にヘラミ
ガキが認められるが、調整不明瞭。

乳灰褐色～

乳灰橙色
やや粗
√ミZ]・穫 ・
チャート
(01～ 1
40を含むЭ

良好 口顕部%

土師器
直口壺Al

124 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面横方
向のハケナデ (10本/cm)。 下半は (18
本/cla)と細い。頸部外面縦方向のハケ
ナデ (12本/clll)の後、横方向のヘラミ
ガキ。

淡茶灰色～
乳灰茶色

密
長石 (01
mlll)を わず
かに含む。

良好 回顎部 1/4

土師器
直口壷Al

140 口縁部内外面積方向のヘラミガキ。口
頸部内面には放射状のヘラミガキ。

”色
色
茶
赤
灰
茶
乳
淡

密
長I許 チャー
ト (0 1ml)
をわずかに
含む。

良好 口頸部
1/3

土師器
直日壷Al

胴部最大径
114

頸部内面ヨコナデ。頸部外面ヘラミガ
キ。体部および底部内面ナデ。体部外面
ヘラミガキ。底部外面ヘラミガキ。体部
内面に粘土紐接合痕が遺存。また一部に
指頭圧痕が遺存。

乳茶灰色～
乳灰橙色

密
石英・長石
を含む。

良好 体部
1/2

― 五

土師器
広口壷A2

122 □縁部内外面ヨコナデ後一部にヘラミ
ガキを施す。体部内面上位に指頭圧痕お
よび粘土紐接合痕が追存し、また、口頸
部および体部外面の一部に工具痕が魏

淡灰黄色～

淡茶色
やや粗
長石 。石英
(01～ 05
mID)を含帆

良好 口縁体部
1/2

― 五

土師器
小41ttB l―
Ⅱ

138 □縁部内面ヨコナデ。下位および頸部
内面ヘラミガキ。日縁部外面ヘラミガキ。
体部内面上位ナデ。中位板状工具による
ナデ。体部外面上位ヘラミガキ、以下ヘ

ラケズリ。体部内面粘土紐接合痕遺存。

乳灰橙色～
乳灰茶色

やや粗
長石・石英
(0 1mld)

赤色酸化土
粒を含む。

良好 口縁体部
1/2

土師器
小型壼
Bl― Ⅱ

128 回縁部内外面ヨヨナデ。体部内面弱い
ハケナデ (9本 /cm)。 体部外面はナデ。

乳灰褐色 密
覇 ・桜・
雲母 (01
mmDを含帆

良好 口縁部%

― 五

土師器
小型壷
Bl― I

126 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面中位まではヨコナデ。以下は弱
いヘラケズリ。体部内面中位に粘土紐接
合痕が、また、底部内面付近に板状工具
による圧痕が遺存。

乳灰茶色～
乳灰橙色

密
長石・石英
(0 1nnl)を
わずかに含
む。

良好 口縁体部
1/3

土師器
小型壷
Bl― I 胴部最大径

144

顕部内外面ヨコナデ。体部内面の一部
にハケロが認められるが調整不明瞭。底
部内面ハケナデ (16本 /clll)。 体部外面
中位まではナデ、以下は弱いヘラケズリ。

乳灰褐色～
淡茶灰色

密
長石・石英
を含む。

良好 頸体部
1/8
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

珊版番
=
器  種 摯瞥 星響 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

― 五

器
壷
Ⅱ

師
型

一

土
小
Ｂ‐

110

季夕雲輩藁暫ぽ藍誓整護ヨ壷ζ碧ヨゼ蜜
淡灰褐色 やや粗

麒 ・露 ・
チ ャ ー ト

(01～ 2 mm)
を含む。

良 好 口縁体部%

― 五

土師器
小型壷 A

定な量き書:馨暑吾
農余Fま E称景掃譜

1乳

疫覆琶
密

長石・石夢
(0 1mm)を
わずかに台
む。

良好
1/2以上

― 五

一靭塩‐

83 口縁部および体部内外面横方向のヘラ IW下磐々
ミガキじ体部外面中位以下は調整不g/1照 , ・、
日縁部内外面の一部に指頭圧痕が遺存。 |

密
赤色酸化土
粒を含む。

良好 底部欠損

― 五

土師器
小型壺
Bl― I

92
74
口縁部内外面ヘラミガキ。体部およひ
底部内面ナデ。体部および底部外面ヘラ
ミカキ。底部内面にヘラ状I具による圧
痕が、また、体部外面中位に指頭圧痕お
よびヘラケズリの痕跡が遺存する。

乳灰褐色
乳灰白色

密

長石・千ャー

ト (0 1mm)
をわずかに

含F,

良好 %

― 五

器
壺
Ｉ

師
型

一

土
小
Ｂ‐

４

一

口縁部内面ハケナデ (10本 /cm)。 日
縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。
体部外面上位ヨコナデ。以下ハケナデ
(10本/cm)。

乳灰褐色 やや粗
長石・チT一
卜・ 石 英
(01～ 05
mm)を含帆

ミ好 日縁体部 1/3

土師器
小型重
B!― I

104 口縁部内外面ヘラミガキ。体部内面指
頭圧成形後ナデ。体部外面ヘラミガキ。
頸部内面に粘上紐接合痕が、また、体部
内面上位付近に指頭圧痕が遺存する。

乳灰白色ヽ

乳赤茶色
精良 良好 口縁体部%

土師器
小型壷
Bl― I

118 口縁部内外面ヘラミガキ。□縁部内面
に放射状のヘラミガキを加える。体部内
面ナデ。体部外面上位ヘラミガキ。中位
以下はヘラケズリ。

乳灰褐色 精良 良好 日縁体部%

土師器
小型壷
Bと 一 I

112 口縁部内面ヘラミガキ。日縁部外面ヨ
コナデ。体部内面上位ヘラミガキ。以下
指頭圧成形後ナデ。体部外面ヘラミガキ。
体部内面に指頭圧痕が遺存。日縁部外面
および体部外面中位以下に煤付着。

乳赤茶色～
乳灰茶色

1精良 良好 口縁体部%

土師器
小型壷
Bl― I

114

デ̈く‐３本／ｃｍ＞わい中
ｏ
ナ
ケ
土
口

デ
ケ
ラ
粘
び

ナ
ハ
ヘ
に
よ

コ
は
い
面
お

ョ
で
弱
内
面

獅供融螂靭存。

約獅デヽ以理ヽ体部嬢

口
部
ナ
面
た
圧

体
後
外
ま
頭

乳灰橙色～
乳灰茶色

精良 良好 口縁体部 1/3

1

一
ハ

器
壷帥拠
助

口縁部内面ヨコナデ。口縁部外面は一
部にハケナデ (10本/cm)が認められる
が、他はナデと思われる。体部内外面お
よび底部内面ナデ。底部外面弱いナデ。
体部内外面に指頭圧痕が遺存。

乳灰褐色～
乳赤茶色

密
√ミZ]・ 秩 ・

チ ャ ー ト
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 1/2以上

珊ヽ型壺Ｂ
108
64

[璽
g整雰禁ζ麟肇

乳灰褐色 密
長石・チャー
ト (0 1mm)
赤色酸化土
粒を含む。

良好
1/2以上

土師器
小型壷B2

112 日縁部内外面ヘラミガキ。体部内面ナ
デと思われる。体部外面ヘラミガキ。体
部内面に板状工具による圧痕が、また頸
部内外面に粘土紐接合痕および指頭圧痕
が遺存する。

乳赤茶色～
乳灰白色

密
長石 。石英
(0 1mm)

赤色酸化土
粒を含む。

良好 □縁体部斃
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自物香
=コ版番堤 器  種

tcm)日笹
去量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

107 土師器
小型壺B2

112
74

で
面

ヽ
ｏる

ま
内
キ
キ
よ

位
部
ガ
ガ
に

中
底
ミ
ミ
具

面
び
ラ
ラ
エ

内
よ
ヘ
ヘ
状

部
お
は
後
ラ

体
位
で
の
へ

び
下
ま
り
に

よ
面
位
ズ
面

お
内
中
ケ
内

面
部
面
ラ
部

外
体
外
へ
底

ｏ

内

ｏ部
い
び
存

部
デ
体
弱
よ
遺

縁
ナ

ｏは
お
が

ロ
コ
デ
下
部
痕

ョ
ナ
以
体
圧

乳赤茶色～

乳灰褐色
精良 良 好

1/2以上

土師器
小型壷B2

118
76
口縁部内外面ヨコナデ。日縁部内面に

放射状ヘラミガキを加える。体部および

底部内面ナデ。体部外面上位ヘラミガキ、
以下はヘラケズリの後ヘラミガキ。底部
内面にヘラ状工具による圧痕が遺存。

乳赤茶色～

乳灰茶色
密
石英 。長石
を含む。

良好 ほぼ完形

土師器
小型壺 D

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面全体
に弱いヘラケズリを施した後、中位にヘ

ラミガキを施す。日縁端部外面に沈線状
の凹線が廻る。体部外面中位の相対する
二箇所に紐圧痕が遺存。

淡灰黄色～

乳赤茶色
密
長石 (01
mm)をわず
かに含む。

良好 ほぼ完形

土師器
複合口縁壷
B3~Ⅱ

お

一

口縁部および受部内外面ともにヨコナ 淡灰茶色～

乳灰褐色

やや粗
√ミZ]・ 感 ・

チ ャ ー ト
(0 1mll)

赤色酸化土
粒を含む。

良好 口縁部‰

土師器
複合口縁壺
B3~I

152 口縁部および受部内外面ともにヨコナ 乳灰茶色～

乳赤茶色 英
　
土
か

石． 石
�
卿
が
含む
。

密
長
⑩
赤
粒
に

良好 口縁部
1/8

土師器
複合口縁壺
B3~I

Ю

一

口縁部および受部内外面ともにヨコナ 乳赤茶色～

乳灰茶色
密
振死許チャー

ト (0 1 ulll)
をわずかに
含む。

良好 口縁部‰

土師器
複合口縁壺
B3~I

122 口縁部内外面ともにヨコナデと思われ
るが、調整不明瞭。

乳灰褐色

卜．伽
げ
む。

す母
准
ｔこ含

密
チ
雲

ｍｍ
か

良好 口頸部
1/2以

上

土師器
複合口縁壺
B3~Ⅲ

ユ

一

口縁部および受部内外面の一部にヘラ
ミガキが認められるが調整不明瞭。口縁
部外面ハケナデ (11本/cm)。 受部外面
ヨコナデ。

乳灰褐色 やや粗
長死許チャー

ト・ 石 英
(0 1Hlll)を

含む。

良好 口縁部1/8

土師器
複合口縁壺
B9-Ⅲ

178 口縁部および受部内面ヨコナデ。口縁
部外面ハケナデ (12本/cll)の 後ヨコナ
デ。受部外面ヨコナデ。

乳灰褐色 やや粗

=亀

Zξ・冤ヨ夢こ・
チ ャ ー ト

(0141111)を

含む。

良好 口縁部
1/4

土師器
複合口縁壷
B3~Ⅲ

ロ
コ
上

ｏは

ｏ
ヨ
面
デ
下

キ
後
内
ナ
以

ガ
の
部
は

ｏ

ミ
＞
体
下
キ

ラ
ｍ
。以
ガ

ｏ

へ
／
キ

Ｋ

キヽ

面
本
ガ
デ
ラ
ガ

内
１１
ミ
ナ
ヘ
ミ

部
く
ラ
る
は
ラ

顕
一天

よ
で
ヘ

び
ナ
面
に
ま
後

よ
ケ
外
具
位
の

お
ハ
部
工
中
リ

部
面
頸
状
面
ズ

縁
外

ｏ板
外
ケ

ロ
部
デ
は
部
ラ

縁
ナ
位
体
ヘ

乳灰褐色～

乳赤茶色
精良 良好 ほぼ完形

土師器
複合口縁壷
B3~Ⅲ 頸部径67

受部および頸部内外面ともにヨコナデ
と思われる。

乳灰褐色～

淡茶灰色

密

長 石・ 石 英

(0 1mm)
赤 色 酸 化 土

粒 を わ ず か

に含 む。

良好 顕部1/4

土師器
複合口縁壷
B3~Ⅲ 頸部径53

受部内外面ヘラミガキ。頸部内面ハケ
ナデ (11本/clll)。 顕部外面の一部にヘ

ラミガキが認められるが調整不明瞭。

乳赤茶色～
乳灰褐色

精良 良好 頸部 1/2
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

重物薔売
電版番
=
器  種 (clll)日経去量 器喜 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
複合口縁重
B3~Ⅲ 顎部径58

頸部内面の一部にハケロが認められる
が、内外面ともに調整不明瞭。

乳茶灰色 密
長石 (01
ml)

赤色酸化土
粒を含む。

良好 頸部 1/2以上

土師器
複合口縁壺
B3~Ⅲ 頸部径68

頸部内外面ともにナデ。 乳灰褐色 精良 良好 頸部 1/4

土師器
複合口縁壷
B3~Ⅲ 頸部径81

頸部内外面ともにナデ。 乳赤茶色
乳灰褐色

精良
穣 を含む9

良好 頸部 1/4

土師器
複合口縁壼
B9-Ⅱ

回縁部内外面ヨコナデ。顕部内面ナ鳥
顕部外面ヨコナデ。体部および底部内面
ナデ。体部外面中位まではヘラミガキ、
以下はヘラケズリの後ナデ。体部内面上
位に粘土紐接合痕が遺存。

乳灰褐色～
乳赤茶色

や や 粗
手ミ Z三・ 穣 ・

(01～ 05
mm)
赤 色 酸 化 土
粒 を 含 む。

良好 口縁部欠損

123 土師器
複合口縁壼
Bュ ーⅢ

160 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面はナ
デと思われる。頸部外面の一部にヘラミ
ガキが認められるが調整不明瞭。体部内
面ヘラケズリ。体部外面調整不明瞭。

淡赤茶色～
乳赤茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
Ellll)をやや
参刺雲にてきむ。

良好 回頸部 1/3

124

-七

土師器
複合口縁壷
B3~狂

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ヨ
コナデ。体部外面中位まではヘラミガキ、
以下はヘラケズリの後ナデ。体部内面ナ
デ。体部内面上位に粘土紐による接合痕
および指頭圧痕が遺存。

淡黄褐色 精良
石英・角隊
石 。チャー
トを含む。

良好
1/2以上

―七

土師器
複合□縁壺
B3~Ⅲ

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ハケ
ナデ。頸部外面ナデ。体部内面中位まで
ナデ、下位は放射状のハケナデ。体部外
面ナデ。体部内面上位に指頭圧痕か商品

乳淡茶色 密

赤 色 酸 化 土
狙と・
長 石・ 雲母
(1～ 3 mm)
を蜘 。

良好 ほぼ完形

― 七

土師器
複合日縁壺
B3~Ⅲ

149
(180)

回
面
思
位
下

ｏ内
と
中

ｏ

キ
部
デ

るヽ

ガ
体
ナ
キ
残

ズ九融ジ酔

ヘ
ナ
以
ラ
ケ

面
コ
ｏ
ヘ
ハ

内
ヨ
デ
位
部

螂
蜘
崎
純
の後．
キｏ

よ
顕
ズ
部
リ
ガ

お
び
ケ
体
ズ
ミ

劇撤”る。ヵ”

回
部
位
れ
へ
は

縁
上
わ
は
位

淡橙茶色 密
長石・石英
(0 1mm)を
少量含む。

良好 口縁部
体部2/3

土師器
複合口縁壷
B3-Ⅲ 顕部径70

頸部内面横方向のハケナデ (10カ彬/′cの。
頸部外面ヘラミガキ。一部ハケロが遺存。
体部内面上位指ナデ。中位ナデ。下位は
ハケナデ。体部外面上位ナデ、以下はヘ
ラミガキ。中位下半にヘラケズリが遺品

淡褐色 催
一

雲 母． 赤 色
中
『
姿

良好 顕部体部の
み

土師器
複合□縁壷
B3~Ⅲ 頸部径84

頸部内外面ナデ。体部内面中位までナ
デ。部分的にハケナデが残る。下位はハ
ケナデ (6本/cll)。 体部外面上位ナデ。
以下はヘラミガキ。体部内面上位に粘土
紐による接合痕が遺存。

淡乳赤色 精良
長石 。石英
を含む。

良好 部
部
顎
体

129

-七

土師器
複合口縁壼
B9-Ⅲ

171
178

口縁部および頸部内外面ヨコナデ。体

藤罫界含又τが芸Ъ法デ写:｀雫屋往墓盈
責褐色 密

√ミ7耳・感 。

角閃石を含
む。

良好 完形

130

―七

土師器
大型直口重
A

210 回縁部内外面ヨコナデ。日顎部内面ナ
デ。口顕部外面剥離のため不明。

暗褐色 精良 良好 口縁部

-101-



自物番
雪版番

器  種 ω
鵜
日径
哭盲 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
大型直口壺
A

156 口縁部および口頸部内外面ヨコナデ。
体部内面上位ナデ。以下はヘラケズリ。
体部外面ナデ。体部内面上位に指頭圧痕
が遺存。

炎茶褐色 精良 良好 口縁部
1/2

体部 1/2

132

―七

土師器
大型直口壷
A

163

体部最大径
312

口縁部内外面ヨコナデ。□顕部内外面
ハケナデ後ナデ。体部内面ヘラケズリ。
体部外面ハケナデと思われる。体部外面
黒斑。

茶褐色 精良 良好 日縁部%
体部%

土師器
大型直口壷
A

169 口縁部および□顕部内面ハケナデ後ナ
デ。日縁部および口頸部外面縦方向のヘ

ラミガキ。

赤褐色 精良 良好 口縁部%

土師器
大型直口壺
A

211 口縁部内外面ヨコナデ。日頸部内面ハ

ケナデ。日頸部外面ナデ。一部ハケロが
遺存。

炎褐色 精 良

子三勇ζ・穣 。

チ ャ ー ト
(2～ 5 mll)
を少違鋒業亮

良好 口縁部 1/6

―七

土師器
大型直日壺
A

198 口縁部および口頸部内外面ヨコナデ。 炎褐色 精良 良好 □縁部%

土師器
大型直口壷
A

ワ

一

口縁部および口頸部内外面ヨコナデ。 茶褐色

●
量
卜
少
一
を

。

ャ
母

む

密

チ
雲
含

良好 口縁部%

土師器
大型直口壷
A

164
283

体部最大径
230

日縁部および口頸部内面ヨコナデ。日

縁部および口頸部外面縦方向のヘラミガ
キ。体部内面ナデ。体部外面左上りのハ

ケナデ (18本/cm)の後中位までヘラミ
ガキを施す。

淡乳橙色 精 良 良好 ほぼ完形

1

七

土師器
大型直口壷
A

182

体部最大径
264

口縁部および口顕部内外面ヨコナデ。
体部内面中位までナデ。以下はヘラケズ
リ。体部外面左上りのハケナデ (■本/
cm)。

暗褐色 精良 良好 口縁部
体部%

土師器
高杯A4

220 口縁部内外面ヘラミガキ。杯部内面ナ
デ。杯部外面ヘラミガキ。

淡褐灰色～

暗褐色
やや粗
fミZ三・穫 ・

チ ャ ー ト

(01～ 05
ml)を含視

良好 杯部光

‐４０　　　　北

土師器
高杯A4

裾径 171

裾端部内外面ヨコナデ。裾部内面ハケ
ナデ (■本/cln)。 柱状部内面ナデ。柱
状部および裾部外面ハケナデ (6本/cm)
の後ヘラミガキ。裾部中位の四方に焼成
前の円孔を穿つ。住状部内面にシボリロ。
杯部との接合面に刻み目遺存。

淡黄灰色～

灰白色
やや粗
√ミZ]・秩 ・
チ ャー ト
(01～ 05
mめ を含視

良好 柱状据部%

土師器
器台B3

85 回縁部内外面および受部内面ヨコナデ。
受部外面ヘラケズリ。

乳灰褐色～

暗灰褐色
やや粗
f≧Z]・ 感 ・

チ ャ ー ト
(01～ 05
mrlDを含帆

良好 受部
1/2

土師器
器台B9

裾径 114

裾部内面の一部に板状工具による圧痕
が認められるが、内外面ともに調整不明
瞭。

乳橙色 密
長石・石英
(01～ 05
mm)をわず
かに含む。

良好 裾部1/6
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

Ｆ一コ
宕≡コ

番

番

物

版 器   種 (Cm)口 宅湊畳  熙 F 形 態
。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

143 土師器
器台B9

裾径 106 宮ε拿三暑言ζ宮言さまg期ョ
る。

乳赤茶色～
淡茶灰色

密
長石・石実
(0 1mln)を
わずかに含
む。

良好 裾部 1/4

144

珊鉢Ｈ２
124 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヨコ
ナデ。体部外面ナデ。

淡赤茶色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
mOを含視

良好 口縁部 1/8

土師器
鉢H2

152 口縁部および体部内外面ともにヘラミ
ガキ。体部外面中位以下はナデ。

乳赤茶色～
淡赤茶色

精良 良好 日縁体部 1/s

―七

土師器
鉢H2

口縁部内外面ヘラミガキ。体部内面中
位まではヘラミガキ、以下はナデ。体部
外面ヘラミガキ。底部外面ナデ。

淡灰責色～
乳赤茶色密韓一『をゎずヵゝィこ含む。

良好 ほぼ完形

― 八

土師器
鉢H2

口縁部内外面ヘラミガキ。日縁部内面
に放射状ヘラミガキを加える。体部内面
ヨコナデ。体部外面上位指頭圧成形後ヘ
ラミガキ、以下はヘラケズリの後ヘラミ
ガキ。体部外面上位に指頭圧痕が遺存。

乳赤茶色～
乳灰茶色

精良 良好 回縁・体部
%以上

―いノヽ

土師器
鉢H」

176
98
口縁部内面ヨコナデ。口縁部外面ヘラ
ミガキ。体部内面上位ナデ。以下は弱い
ヘラケズリの後一部にナデを施す。体部
外面中位まではヘラミガキ、以下はナデ。
日縁部外面の一部に指頭圧痕が遺存。

淡灰橙色～
乳赤茶色

密
長石 。石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好
1/2以上

―八

珊鉢Ｈ‐
230

3B骨8:§
二ぞζξ3:ζζ::昇g

淡灰茶色～
乳赤茶色

密
長石 。石英
(0 1mm)を
含む。

良好 口縁・体部
1/c

――ノヽ

輔知
100 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面は板状工具によるナデと思われ
る。体部外面に板状工具の圧痕が遺存。

淡灰褐色 や や 粗
曇え■ チ ャー

ー

‐
筆 ・

角 関 石 (01

や や 多 量 に

良好 底部のみ欠
損

―八

土師器
鉢11

200 の
内
体
ズ
面

面
部

ｏケ
外

内
体
キ
ラ
部

部

ｏガ
ヘ
縁

縁
る
ミ
後
口

口
れ
ラ
＞

。

６・リ
ヘ
伽
キ

ガ
郡
難
核
ジ
存
。

コ
が
ナ
ー２
ラ
遺

ヨ
キ
る
く
へ
が

面
ガ
よ
デ
に
痕

外
ミ
に
ナ
後
合

内
ラ
具
ケ

接ヽ

劇
ぃ厘面ノ、脱卸

口
部
板
外
を
粘

一
面
部
り
に

淡灰褐色～
茶褐色

精良 良好 底部欠損

―八

土師器
鉢12

294 口縁部内外面ヨコナデと思われるが、
調整不明瞭。

乳灰茶色 やや粗
覇 ・穣 。

チ ャー ト
(01～ 05
mmDを含視

良好 回縁部 1/4

―中ノヽ

土師器
鉢12

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ヘラケズリ。体部外面中位までは
ハケナデ (9本/cm)、 以下はナデ。

乳灰橙色～
淡赤茶色割攀一『棒‐こ含む。

良好
1/3

―プR

土師器
器台C2

106
73

裾径 118

受部内面ヘラミガキ。受部外面ヨコナ
デ。脚台部内面弱いナデ。脚台部外面ナ
デと思われる。脚台部内面上位にシボリ
目が遺存。

淡茶黄色 精良 良好
1/2以上
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器  種 (cll)口後渋量  采 高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考雪版番
=

― 八

土師器
器台Cヮ

105
81

裾径 118

受部内面ヘラミガキ。受部外面ヨコナ
デ。脚台部内面弱いナデ。一部に板状工
具によるナデを施す。脚台部外面ヨコナ
デ。受部外面と脚台部外面に指頭圧痕お
よび工具痕が遺存。

淡赤茶色 精良 良好
1/2以上

土師器
甕A3

108 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面左上りのタタキ (3本 /cm)。

淡橙茶色～
灰黒色

密
長石・石英
(01～ 05
mm)をわず
かに含む。

良好 口縁部 1/4

土師器
甕B4

137 口縁部内外面ヨコナデ。 暗褐色 密
長石 。角閃
石 (01～
0 5mm)を
わずかに含
tす。

良好 口縁部%

土師器
甕B4

146 口縁部内面ハケナデ (7本 /clll)。 口
縁部外面ヨコナデ。体部内面上位ヘラケ
ズリ。

乳淡茶色 精良
長石 (01
mШ位)を散
見する。

良好 口縁部 1/3

煤付着

土師器
甕B204

166 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。外面風化の為不明。

着褐色 やや粗
長石・角閑
石・
黒雲母を多
量に含む。

良好 口縁部 1/4

―八

土師器
甕B4

t40 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位は右上りのタタキ、
中位以下はハケナデ (12本/cm)。

暗茶褐色 やや粗
長石・雲母
を)魏 Э

良好 口縁体部%

土師器
甕B4

■

一

口縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面に
粘土紐接合痕が遺存。

暗褐色～茶
褐色

密
長石・雲母
(0_1～ 04
aull)を少量
含む。

良好 日縁部 1/5

土師器
甕B4

164 口縁部内面ヨコナデ。日縁部外面ハケ
ナデ (7本/cm)後ナデ。日縁部外面に
粘土紐接合痕が遺存。

暗褐色 や や粗
え]ラミ・ 露 ・

雲母 (01
～ 0 5mm)
を多量に合
む 。

良好 日縁部%

土師器
甕B4

178 口縁部内面ハケナデ (7本/側 )。 体
部内面ヘラケズリ。日縁部外面ヨコナデ。

淡灰褐色 密
石英 。長石
(0 1mm位 )
をわずかに
含む。

良好 口縁部%

土師器
甕B4

160 回縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。

暗褐色 密
fミZ三・兄⊆夢こ・

角閃石を少
量含む。

良好 口縁部1/e

土師器
甕B4

166 口縁部内外面ヨコナデ。 暗褐色 精良 良好 日縁部 1/4

土師器
養B4

156 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (6本
/cm)後ハケナデ。日縁部外面端部には
1条の沈線が廻る。日縁部外面に指頭圧
痕が遺存。

茶灰黒色 やや粗
長石・ 雲母
を多量に含
む。

良好 口縁部 1/2

体部 1/4

煤付着
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

コ版番提
器  種 ｍ
鵜
口径
果菖 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
養B4

158 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。

淡灰茶色 密
長石 。雲母
を少涯発凱亮

良好 口縁部斃

土師器
甕B4

138 □縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (6本
/clll)。

暗茶褐色 密
長石・雲母
を蜘 D

良好 日縁部 1/4

土師器
甕B4

148 口縁部内外面ヨコナデ。 暗茶褐色 密
長石 。雲母
(0 1nllll)を

少量含む。

良好 口縁部 1/2

土師器
甕B4

157 □縁部内面ハケナデ (6本/cm)後ナ
デ。口縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。

乳茶褐色 密
長石・石英
(011111)を
少量含む。

良好 □縁部 1/2

土師器
甕B4

153 回縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面中
位に粘土紐接合痕が遺存。

茶褐色 や や 粗
長 石・ 石 薬
(4 mmると)
雲 母 を 多 量
に含 み 、 く
さ り礫 を含
む。

良好 口縁部のみ

172

-八

土師器
甕B4

132

体部最大径
192

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘ
ケズリ。体部外面上位に右上りのタタ
(8本 /cl l)の 後中位までハケナデ、
位はハケナデ後ナデ。

ラ
キ
下

灰褐色～暗
茶褐色

密
⊆軍ど〕。子貫ヱ]・
石英を含むЭ

良好 口縁部%
体部 1/2

煤付着

一 九

土師器
甕B4

134
178

体部最大径
184

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位左上りのタタキ
(6本 /cm)。 中位に一部ハケロが認めら
れる。他はナデ。□縁部外面に指頭圧痕
が遺存。

淡茶褐色 精良
長石・石英
を少慢筆凱亮

良好 ほぼ完形

土師器
甕B4

140

体部最大径
171

□縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位右上りのタタキ
(5本 /clll)。 他はナデ。

淡茶褐色 密
fミZ]・兄ヨ,こ・
雲母を少量
含む。

良好 口縁部1/2

体部1/2

一九

土師器
甕B4

136

体部最大径
176

口縁部内面ハケナデ (13本 /clll)。 日
縁部外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ。
体部外面上位右上りのタタキ (3本/clll)
後ハケナデ、中位縦方向のハケナデ (12
本/cm)。

淡灰茶色 精良
長石 (01
～0541111)

雲母を少量
含む。

良好 ％部
％
縁
部
口
体

饂魏
172

体部最大径
245貞,3::3aζ :::岳Bョ:::与

淡褐色 精良
石英 。長石
を蜘 。

良好 ほぼ完形

一九

土師器
甕 D

154

体部最大径
222

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位
は指頭圧成形後ハケナデ。中位以下ヘラ
ケズリ。体部外面中位までハケナデ。以
下はナデ。

淡茶褐色 やや粗
長石 (01
m並の チャー
ト・赤色酸
化土粒を多
量に含む。

良好 ％部
％
縁
部
口
体

土師器
甕 D

136
180

体部最大径
188

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位右上りのハケナデ
(13本 /clll)。 中位左上りのハケナデ (13
本/clll)、 以下はナデ。

淡灰茶色 やや粗
fミZ]・ 用ヨ)き 。

角閃石・
雲母を多量
に含む。

良好 口縁部 1/2

体部 1/2
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日巧
口巧

番

番

物

版

遺

図 器  種 (cm)口密法量 器稽 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備   考

一 九

土師器
甕 D

145
177

体部最大径
186

回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧痕遺存。体部外
面左上りのハケナデ (7本/cm)後部分
的に右上りのハケナデ (7本/cm)を施
す。底部外面はナデ。

乳灰茶色 やや粗
標ヱ}チャー
ト (5 mm)
を多量に含
む。

良 好 完形
煤付着

一九

珊鉤
140
180

体部最大径
190

口縁部内面ハケナデ (8本 /cm)。 口
縁部外面ヨコナデ。体部内面下位までヘ

ラケズリ。体部外面左上りのハケナデ
(7本 /ca)。 底部外面はハケナデ淡ナデ。

淡茶褐色 精良
石英・長石
(l mm)を
散見する。

良好 完形
体部外面に
黒斑
未使用か ?

土師器
甕 D

154
204

麻部最大径
202

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ。体
部外面上位左上りのハケナデ (10A/cm)。
中位右上りののハケナデの後部分的に縦
方向のハケナデが認められる。

暗褐色 密
fttZ]・ 穣 。

雲母・角閑
石 (2 mm)
を坤 。

良好 ほぼ完形

一 九

土師器
甕 D

132

体部最大径
174

口縁部内面ハケナデ (10本/cm)回縁
部外面ヨコナデ、体部内面ヘラケズリ体
部外面縦方向のハケナデ (10本/cla)の
後部分的に左上りのハケナデ (1し彬//cld)

を施す。

暗茶褐色

蓼・角閃稗嘘含む。

密覇瓢石．仕藪

良好 底部欠損

土師器
甕E2

148 口縁部内外面ヨコナデ。 淡赤茶色

蓼・加嘘。

級覇鄭卜蠅釣

良好 口縁部%

一 九

土師器
甕E2

138 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ。体
部外面上位から中位にかけて乱方向のハ

ケナデ。体部外面はナデ。

淡灰色 密
目員f},手夏Z]・
石英を含む9

良好 底部欠損

土師器
甕E3

144 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面ナデ、一部ハケロが遺
存。

暗褐色 精良
fミ7]・ 穣 ・

雲母を少量
含む。

良好 口縁部%

土師器
甕E3

144 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面左上りのハケナデ (9
本/cn)。

灰褐色～黄
灰色

密
長石・石英
を含む。

良好 □縁部 1/2

体部%

一九

土師器
甕E4

155

体部最大径
202

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位
指ナデ。一部指頭圧痕遺存。他はヘラケ
ズリ。体部外面上位縦位のハケナデ (11
本/cal)の後左上りのハケナデ。部分的
にヘラ先による圧痕有り。

淡茶褐色 密
fミえ]・ 破

。

雲母を含帆

良好 底部欠損

土師器
甕 F

128 口縁部内外面ヨコナデ。 茶褐色 精良
子ミZ三・ 瓢 ・

角閑石を少
量含む。

良好 口縁部%

土師器
甕 F

167 口縁部内外面ヨコナデ。 乳褐色 やや粗
fミ兄]・兄三夢こ・
雲母
l mm位の砂
粒を含む。

良好 口縁部1/5

土師器
甕 F

114 口縁部内外面 ヨコナデ。 暗褐色 やや粗
覇 ・ 萩 ・

角閑石 (1
mll位 )を多
量に含む。

良好 口縁部2/3
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

∃版番f 器  種
(cm)口
注目  哭 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

珊紳
126 口縁部内外面ヨコナデ。 乳淡茶色 やや粗

fミ7]・ 穣 ・

粗砂粒を多
量に含む。

良好 口縁部 1/4

土師器
甕 F

146 口縁部内外面ヨコナデ。 茶褐色 やや粗
長石 (lm
位)を多量
に含む。

良好 口縁部九

土師器
甕 F

128 口縁部内外面ヨコナデ。 i乳
裡々 精良

雲母。長石・
石英・
iレ ートを
F)量含む。

良好 口縁部%

珊熱
142 口縁部内外面ヨコナデ。 暗褐色 やや祖

長石・石英・
雲ミ (3 mm
位)を合視

良好 口縁部猪
煤付着

土師器
甕 F

188 口縁部内外面ヨコナデ。 妥L橙色 や や粗
ξ 斑 そ 子・ 石 υ t

雲母・
赤色酸化土
粒を多量に
含む。

曳好 口縁部 1/4

珊紳
154 口縁部内外面ヨコナデ。 淡黄褐色 密

破 …千ャー
トを散見す
る。

良好 日縁部兆

珊勢
158 口縁部内外面ヨコナデ。 淡褐色 精良

雲母
l mm以下を
含む。

良好 口縁部 1/4

煤付着

土師器
甕 F

162 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位ナデ。

淡乳茶色 密
石英を含もっ

良好 口縁部 t/4

珊紳
144 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面は
風化が著しく調整不明瞭。

淡乳褐色

蓼一唖舞。

粗覇
寿施陸討

良好 口縁部 1/2

200 土師器
甕 F

142

体部最大径
196 :麟絲期紗:

淡橙茶色 やや粗
准滲■チャー
ト・
赤色酸化土
粒を多量に
含む。

良好 口縁部%
体部%
煤付着

土師器
甕 F

142
149

体部最大径
164

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面風化が著しく不明。

茶褐色 割
『
角閃石． 赤
蛸
一
郭

良好 日縁部%
体部%
生駒西麓産

202

二 〇

土師器
甕 F

116

体部最大径
142

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面上位左上りのハケナデ

中鯉 と牙念賀炉撃与宅な条ク昂;。

暗茶掲色
英

閃

上

。

石
　
角
　
化
む

粗

・
の

。
　
酸
含

管
誘
そ５ｍ
穀
命
絶
蛙

良好 底部欠損
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一〓〕
Ｆ一．

杏
番
物
版
意
図 器  種 (Cll)口笹湊畳  采書 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備   考

土師器
甕 F

134
184

体部最大径
180

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面底部にハケナデ (10本
/cm)があるが他は風化が著しく不明。

乳淡茶色 や や 粗
角 関 石 ‐長
石 ‐

タト0ヨ雹覚化 三と
を正 (■ 血題)
を 多 ‐ をこ含

良好 口縁部%欠
損

二 〇

土師器
甕 F

116
147

体部最大径
153

□縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ

ケズリ。底部内面指頭圧成形後ナデ。体
部外面上位ナデ。中位上半横方向のハケ
ナデ (■本/clll)。 下半は右上りのハケ
ナデ。下位は左上りのハケナデ。

淡茶色 閑

・
　
卜
を

密
長 石． 角
石． 石 英
雲 母．
一
的
峯

良好 ％部
％
着

縁
部
付

口
体
煤

205

二 〇

珊御
122
145

体部最大径
150

口縁 部 内 外 面 ヨ コナ デ。 体 部 内 面 ヘ ラ
ケ ズ リ。 底 部 内 面 指 頭 圧 成 形 後 ヘ ラケ ズ

リ。 体 部 外 面 上 位 左 上 りの ハ ケ ナ デ (11
本 /clll)。 上 位 下 半 は横 方 向 の ハ ケ ナ デ。
中位 縦 位 の ハ ケ ナ デ。 一 部 右 上 りの ハ ケ
ナ デ が 認 め られ る。 下 位 は乱 方 向 の ハ ケ

暗茶黒色～
茶褐色

密
√ミZ]・兄ヨ夢ミ・

雲母・チャー

トを少量含
む。

良好 形完
着
ぼ
付
ほ
煤

206

二 〇

土師器
甕 K

134 口縁部内外面ヨコナデ。 茶褐色 精良
長石。チャー
トを少量含
む。

良好 口縁部 1/4

山陰系

207 土師器
甕K

116

体部最大径
196

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面ナデ。

淡茶褐色

粗獲十純単含む。

韓露
寿割軸蛭

良好 底部欠損
山陰系

208

三 〇

土師器
甕」4

134 口縁部内外面ヨコナデ。口縁部外面に
6本の櫛描直線文を施す。

淡茶褐色 楕良
長石 。赤住
酸化土粒と
を打痣(l mE
角閃石を全
tす。

良好 口縁部 1/8

吉備系

土師器
養」4

146 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面に
11本の櫛描直線文を施す。

暗褐色～灰
褐色

やや粗
fミ兄]・ア5夢ζ・
チャート

砂粒を多く
含む。

良好 日縁部
1/8

吉備系
煤付着

土師器
甕」4

134 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面に
9本の櫛描直線文を施す。

黄灰褐色 やや粗
長石・
石英 (lmo
砂粒を多量
に含む。

良好 口縁部
1/4

吉備系

器

４
飾
釦

119 口縁部内外面ヨコナデ。 淡茶褐色 密 良好 □縁部
1/2

吉備系か ?

第 2ト レンチ第 8層

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴

口縁部および顎部内面ヨコナデ。口縁
部および頸部外面の一部にヘラミガキが

認められるが他は不明瞭。体部および底
部内面ナデ。体部外面上位付近と底部外
面にヘラミガキが認められる。

頸部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケ
ズリ。体部外面ハケナデ (11本 /clll)。
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

重物番う

雪版番毛
器  種 (cm)日 径洋暑  哭葎 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備   考

二 〇

土師器
複合口縁壷
F

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部外面上位ヨコナデ、以
下はハケナデ (10～ 15本 /c ll)。 体部お
よび底部外面に煤付着。

淡赤茶色 やや粗
長石・石英
(01～ 0_5
mmJを含視

良好 ほぼ完形

二 〇

土師器
複合口縁壺
F

::3急
書gttg:与怠三奪Bぞ警察著

淡茶褐色～
淡灰茶色

精良 良好 ほぼ完形

土師器
甕 F

164 口縁部内面ハケナデ (8本/cm)が認
められるが調整不明瞭。口縁部外面ヨコ
ナデ。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
mmDを含視

良好 口縁部 1/4

土師器
甕 D

144

3景§ヨg三を:憲3どζヨ警:;暑B
淡灰褐色 やや粗

ξこ【〒。在じぐ。
チ ャ ー ト
(01-05
mm)を やや
多く含む。

良好 口縁部 1/3

二 〇

土師器
甕 D

132 口縁部内面ヨコナデ。日縁部外面ハケ
ナデ (12本 /clll)。 体部内面ヘラケズリ。
体部外面ハケナデ (10本 /clll)。 一部は
ナデによって消されている。

乳灰茶色～
乳茶灰色

やや粗
長石・石英
(01～ l mmp
を含む。

良好 口縁部・ 体
部 1/4

土師器
甕 D

口縁部内外面は一部にハケロが遺存す
るが調整不明瞭。体部および底部内面ヘ
ラケズリ。体部および底部外面はハケナ
デ (9本 /clll)と思われるか濡腱不明廃
口縁部外面の一部に粘土麟 が遺品

淡褐灰色 やや粗
長石・石英
(01～ l mmp
を含む。

良好
1/3

220 土師器
高杯A

据径 155

裾部内面ハケナデ (5本/clll)の後ナ
デ。裾部外面ハケナデ (5本 /clll)の 後
ヘラミガキ。裾部上位の五方に焼成前の
円孔を裏面より表面へ穿つ。裾部中位に
沈線状の凹が廻る。

淡茶灰色～
乳灰茶色

精良 良好 裾部 1/3

２２‐
　
　
　
　
　
中一

土師器
高杯 C

杯部内面ナデ。杯部外面ヘラミガキ。
柱状部内面弱いナデ。柱状部外面ナデ。

暗灰褐色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
ml)を やや
多く含む。

良好 杯部下位の
み

222 土師器
高杯A

裾径 110

杯部内面ヘラミガキ。柱状部内面弱い
ナデ。柱状部および裾部外面ヘラミガキ。
裾部内面ハケナデ (9本/clll)。 柱状部
内面にしばり目が遺存。裾部中位の三方
に焼成前の円孔を表面から裏面へ穿つ。

暗灰褐色
淡灰褐色 鰤

げ
む。

石
湾
ｔこ含

密
長

ｍ
か

良好 柱状部裾部
1/2以上

２２３

　

　

　

　

・一

土師器
器台 B

据径 104

ケ
施
以
り
の

下ｔょノ、好ズリヽ呻蜘
デ。以一部をこウ亜三方ｔこつｏ

”の後、位弱、、蜘中面へ穿

蝉わ使ガキ。呻攀

内
本
部
ミ

ｏ面

部
９
台
ラ
存
表

船
ぷ

。
脚
卜
雄
確

ナ
す
下
目
円

淡茶灰色～
乳灰茶色

や や 粗
fミ兄ゴ・ 穣 ・
角 閑 石・ 雲
母  (01～
0 5 nln)  を
や や 多 く含
む。

良好 脚台部のみ

土師器
器台 B

裾径 129

脚台部内面上位弱いナデ。以下はハケ
ナデ (11本 /clll)。 脚台部外面ヘラミガ
キ。脚台部中位の四方に焼成前の円孔を
表面から裏面へ穿つ。

淡赤茶色 精良 良好 脚台部%

225 土師器
鉢Hl

口縁部内面ヨコナデと思われる。□縁
部外面ヘラミガキ。体部および底部内面
ナデ。体部外面ヘラミガキ。底部外面弱
いヘラケズリ。

乳灰褐色～
乳赤茶色

やや粗
長石 。石蒙
(01～ 0〔
mm)。 赤色
酸化土粒を
含む。

良好 完形
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Ｅ一．Ｅ一．

番
番
物
版 器  種 (cm)回 笹湊畳  果高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
鉢H2

156 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ鳥
体部外面上位ヨコナデ、以下は弱いヘラ
ケズリ。

乳赤茶色 や や 粗
長 石 ‐石 英
(01～ 05
mm)‐ 赤 色
酸 化 土 粒 を
や や 多 く含
とす。

良好 口縁部・ 体
部 1/4

靭鉢Ｈ２
口縁部内外面ヘラミガキ。体部および
底部内面ハケナデ (9本 /cll)の後ヘラ
ミガキを施し、後に放射状ヘラミガキを
施す。体部内面上位ヘラミガキ。以下は
弱いヘラケズリの後ヘラミガキ。

乳灰褐色 密
長石・石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 ほぼ完形

228 土師器
鉢 11

192 口縁部内面ヘラミガキ。口縁部外面ヨ
ヨナデ。受部内外面ヘラミガキ。体部内
面ヘラミガキ。体部外面上位ヘラミガキ。
以下ヘラケズリ。

淡灰褐色～
乳灰茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mOを含視

良好 口縁部・体
部 1/3

第 3ト レンチSW-2

巨T//」否三

霞版番毛
器  種 (Clllジ  ロ雀

法量 器高 形 態
。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

229 土師器
小型壺Bl

106 口縁部内面ヨコナデの後放射状ヘラミ
ガキ。口縁部外面ヨコナデ。体部内面板
状工具によるナデ。体部外面中位までは
ヘラミガキ、以下はヘラケズリの後粗い
ヘラミガキ。

淡灰責色 精良 良好
1/8

土師器
小型壷BI

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面板状工具によるナデ。体部外面中
位まではヘラミガキ、以下はヘラケズリ。

乳灰白色～
淡灰橙色

密
覇 ・桜 ・
チャートを
含む。

良好 口縁部
1/8欠

損

土師器
小型壺Bl

口縁部内面ヨコナデの後放射ヘラミガ
キ。口縁部外面ヨコナデ。体部および底
部内面弱いナデ。体部外面中位まではヘ

ラミガキ。以下はヘラケズリの後ナデ。

淡灰褐色～

淡橙灰色
やや粗
振死トチャー
ト・ 石 英
(01～ 05
mの を含視

良好 口縁部%欠
損

232 土師器
小型壷Bl

口縁部内面ヨコナデの後放射ヘラミガ
キ。日縁部外面ヨコナデ。体部および底
部内面板状工具によるナデ。体部外面中
位から底部まではヘラミガキ。

乳灰褐色～
暗灰色

密
士ミ7]・ 穫 ・

チ ャ ー ト
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 日縁部 1/4欠

損

土師器
小型壷Bl

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面ナデ。体部外面上位ヘラミガキ、
以下はヘラケズリの後弱いヨコナデ。

乳灰茶色 密
長石・チャー
ト (0 1mm)
をわずかに
含む。

良好
1/2以上

土師器
小型壷BI

104 口縁部内外面ヘラミガキの後口縁部内
面に放射状ヘラミガキを加える。体部内
面ナデ。体部外面上位ヘラミガキ。以下
はヘラケズリの後弱いナデ。体部内面上
位に粘土紐接合痕が遺存。

暗灰褐色～

淡灰茶色
精良
長石・石英
(01～ 05
111以下)を
含む。

良好
1/3

235 土師器
小型壷Bl

114 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面と
もに一部に板状工具の痕跡が認められる
がナデと思われる。体部内面上位および
口縁部外面に粘土紐接合痕が遺存。

淡灰茶色～

淡褐灰色
精良
長石・石英
(05mはTl
を含む。

良好 %

土師器
小型壺A

口縁部内外面ヨヨナデ。体部および底
部内面板状工具による弱いナデ。体部お
よび底部外面ナデ。体部内面上位および
口縁部外面に粘土紐接合痕が、また、体
部および底部内外面に板状工具による圧
痕が遺存。

乳灰茶色～

乳灰橙色
密
長石 。石英
(0 1mll)を
わずかに含
む。

良好 完形

-110-



Ⅱ 久宝寺第 1次調査

遺物番;
圏版番
=
器  種 (cm)日 径准畳  果 高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
小型壺 A

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面弱いナデ。体部および底部外面ナ
デ。体部内面および口縁部外面に粘土紐
接合痕が、また、口縁部および体部内面

頭経淡影景
による圧痕が遺存。外底面指

淡灰茶色 密
長石・石英
(0 1mll)を
含む。

良好 完 形

珊期
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内外面ナデ。体部内面に板状工具によ
る圧痕が遺存する。

乳灰茶色～
淡灰褐色

やや粗
丁ミZ]・兄三夢こ・
チ ャー ト
(01～ 05
mmpを含帆

良好
1/2

土師器
鉢A2

手づくね成形。回縁部内外面ヨコナデ。
体部および底部内外面ナデ。体部内外面
に粘土紐接合痕が遺存し、また、日縁部
および体部内面の一部に板状工具による
圧痕が遺存する。

暗灰色～暗
灰褐色 英

を
含
石．石ｍ
ず力ゝイこ
。

密

長
⑩

わ
む

良好
1/2

土師器
複合日縁壷
Ba― Ⅲ 胴部最大径

124

□顕部内外面ヨコナデ。体部および底
部内外面板状工具によるナデ。体部外面
中位ヘラケズリ。他はナデ。底部外面弱
いヘラケズリ。

淡灰茶色 やや粗
手昆Z]。兄ヨ夢こ。

チ ャー ト
(01～ 05
mOを含視

良好
1/3

土師器
複合日縁壺
B3~Ⅱ

115
117

回縁部内外面 ヨコナデ。頸部内面ナデ。

召警参雇祭賛悪景写す凛最尿告票社雪輩
はナデ、以下はヘラケズリ。頸部および

筵藝容層ふ磐攀手暑P痕
遺が、また粘土

淡灰茶色～
淡灰黄色

密
長石・石英
(0 1ml)を
わずかに含
む。

良好 口縁部 1/2欠

損

土師器
複合口縁壺
B]― Ⅱ 胴部最大径

116

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ナデ。
顕部外面板状工具によるヨコナデ。体部
内面中位まではナデ、以下は板状工具に
よるナデ。体部外面中位まではナデ。以
下はヘラケズリ。

淡灰黄色～
淡茶灰色

密
長石・石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 口縁部欠損

土師器
直口壷Al

口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ヘ

ラミガキ。体部および底部内面ナデ。体
部外面中位まではヘラミガキ、以下はヘ

ラケズリの後粗いヘラミガキ。体部内面
に粘土紐接合痕が遺存。

淡灰茶色 精良
長石・石英
(01～ 05
m■)を含視

良好
1/2

土師器
直口壺A!

口顕部内外面ヨコナデ後放射状ヘラミ
ガキ。体部内面上位ナデ。以下は板状エ
具によるナデ。体部外面中位までは一部
にヘラミガキが認められるが調整不明臨
底部外面ヘラミガキ。

淡灰茶色～
淡赤茶色

やや粗

=ミ

Z三・穣 ・
チ ャー ト
(01～ 05
mの を含視

良好 口縁部%欠
損

土師器
鉢」

300 回縁部内外面ヨコナデ。口縁部内面ヘ

ラミガキ。口縁部外面ヨコナデ。体部内
面ヘラミガキ。体部外面ヘラミガキ。

淡灰茶色～
淡赤茶色

密
長石・石英
(0 1mm)を
含む。

良好 口縁部・体
部‰

土師器
鉢」

368 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面ハケナデ (9本/cm)の後一部
にヨコナデを施す。

淡灰黄色～
淡茶灰色

密
子ミ兄]・蔽 ・
チ ャー ト
(0 1mm)を
含む。

良好 口縁部・体
部‰

第 3レ ンチ第 7層

自物番拝
]版番拝

器  種 (clll)日 経法量 器言 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

247 土師器
広口壷 A

お

一

口縁部内外面ヨコナデ。顕部内面に板
状工具による圧痕が遺存する。

灰白色 精良 良好 口縁部 1/4
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Ｈ巧
Ｈ巧

番

番

物
版 器  種 径

言
口
哭∽鵜
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

248 土師器
直口壷A

116 口顕部内面ナデ。日顕部外面粗いハケ
ナデ (4本 /cm)。 頸部内面に板状工具
による圧痕が遺存する。

乳灰白色～
乳赤茶色

や や 粗

―

‐
覇

‐

(01～ 05
mm)‐ 赤 色
酸 化 土 粒 を
含 む 。

良好 口縁部%

土師器
直回重 A

114 口頸部内外面ヘラミガキ。日頸部内面
には放射状ヘラミガキを加える。

淡赤茶色～
淡灰茶色

精良 良好 口縁部 1/8

土師器
小型壷Bl

89 口縁部内外面ヘラミガキ。体部内面ナ
デ。体部外面ヘラミガキ。体部内面に板
状工具による圧痕が遺存。

淡灰褐色 やや粗
手ミZξ。兄ヨ夢モ・

チ ャ ー ト

(01～ 05
mOを含帆

良好 口縁部・体
部 1/c

土師器
小型壺BI

113 面
内
が
に
合

内
部
キ
面
接

劇
。体り靭卸

回
る
ラ
部
粘

ｏえ
へ
頸
た

キ
加
に

。ま

ガ
を
部
瞭

ヽ

ミ
キ
一
明
が

ラ
ガ
は
不
痕

ヘ
ミ
面
整
圧

面
ラ
外
調
る

外
へ
部
が
よ

内
状
体
る
に

ｏ

部
射

ｏれ
具
存

縁
放
デ
ら
工
遺

回
は
ナ
め
状
が

に
面
認
板
痕

淡灰褐色 精良 良好 口縁部 。体
部 1/4

252 土師器
小型壷B2

110
77

回縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面板状工具によるナデ。体部外面ヘ
ラミガキ。底部外面ヘラミガキ。体部お
よび底部外面の一部に板状ないしはヘラ
状工具による圧痕が、また頸部内面に粘
土紐接合痕が遺存。

淡赤茶色～
淡灰茶色 英

を
含

石． 石
�
球

。

密
長
⑩
わ
む

良好 %

土師器
小型壷BI

お

一

口縁部内外面ヘラミガキ。体部内面板
状工具によるナデ。体部外面はヘラケズ
リの後ヘラミガキ。

乳灰茶色 精良 良好 □縁部・体
部1/c

土師器
小型壺B8

洞部最大径
93

回縁部内外面ヘラミガキ。体部内面上
位板状工具によるナデ、以下はナデ。体
部外面ヘラミガキ。体部内面上位に粘土
紐接合痕が遺存。

乳赤茶色～
淡灰茶色

精良 良好 体部 1/3

土師器
小型壷Bl

10,0 口縁部内外面ヨコナデ。体部および底
部内面板状工具によるナデ。体部および
底部外面ナデ。体部および底部内面に板
状工具による圧痕が遺存する。

淡灰茶色 やや粗
長石・石英
(01～ 05
mmpを含視

良好 口縁部・体
部 1/3

256 土師器
高杯A4

杯部内外面ヘラミガキ。杯部内面に放
射状ヘラミガキを加える。杯底部内面ナ
デ。杯底部外面弱いナデ。

精良 良好 杯部 1/4

257 土師器
高杯 A

柱状部内外面板状工具による弱いナデ。
柱状部内外面の一部に板状工具による圧
痕が認められる。

乳灰褐色～
淡灰橙色

やや粗
よ三Я雪・ 穣 ・

チ ャー ト
(01～ 05
mmJを含視

良好 柱状部のみ

土師器
器台 B

裾径 111

裾端部内外面ヨコナデ。裾部内面ハケ
ナデ (7本 /cm)。 裾部外面ハケナデ
(8本 /clll)の後斜方向のヘラミガキ。

淡灰褐色 やや粗
fミZ三・穫 。
チャー ト・
雲母 (01
-0.5 mm)
を含む。

良好 裾部 1/2

土師器
鉢El

口縁部内外面弱いヨコナデ。体部およ

駿蜃聖費冦蟹落晶l、ケ夢声森緊唇警参層
部内面に板状工具の痕跡が、また、体部
および底部外面に板状工具による圧痕が
遺存。

乳赤茶色～
淡灰褐色

密 良好 外面に亀裂
完形
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I 久宝寺第 1次調査

重物番胃
頸版番縄

器  種 (cll)日
法量  器 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備  考

二 四

土師器
鉢A2

84
70

底径 28 笞巨言事鼻g髯懇三暑藝絲
課案電毒占

び底部内外面に板状工具の痕

淡茶灰色～
淡褐灰色

密
長石 。石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好 完 形

土師器
鉢
底径 32

口縁部付近内外面ヨコナデ。体部およ
び底部内外面板状工具による弱いナデ。
体部内外面に板状工具の痕跡が遺存。

淡灰褐色 密
長石 。石英
(0 1ull)を
含む。

良好 体底部 1/2

二 四

土師器
鉢A2 馨懸最菖ヨ骨覺ζこ阜禽昌自ζ三警昼雷

審デ
存。口縁部外面に粘土紐接合痕が遺

淡茶灰色～
淡灰茶色

密

長石・石英
(0 1mm)を
含む。

良好 ほぼ完形

263

二 四

土師器
鉢A2

手づ くね成形、回縁部内面板ナデ。日

弩馨争軍:ヨ操素ぞ&な馨素赤g環琴β百
縁部および底部内面に板状工具による圧
痕が、また、体部外面に粘土紐接合痕が
遺存。

淡灰茶色 密
長石・石英
(0 1mm)を
わずかに含
む。

良好
1/2以上

二 四

土師器
甕B4

160 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面タタキ (7条 /cm)。

淡褐色～淡
灰褐色

や や粗
fミ 晃ξ・ 晃Ξ夢こ・

―

・
―
卜引

「

――

卜 (01～
0_5 mm)  を
含 む。

良好 口縁部 1/6

265 土師器
甕B4

174 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面は調整不明。口縁部外
面に粘土紐接合痕が遺存。

乳灰褐色～
淡褐灰色

や や 粗
手ミZ三 ‐―

‐

角 閑 石 ‐雲
母  (01～
0 5mIE)‐ 赤

良好 口縁部 1/6

を含 む。

268 土師器
甕 D

146 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面タタキ (6条/clll)の
後ハケナデ (10本/cm)。 □縁部および
体部外面に煤付着。

乳灰茶色 やや粗
多亀ヱ]・ 7ヨ)ζ・
チ ャ ー ト
(01～ lm⑪
を含む。

良好 口縁部1/6

土師器
甕」4

137 口縁部および受部内外面ヨコナデ。体
部内面の一部にヘラケズリが認められる
が、他は調整不明瞭。国縁部外面に8本
/0 9clllの 櫛描き直線文を施す。

乳灰茶色～
乳灰褐色

やや粗
√ミZ]・ 破 ・
チ ャ ー ト
(01～ 05
mmJを含視

良好 吉備系
口縁部乃

268

二 四

珊鉤
166 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面ハケナデ (6本/cm)。

淡灰褐色～
淡茶褐色

や や 粗
f≧Z三 ‐穣 ・

雲 母・ 角 因
石 ‐チ ャ ー
ト (01～
l mal) を 含
tす。

良好 口縁部・体
部 1/2

第 4ト レンチNR-1

雪版番
=
器  種 tclll)日経芸量 器宿 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

269 弥生土器
広口壷

171 口縁部内外面ヨコナデ。顕部外面中位
に櫛描き直線文を (7本 /1 l clll)を 2
段廻らす。顎部内面ナデ。

茶褐色 粗
fミ兄ξ。兄三夢こ・
チャートを
少量含む。

良好 日縁部 1/2

弥生土器
広口壺

196 口縁部内面上半ナデ。下半ヘラミガキ。
口縁部外面ナデの後32個 (推定)の竹管
文を施す。顕部内面ヘラミガキ。頸部外
面ナデ。顎部と体部の境に段を有する。
頸部上半に指頭圧痕が遺存する。

茶褐色 粗
角閃石・長
石 (l mm)
を多量に含
む。

良好 日縁部3/4
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麿T/2香電

雪版番モ
器  種 (cm)日 笹法量 器宦 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 層台   土 焼 成 備  考

弥生土器
広回壷

122 口縁部内外面ナデ。体部内外面ナデ。
顎部外面上位にヘラ先による一条の沈線
が廻る。

淡灰色 密 良好 口縁部
1/3

弥生土器
甕

162 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面横方
向のハケナデ (6本 /cID)。 体部外面右
上りのタタキ (3本 /cm)、 日縁部外面
上位に指頭圧痕が、中位に粘土紐による
接合痕が遺存する。

茶掲色 密

ア5じ痣・ F零【子・

角閃石を含
む。

良好 日縁部 1/8

二 四

弥生土器
甕
底径 35

突出する平底の底部。体部内面ナデ。
体部外面は右上りのタタキ (3本 /cm)。
底部内外面ナデ。体部内面上位に粘土紐
による接合痕が遺存する。

茶色～赤茶
色

密 良好 体部のみ
ローリング
を受ける。

弥生土器
甕
底径 35

突出するドーナツ底。体部内面ナデ。
体部外面右上りのタタキ (3本 /cnl)。
底部内外面ナデ。

淡茶褐色～
淡灰色

密 良好 ％部

部

体
底

弥生土器
甕

136 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナ汎
体部外面右上りのタタキ (4本 /cm)。

淡灰色 密 良好 口縁部 1/3

弥生土器
甕
底径 47

やや突出するあげ底。体部内面ヘラケ
ズリ。体部外面右上りのタタキ (3本/
cln)。 底部内外面にヘラ先による圧痕が
遺存。

淡灰赤色 やや粗
長石。チャー
ト・角閃石
を多量に含
む。

良好 体部 1/2

底部

弥生土器
有孔土器

一　

一

〇径底

平底。体部内面ナデ。体部外面右上り
のタタキ。体部内面ナデ。底部内外面底
部内面にヘラ先による圧痕が遺存。底面
には表から裏に焼成前の孔を穿つ。

淡茶灰色 良
蹴 浄 チ‐
卜を少量含
む。

良好 体部%
底部
煤付着
ローリング
を受ける。

弥生土器
甕
底径 47

突出するドーナツ底。体部外面右上り
のタタキ。体部内面ハケナデ。底部外面
ナデ。底部内面は調整不明。

淡灰赤色 やや粗
角閃石 。長
石・石英を
多量に含む9

良好 体部%
底部
炭化物付着

弥生土器
甕

一　

一
ワ径底

突出する平底。体部内面ナデ。体部外
面右上りのタタキ (2本 /cln)。 底部内
外面ナデ。底部内面にヘラ先による圧痕
が遺存。

淡茶灰色 密
長石 (3～
5 mm)を 多
量に含む。

良好 体部%
底部

280 土師器
台付き鉢 A

底径 66

脚台部外面ヘラミガキ。脚台部裏面ヘ

ラケズリ後ナデ。底部内面ナデ。
乳淡茶色 密 良好 脚台部のみ

土師器
台付き鉢 A

底径 44

脚台部外面指頭圧成形後ナデ。脚台部
裏面ナデ。体部内面ナデ。体部外面指頭
圧成形後ナデ。

淡灰色 粗
長石・赤色
酸化土粒・
角閃石 (01
mll)を含む。

良好 ％
部
部
台
杯
脚

232

二 四

弥生土器
鉢 B

100
55

底径 30

やや突出した平底。日縁部内外面ヨコ

ナデ。体部内外面ナデ。底部内外面ナデ。
体部内面上位にハケロが、中位にヘラ先
による圧痕が遺存する。

明茶褐色

的
期
む。

く

・
含

石
英
を

密
長
石
石

良好 ほぼ完形
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

電版番拝
器  種 〔cm)日 径

強量 器高 形 態
。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備  考

283 弥生土器
鉢A2

底径 36

突出するドーナツ底。外面に顕著な指
頭圧痕を有する。日縁部付近ナデ。体部
内外面ナデ。底部内外面ナデ。体部内面
上位に粘土紐による接合痕が遺存。

淡茶褐色 密 良好 体部のみ

弥生土器
高杯A 外晉ヂ宴含

面ナデ。柱状部および裾部内
1茶

褐色 密 良好 杯部 1/2

脚部%

二 四

土師器
小型壷B

108
58

|_
l   r考髯

口縁部内外而ヨヨナデ。体部内面ナギ̂ !筆徹
体部郷酌ヘラケズ

'の
後ナデ。

L |

―
‐
一 ―

― ―  
―

― ―
 ― ― ―

十
一
‐ ―
一
_―
― 一
| 

―

:写
習ρ屎最島吾写字簾泳筆界警g」 ド

L灰色

粗
覇 ・チャー
ト・石英を
:了 1君に遣」とぉ

精良

良好 ほぼ完形

二 四

土師器
小型壺B3

良好 ほぼ完形

土師器
小型壷B3

107
(7

黒

g:きg:拿岳啓:全:3:をF漆
剣

淡灰茶色 精良 実好 口縁部 1/2

体部%

土師器
小型壷B2

107 日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。
体部外面剥離がひどく不明。口縁部外面
下半に粘土紐による接合痕が遺存する。

橙色 密 良好 日縁部 1/2

体部L

289 土師器
小型壷B″

102 □縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ。
体部外面上位ヨコナデ。他はヘラミガキ。

淡茶灰色 精良 良好 □縁部 4/2

体部 1/2

土師器
高杯C2

124 口縁部内外面ヨコナデ。杯部内面ヨコ
ナデの後、放射状のヘラミガキ。柱状部
内面ナデ。柱状部外面縦位のヘラナデの
後ナデ。

淡灰黄色 良
fミZ]・ξttξ}・
チャートを
多量に含むD

良好 杯部
柱状部%

土師器
器台 B

脚部内面ハケナデ。脚部外面ヘラミガ
キ。脚部外面中位の四方に透孔を穿つ。

灰黒色 良 良好 脚部のみ

器
Ｂ

備叩
ムロ

土
器

裾径 116

脚部内外面ヨコナデ。脚部外面中位の
三方に焼成後に穿ったと思われる透孔が
ある。

明赤茶色 精良 良好 脚部のみ

土師器
複合日縁壷
B

166 口縁部内外面ヨコナデ。顎部内外面ヨ
コナデ。

乳灰色 粗
砂粒を多量
に含む。

良好 日縁部%

土師器
短頸壷A

120 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面縦位のハケナデ (4本
/cll)の後、部分的にナデ。

灰茶色 密
長石 ◆雲母
を少涯筆業亮

良好 □縁部 1/2
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昂需霧∃器  種 (clll, 
日

法量 器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  上 焼 成 備  考

295 土師器
甕B4

142 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (5本
/clll)。

茶褐色 やや粗
長Z許 チャー
ト・雲母を
多量に鉱

良好 □縁部1/3

296 土師器
甕B4

170 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのタタキ (10本
/cm)。 一部にハケロが認められる。口

縁部外面中位に指頭圧痕が遺存する。

淡灰色 密
角閃石 。長
石を含む。

良好 口縁部
1/8

297 土師器
甕 D

168 日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面ハケナデ (6本 /cm)。

淡灰茶色 密
角閑石を多
く含む。

良好 口縁部
1/4

土師器
甕E4

150 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面ナデ。

淡茶色 粗    十
長雁帝チャー

トを多量に
含む。

良好 口縁部
1/3

煤付着

299

珊鋤
162 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。体部外面右上りのハケナデ (6
本/cm)。

淡灰茶色 粗
√ミZ三・冨冨氏}・
チャートを

参孝督自1こモ要j。

良好 口縁部 1/8

二 四

土師器
鉢12

222 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面ナ
デ 。

乳灰色 やや粗
長石を多量
に含む。

良好 口縁部
1/4
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

は じめに

本調査で出土 した土器類の大半は古墳時代前期 (布留式古相)に位置づけられるもので、中

河内地域のこの時期の上器様相を考えるうえで貴重な資料といえよう。なかでも、第 2ト レン

チのSW-1お よび第 7層の出土遺物は数量および器種が豊富であり、中河内地域のこの時期
の上器組成を考えるうえで示唆に富む資料を提供 している。

ここでは、今回検出した資料と既往調査の資料を中心として中河内地域の古墳時代前期 (布

留式古相)の土器組成を明確にするとともに、布留式甕の出自のありかたや消長時期を明確に

するなかで、布留式の範囲を考えてみたい。また、最後には本書に掲載 した資料を中心に中河

内地域における古墳時代初頭～前期 (庄内式～布留式)を通 しての土器組成の変遷をたどって

みたい。

1)中河内地域における布留式古相の甕形土器について

第 2ト レンチのSW-1お よび第 7層からは、甕A3.B4.Do E.Fと .」4.Klの 7型式に

分類 した甕形土器が出土している。なかでも、河内型庄内式甕の最終形態である甕B4と 庄内

式から布留式への過渡期の形態様相を示す甕 D。 甕 Eおよび布留式甕Flの 共存関係は中河内

地域の布留式古相における甕形土器組成の一端を可視的に示すものとして注目される。

ここでは、庄内式甕と布留式甕の中間的な形態をとる甕 D、 甕 Eに注目し中河内地域に於

ける布留式古相の甕型土器の様相を考えてみたい。甕 Dは布留式影響庄内式甕としたもので、

形態的には甕B4と大差はないが、体部外面にハケナデ調整を施すことや底部内面に指頭圧痕

が残存する等の特徴を持つもので、布留式甕を指向した甕である。甕 Eは布留式傾向甕で布

留式甕の属性の一部を具備したもので、形態的にはバラエティーに富んでいる。奈良県桜井市

の纏向遺跡の形式分類ではこれらの甕を甕 Cに分類されており、経向 2式 (庄内 1式 )後半

に出現 し経向 3式 (庄内 2式)に盛行するものとされている。

この 2型式の甕形土器については、庄内式から布留式の過渡期的な様相を示すものであるた

め、成立に至る経過や帰属時期をめぐって多くの論争がかわされてきた。小山田宏一氏は「布

留式成立に関する覚書」の中で、経向遺跡の形式分類で「甕 C」 とされた甕をC― a類とC― b
註 2

類に区別 し、これらの甕の分布範囲が汎西日本的に広がることに注目し、これらの甕の成立過

程の広汎な連動が古墳文化発生の共通性を示 しているものとされた。布留式甕の成立について

は、甕 C― b類は庄内式甕の成形原理と山陰・ 山陽系技法の複合化の結果誕生 したものとされ

第 垂早 めとま
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た。氏の分類に従えば甕 Dが C― a類に甕 Eが C― b類に該当するもので、後者においては布

留式の概念で捉えることが可能であるとされた。米田敏幸は氏の分類した布留系甕Bの倒卵形
註 3

の体部形状や肩部に横ハケ調整や波状文を施す特徴は山陰系の影響によるもので、この布留系

甕 Bがその後、布留系甕 (布留系甕 D)の基本形になるものとし、その淵源を山陰地方にも

とめている。寺沢薫氏はこれらの甕を 0式布留形甕としたうえで、これらの甕の形成は庄内大
註 4

和形甕を母胎として、これに山陰 。山陽地方 (と りわけ山陰地方)の土器製作技術が導入され

たことによって成立したものとされた。一方、奥田尚氏は胎上分析の結果から布留式傾向甕の
註 5

発祥地として因幡地方が推定され、布留式甕の発祥地として加賀南部が推定されるとしたうえ

で、庄内式甕、布留式傾向甕、布留式甕の形態については、漸移的な変化のなかで形態が変化

したものではなく、これらの甕が発祥 した僅かの時間と場所の違いであるとし、これらの甕が

持ち運ばれた結果として、同時期に庄内式甕、布留式傾向甕、布留式甕が存在する現象を生み

出したものとされた。

このように、甕 D.Eの存在は汎西日本的なスケールで布留式期に移行する過程を土器相か

ら検証するうえで、小型精製三種土器と共に常に注目されてきた器種のひとつである。中河内

地域の布留 I期の甕形土器の組成をみれば甕 Do Eの ほか、甕 A類.B4.Fl,F2.」 4.H,

K.Ml,M2.Nが あり、甕形土器の多様化が顕著である。 しかし、布留Ⅱ期には甕形土器が

甕 D.E類.F類の 3型式に激減するとともに、存続する型式のなかでも数多くのバリエーショ

ンが認められた甕 E類が激減し、甕 F類に斎一化されていることから、布留 I期の中で甕 E

類から甕Flへ の早急な変化が認められた。これらの変化は、庄内式甕にみられたような漸移

的な型式変化の範囲では理解されないものである。 したがって、布留式甕の成立においては、

内在的な型式変化のほかに外的な要因を含めて考える必要があろう。胎土分析の結果では、甕

Dの 13点中、八尾市恩智 8点、八尾市久宝寺 1点、加賀南 1点、播磨 1点、その他 2点で、甕

Eでは 4点中、加賀南部 2点、八尾市久宝寺 1点、その他 1点であり搬入比率が高いことが窺

える。布留式甕である甕Flについても、22点中、加賀南部12点、八尾市恩智 3点、八尾市久

宝寺 2点、その他 5点であり、布留式甕成立段階においても搬入品が在地産を凌駕しているこ

とが指摘できる。特に加賀南部系の甕については甕 D.E.Flの 3型式が搬入されていること

が確認された。なお、同時期に比定される萱振遺跡 SE03か らも加賀南部系の布留式甕が出土

しており、これらの搬入関係が中河内地域ではこの時期に確立 していたことが明らかになった。

これらの結果をみる限りでは、布留式甕の成立にあたっては奥田尚氏が指摘されているように、

中河内地域に先行 して加賀南部で布留式甕が成立 していた可能性が高いように思われる。以上

のことから甕Flの成立にあたっては、甕 Eか らの形態変化のなかで成立 したものではなく、

加賀南部地域から直接布留式甕が持ち込まれ、それらに触発されて在地産の布留式甕が製作さ
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I 久宝寺第1次調査

れたものと推定される。一方、これらの甕の搬入先である北陸地方では、当該期の土器編年案

が数多く示されている。なかでも、胎上分析の結果、これらの甕の製作地とされた加賀南部地

域を中心として土器編年が試みられている漆町遺跡編年に従えば、甕 E類 に類似 した甕 (甕
註 6

11)が漆 。7群土器 (Ⅲ型式)段階に出現し、盛行するものとされており、続く漆・ 8群土器

(Ⅳ型式)の段階で布留系甕 (甕 12)に定着するものとされている。これらの編年案と今回試

みた中河内地域の編年案で併行関係を示せば、甕 Eの出現をみた庄内Ⅲ期が漆町・ 7群土器

(Ⅲ型式)に、甕 E.Flが共存する布留 I期が漆町 8群土器 (Ⅳ型式)と共通 した内容を示 し

ている。

以上が胎土分析の結果を中心とした中河内地域の布留式甕成立期の様相である。ただ、漆町

遺跡出上の上器群と本資料を実見し比較・検討 した結果では、流紋岩の砂粒の含有量や色調等
註 7

に相違点が認められ、さらには、当該期に河内地方から搬入された土器が皆無であるとの指摘

もあり、必ずしも加賀南部に限定することには首肯できない点もあるが、いずれにしても、胎

土に流紋岩の砂粒を含む甕に影響されて中河内地域の布留式甕が出現した事実に変わることは

ない。今後も流紋岩を起源とする砂礫が分布する地域で、これらの甕の産地を限定していく必

要があるとともに、中河内地域で確認された布留式甕成立期の状況が畿内の各地域でも普遍的

であったかを確認していく必要があろう。

2)中河内地域における布留式古相の上器組成

昭和13年(1938)に末永雅雄・小林行雄 。中村春寿氏により提唱された「布留幻 の設定以欧
註 8

先学諸氏による数多くの研究が提示されており、「布留式」が畿内の古墳時代前期を代表する

土器様式であることが認識されている。ただ、布留式の範囲の概念に関しては一定ではなく、

開始期を布留式甕の出現におくものと小型精製三種土器の出現をもって布留式とする考え方が

あり、終焉についても布留式甕の消長とするものと須意器出現期とする考え方もある。このよ

うに、編年的研究が飛躍的に進歩したにも拘わらず、その根本である「布留式」の範囲概念が

個々の研究者により飢騒を来しているのが現状である。ここでは、甕Flの 出現をもって布留

式の成立と規定したうえで、中河内地域の布留式古相の土器組成を考えてみたい。なお、これ

らの事柄を検証するにあたっては、先行する庄内式新相 (庄内Ⅲ期)および後出の布留式古相

(布留Ⅱ期)に比定される資料を比較資料とした。

・壷

広日壷類は庄内Ⅲ期および布留 I期を通して広口壷 A.B.C,D2の 4型式が存続するもの

の減少傾向は顕著で、布留 I期の段階で広日壷の大半の型式が消長をとげている。四国の阿波

東部を中心に分布をみる広口壷D3は布留 I期に搬入されている。短頸壺はA.Bと もに布留
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I期に激減しており、広口壺と同様の傾向を示している。長胴壷は庄内Ⅲ期に出現するもので、

布留 I期に盛行するが布留Ⅱ期には継続しない器種である。短頸直口壷 A類はA2が庄内Ⅲ期

に消長をとげており布留 I期に継続するものはない。大型直口壷 Aは庄内Ⅲ期に増加する傾

向をみせるもので、布留 I期には量的に確立するが布留Ⅱ期には減少している。大型直口壷 A

の布留 I期の盛行はこの時期に激減する大型の広口壷とは対称的であり、布留 I期に存在する

大型壷としてはこの型式に斉一化されている。直口壷Alは庄内Ⅲ期に増加がみられ、布留 I

期に盛行するが布留Ⅱ期以降は激減している。直口壷A2は布留 I期に成立するが量的には僅

少である。直口壷 Bは庄内Ⅲ期には存在するが、布留 1期 には消長 している。東海系の特徴

を示す直口壷 Cは庄内Ⅲ期から布留 I期に存在するが量的には僅少である。細頸壺 Aは現時

点では本調査資料のみである。複合日縁壷は庄内Ⅲ期においては複合口縁壷Al.A2.Bl.B3.

Eの 5型式があり、布留 I期には新たに複合口縁壷B2.D.Fが出現しているがAIは激減して

いる。特に複合口縁壷BI.B3.D.Eは この時期に盛行するが大半の型式はこの段階をもって

激減し、布留Ⅱ期では吉備系の大型の複合回縁壷のD型式のみが量的に確立 している。布留

式の指標とされる小型丸底壺は庄内Ⅲ期に出現した小型壷Blが布留 I期に盛行するとともに

小型壺B2の出現と量的増加、さらには小型壷B3へ の移行が認められる。なお、 この時期の小

型丸底壺 B類については、萱振遺跡 SE03出土のものが胎土分析の結果、吉備系とされている。
註 9

本資料の小型壷 B類中にも、播磨 。因幡・加賀南部のいずれかと推定されるⅣ e類型が大半を

しめており、小型精製三種土器の一画を占める小型丸底壷のなかに多くの搬入品が含まれてい

ることが確認された。小型壷 Cは この時期に出現するが量的に確立 しない段階で消滅してい

る。小型壺 Dは庄内Ⅲ期に出現しこの時期に継続するが小型壷 Cと 同様出土量は僅少である。

・高杯

この時期量的に確立しているものは高杯A4で庄内I期から布留Ⅱ期をとおして高杯の主流

となる。庄内Ⅲ期に盛行した高杯A3.B2.C2は この時期激減している。新たに高杯A5が出現

するが増加をみるのは布留Ⅱ期以降である。

・器台

器台は山陰系の特徴を示す器台Clと器台Clの退化形態である器台C2の出現が特徴的である。

大型の器台Clは布留Ⅱ期以降減少している。小型の器台C2は この時期においては大半が精製

品であるが、以後は形状や調整等に変化を持ちながら布留Ⅳ期まで存続している。布留式土器

の指標とされた小型器台はB3が この時期盛行するが、布留Ⅱ期以降は減少傾向が顕著である。

●甕

甕形土器においてはこの時期型式の多様化が顕著で、搬入品の占める割合が高い。V様式系

の特徴を持つ A類は甕A2が僅少であるのに対して、甕A9は一定量の出土がみられるが、 この
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段階を境に激減している。庄内式甕では甕B4の量的増加をみるが庄内Ⅲ期に盛行 した甕B3は

激減している。大和型庄内式甕の特徴を示す甕 Cは この時期中田遺跡 (中田 1丁 目39-土

坑
∴
)で僅かに 1点が確認されている程度で、中河内地域では庄内式期から布留式期を通して

も甕 Cの出土量は微量である。布留式影響庄内式甕とした甕 Dは庄内Ⅲ期に出現 し、布留 I

期に盛行するもので布留Ⅱ期にも減少傾向を示しながらも存続する。布留式傾向甕とした甕 E

類は甕 Dと 同様庄内Ⅲ期に出現し、布留 I期に盛行するが布留Ⅱ期には激減 している。布留

式を象徴する布留式甕 F類は甕Fl.F2が布留 I期に出現するが盛行するのは甕Flである。甕
Flは布留 H期以降も数量を減じながらも存続している。搬入された甕形土器の中では、 この

時期甕」4.Klが量的に増加する。甕 H.Ml.M2こ の時期存在するが量的には少量である。
・鉢

甕形土器と同様布留 I期の段階で型式の多様化と各型式の量的増加がみられる。この時期庄

内Ⅲ期から継続して量的に増加するものは、鉢El.Hl.H2.」 1.J2である。この時期出現す
るものは鉢 F.11,12があるが鉢12以外は出土量は僅少である。

・台付き鉢

台付き鉢 A類については、プレ庄内期から布留 I期まで継続 した型式であるが、この段階
で消長をとげている。台付き鉢 B類は山陰系を中心に分布するもので、布留 I期のみに存在
を認める。また、微量ではあるが台付きの鉢H2が存在するのもこの期の特徴である。

・手焙形土器

手焙形土器は、八尾市太子堂遺跡 SD-1下
昂
で東海系の特徴を示す手焙形土器 B類が 1点

註 i

出土している程度で、在地産のものはこの段階で消長をとげている。

3)中河内地域における庄内式から布留式上器の編年試案

1938年 に末永雅雄・小林行雄 。中村春寿氏らにより提唱された「布留式」の上器様式はその
註12

後、土器を編年的に細分しようとする動きのなかで、先学諸氏に多くの論争の場を提供してき

た。中河内地域に限定しても、1956年に坪井清足氏が「最も純粋な形」の布留式土器の資料と

して布施市 (現東大阪市)珂 若ヽ江北遺跡出土土器群を紹介したものが編年的研究の晴矢である。

その後、1958年に藤井寺市船橋遺跡 (O地区)お よび1964年には松原市上田町遺跡の調査が実
註14 註15

施され、畿内V様式と小若江北遺跡出土土器群の間を埋める資料の存在が明らかになった。そ
のような混沌とした状況下、1965年には田中琢氏により畿内V様式と布留式間を埋める土器様

式として「庄内式」が提唱されるに至り、畿内の古式土師器は庄内式・布留式の土器様式が確

立され編年的研究が新たな局面を迎える結果となった。1979年に都出比呂志氏は「前方後円墳

出現期の社会」の中で河内地方の布留式上器の細分案を示され、古相の資料として藤井寺市船
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橋遺跡 Hl・ 東大阪市馬場川遺跡 T地点、中相の資料として小若江北遺跡出土土器群、新相

の資料として奈良県上ノ井手遺跡 SE030下層の土器群とする 3相 に区分する編年案が示されて

いる。1980年代になると大規模な発掘調査に伴い、遺跡単位毎に編年案が示されるようになる。

1981年に刊行された八尾南遺跡はそれらの先駆的なもので、米田敏幸氏は河内型庄内式奮を 5
註 18

型式に分類 したうえで庄内式上器の細分が試みられている。また、近畿自動車道に関連した一

連の調査報告書においては、1984年 に渡辺昌宏氏が「美園」で、阪田育功氏が「佐堂 (その 2)
註 19

-I」 で、1987年 に一瀬和夫氏が「久宝寺南 (その 2)」 で、金子工裕氏が「久宝寺北 (そ の
註20                                註 21

1～ 3)」 でそれぞれ庄内式ならび布留式土器の編年案を示されている。さらに、1986年 には
註22

嶋村友子氏は「河内における庄内式の甕形土器」の中で河内型庄内式甕の変遷から庄内式が 4
註23

期に細分することが可能であるとされた。1991年に米田敏幸氏は「古墳時代の研究 6-土師器

の編年 1近畿」で庄内式～布留式土器を9期に区分する編年案を示されている。一方、寺沢
註24

薫氏は大和地方の古式上師器を11期様相に区分する編年試案を提示 し、各地方との併行関係の
註25

中で河内地方の編年的序列を明らかにされた。このように、多くの編年案が示されており、大

概的な推移は整った感があるが、一部を除けばいずれも遺跡毎に実施されたもので、部分的に

欠損した部分が生 じたものや、限定された資料の中で過度な細分を実施 したものも見受けられ

た。

今回、これら多くの編年案が示されているにも拘わらず、結果的には新たな編年試案を提示

する形になってしまった。これは、本書に掲載 した古式土師器の形式分類を実施 して編年的序

列を付与する過程で、既存の編年案の中には庄内式から布留式を通 して実施されたものが少な

い点や限定された器種のみで編年的な位置付けが行われている事などによる。しかしながら、

先学諸氏によって提示された編年的序列の有効性が失われたものではなく、基本的にはそれら

を踏襲して羅列 したものであることは言うまでもない。

庄内 I期

この期の特徴としては、河内型庄内式甕BIの成立をはじめとして、加飾化 した器種の出現

および新出性土器の増加に伴って形式が多様化することにある。このように、新出性の土器の

増加に伴う土器組成の急激な変化は変革期の社会相を反映した内容を示している。

広口壷ではA.B.C,Dl.D2が あり、型式数ではプレ庄内期と変わることがない。短頸壷

Aは存続するが出土量は微量である。大型直口壷 Aは この期に出自をみるが、成法寺遺跡 SK

28(1)の ように体部が長胴形で平底の底部を有しており、定形化する以前の大型直日壺 A
註26

の祖形と考えることができる。直口壺では成法寺遺跡 SK-28(2)の ような平底の底部を有
註27

する直回壷 Bの出自をみるが、定形化 した直日壷 B(精製品で底部は丸底)が顕在化するのは
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庄内 H期以降である。複合回縁壷はAl.Bl.B2.Cが あり吉備系の複合口縁壷 Cを除けばプ
レ庄内期と型式数は変わることがない。複合回縁壷はBl.B2が主流で、複合口縁壷Al.Cは

微量である。小型壺は小型壷 Aがプレ庄内期から存続するが減少傾向にある。高杯は A類で

はAlか らA2.A3への移行がみとめられA2型式が A類の主流となる。高杯 B類ではBlの 出自

をみるが量蜘には確立 しない型式である。高杯 C類では高杯C2が精製化と定形化を計 り量的

に増加するが、CIは減少傾向が顕著である。吉備系の高杯EI.E2は この時期搬入 されている

が出土量は微量である。小型器台の A類・B類もこの期に出自をもつ。中空の A類ではAと 、
中実のB類ではBl.B2が 存在するがいずれも出土量は微量でれる。大型の器台 Dは庄内式の

特徴とされる加飾化を受けたもので、この期のみ存在する。餐では河内型庄内式甕の最古形態

を示す甕Blの出現が特徴的で、これに影響されて成立 したと考えられる弥生 V様式系甕の甕

A3も この期に出現をみる。甕 A類の中では甕Alが激減 しているが甕A2は 量的には一定量を

保っており、甕Blと ともにこの期の甕の主流となっている。甕 I.」 1.J2の 型式 も存在 してい

るが量的には微量である。鉢はプレ庄内期に盛行 したA類、B類は激減 しており、A類 はこ

の段階で消滅している。鉢 Cは この時期やや増加 している。鉢 Dは吉備系の鉢 と推定される

もので、この期まで存続するが本期をもって消滅する。プレ庄内期から存続する鉢 Elは 量的

な増加はみないものの存続する。鉢Glは この期に出現 し量的にも確立するもので小型鉢の主

流をなす。大型鉢では」類が量的に確立 しており大型鉢の主流となつている。鉢 Kは吉備系
の鉢で、大型のものと小型のものがある。鉢 Lは四国東部系の小型の鉢で美園遺跡 DSK306で

註28

出土例がある程度である。台付き鉢はA類が存続するが出土量は微量である。有子し鉢 A類 。

B類 も存続するが出土量は微量である。手焙形土器はA類・B類が存在している。

この期の資料としては、東大阪市馬場川遺跡井
亀 !9、
八尾市中田遺跡刑部土坑、成法寺遺跡

SW-1・ SK異 28、 成法寺遺跡 SE亮
島
、美園CSD-320(下層)。 DSD-304、 東狙[遺跡 9次

註 33

SE-1・ SE碍
乙
、東郷遺跡19次 SX415な どがある。(P-25 第 2表参照)

庄内Ⅱ期

この期の指標とされるものは、甕B2の盛行、直回壷Al・ 高杯B2の出現と小型器台のB3型式

への斉一化があげられ、小型 。中型器種の丸底化と精製化への移行が進行している。

壷類では広日壷A.Bが存続しており、広口壷 Bは増加傾向にあるがC.Dl.D2は 微量出
土する程度である。短頸壷は短頸壷 Aが存続する。短頸壺 Bは この期に出現している。短頸

直回壷A2も この期に出現をみるが量的には確立しない。庄内 I期 に出現した大型直口壺 Aは

この期に体部の球形化と底部の丸底化が進行し定形化が計られており、量的にも増力日する傾向

である。直日壷Alは この期に出現しており、庄内式土器の特徴でもある精製化が計 られてい

-123-



る。庄内 I期に成立した直口壷 Bは この期に存続するが量的な増加は認められない。複合口

縁壷は前代に引き続き複合回縁壷Bl.B2が主流である。山陰地方を中心に分布する複合口縁

壺 Dは この期に搬入されている。高杯 A類では高杯A3が主流で高杯A2は減少、高杯Alは消

滅している。高杯 B類では新たに高杯B2が出現し、この期の高杯の主流の一画を占めるよう

になる。高杯 C類では高杯Ciが減少しており高杯C2の増加がみられる。器台では器台 A類が

存続するが微量で、この期に出現した器台B3が主流となる。甕 A類では甕Alが この期に消滅

するが甕A2.A3は存続している。甕 B類では甕B2が盛行しており甕Blは減少するものの依然

として一定量を保っている。大和型庄内式甕の特徴を有する甕 Cは この期微量ではあるが存

在している。摂津系ないしは近江系の甕 Hは微量ではあるがこの期に搬入されている。甕 Iも

この期に存在するが出土量は微量である。山陰系ないしは北陸系の甕 Lおよび近江系の甕 O

もこの期に搬入されているが、いずれも量的には微量である。鉢では小型鉢が前代に比 して型

式数を減じており、鉢 B.Glの 2型式のみが存在している。大型鉢は鉢 J類がその主流とな

る。台付き鉢はA類が存続している。有孔鉢はB類が消滅しておりA類のみが存在している。

手焙形土器はA類・B類が存在している。

この期の資料としては、本書掲載の東弓削遺跡 4次 SD-1、 美園遺跡 CSD-305・ CSD―

319・ DSX-304、 西岩田遺跡溝 2、 成法寺遺跡 SE-2、 東郷遺跡 4次 SE-2、 東郷遺跡13次
註36          註37            註38              註39

SK-2な どがある。(P-25 第 2表参照)
註40

庄内Ⅲ期

この期の特徴としては、小型壷Bl、 鉢H2の ような布留式の上器組成のなかで主要な位置を

占める形式の出現や庄内式甕と布留式甕の中間的な形態である甕 Do Eの出現にあるといえる。

壺類では長胴壷 A、 直口壷A2の出現があるほか、短頸直口壷A2、 直口壷Alが量的に確立 し

ている。広日壺は型式の減少が顕著で量的に確立しているのは広口壺 Bのみになる。短頸壷

類、大型直日壺は存続するが量的には少量である。直口壷 Bは この期に消長している。複合

口縁壷はAl.Bl.B2の型式が存続するほか、複合口縁壷A2.B3が 出現するがいずれも量的

には確立していない。吉備系の大型の複合口縁壷Elも この期以降に搬入されている。小型壺

Blは この時期に出現するもので、いわゆる小型丸底壷の最古の形態にあたり、器台B3とのセッ

ト関係が推定される。ただ、この期に量的に確立していないのは、鉢G2の盛行期と一致 した

ことによるものと推定される。小型壺 Dも この時期に出現する。高杯ではA4.B2.Cっ が盛行

しており型式の多様化がみられる。器台は器台B3への斉一化が計られており、量的にも増加

傾向が顕著である。器台A2.A3.Blは 消長している。甕は甕B4型式の出現をみるが、主流は

甕B3で ある。甕 A類はこの期においても甕A2.A3が存続している。甕 D.Eは この期に出現
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するが出土量は微量である。吉備系の甕」類は搬入量が増加傾向である。庄内Ⅱ期に盛行した

鉢Glは この期にはG2に変化しており量的にも増加傾向が顕著である。形態に多くのバ リエー

ションをもつ鉢Elは量的に増加する傾向である。大型鉢の主流をなす鉢」類は増加傾向にあ

る。有孔鉢類はこの期に消滅している。台付き鉢 A類は存続している。手焙型土器は B類が

存続しているが量的には微量である。

この期の資料としては、東大阪市瓜生堂遺跡土器溜 1・ 土器溜 3・ 溝224、 八尾市美園遺跡
註41

CSK-303・ BSK-304、 亀井北 (そ の 1)SD-8455。 落ち込み8006、 東郷遺跡 5次 SD-9
註42                             註43

上層、小阪合遺跡 3次 SD-3鑢、八尾南 SW桑
洗
、山賀遺跡 SK異

銘
などがある。

布留 I期

この期を特徴づけるものは、布留式甕 (甕Fl)の 出現と小型精製三種土器を構成する小型

丸底壷 (小型壷Bl.B2)、 小型器台 (器台B3)、 小型鉢 (鉢H2)の盛行および外来系土器の比

率増加による形式増加にあるといえる。その反面、この期で消長をとげる形式が多いことも外

来系土器や新出土器の多様化のなかで生じた現象と捉えることができる。このように、新旧の

上器形式が共存し、外来系土器に代表される系統性のない土器形式の台頭はまさに画期にふさ

わしい内容を示している。

壷類では、広口壷全型式と短頸壺類の激減と短頸直回壷の消長が特徴的である。長胴壷 A

と大型直口壷 Aは この期に増加傾向が顕著で、大型直口壷 Aは激減した広口壷類にかわって

大型壷の主流となっている。精製品である直日壼Alは盛行するが直口壺A2は量的には確立 し

ない。複合口縁壷はA・ B類に行われていた加飾化が一掃され無紋のものが大半を占める。な

お、複合口縁壷 B類については、Bl.B3が この期に精製化と定形化が計られており、量的に

も確立しているが、B2は この期に消滅している。外来系である複合日縁壷 Do Elも この期に

搬入量が増大している。同じく外来系の小型の複合口縁壷であるFは この期以降に搬入され

ている。小型壺 B類は布留式の指標とされた小型丸底壷に該当するもので、この期に庄内Ⅲ

期に出自をとげた小型壷Blか ら小型壺B2型式への早急な変化が認められ、小型壺Bl.B2の 2

型式がこの期の小型壺の主流となる。小型壷B3も この期に出現しているが、量的に確立する

のは布留Ⅱ期以降である。小型壷 Cは この期に出自をみるが、量的には確立せずこの期で消

長をとげている。小型壷 Dは前代に出自を見たもので、この期まで存続するがこの期で消長

をとげている。高杯は前代に引き続き高杯A4が主流で高杯A3は この期で消滅している。高杯

B2,C2は存続するがこの期で消滅する。高杯D2は存続するが量的には少ない。河ヽ型精製三種

土器の一画をなす小型器台は庄内Ⅲ期に引き続き器台B9が主流である。山陰系の特徴をもつ

器台 C類はCl,C2と もにこの期に出現し、量的な増加が顕著である。甕類はこの期にみられ
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る形式の多様化を一番顕著に受けた器種である。甕 A類ではA2が減少から消滅へ移行 してい

る反面、A3は この期においても存続 している。甕 B類ではB4が盛行しておりB3は激減 してい

る。甕 Cは存続を認めるが量的には微量である。甕 Do Eは量的な増加が顕著である。布留式

甕である甕Flは この期に出自をみるもので量的にも確立 している。甕F2も 出現をみるが量的

に確立するのは布留Ⅱ期以降である。搬入品の中では、甕」4.Kl,Mlが量的に増加を計 ると

ともに甕 H.M2.Nも 少量ながら存在 している。鉢類も型式の増加と量的な確立が計 られて

いる。この期に出現するものには鉢IIがある。前代から引き続き盛行するものとしては鉢El.

Hl.H2.12.」 1.J2がある。減少傾向を示すものには鉢G2が ある。なお、台付きの鉢H2は

微量ではあるがこの期に存在している。台付き鉢 A・ B類は存続 しているが微量で、この期に

消長をとげている。手焙形土器類はこの期に消長をとげている。

この期の資料は中河内地域の庄内式から布留式期を通 じて最も豊富である。以前から良好な

一括資料とされていた萱振遺跡 SE-3・ SK-3を始めとして、本書掲載の久宝寺遺跡第 2ト
註48

レンチSW-1・ 第 7層、久宝寺南 (その 1)3号墓周溝外土器集積・ 3号墓上層・ 3号墓周

溝内下層、久宝寺南 (その2)溝 SD-60上層 。SK-45・ SE-601、 美園遺跡 SE-1、 美園
註49                                   註50           註 51

遺跡 CSD-313、 東郷遺跡 5次 SE-5、 小阪合遺跡 1次落ち込み 7・ 4次 7調査区 SD-1、
註52 註 55

中田遺跡 1丁目39番地土坑 1・ 土坑 2、 亀井北 (その 1)土器群Ⅲ oSD-8021、 八尾南遺跡
註56                         註 57

SE-9。 SK-74な どがある。
註58

布留Ⅱ期

布留Ⅱ期の特徴としては、河内型庄内式甕の最終形態である甕B4の 消長と、主要器種の形

式の斉一化に伴う各形式の減少と消長にあると言える。主要器種の斉一化については、布留 I

期にみられた土器形式の多様化が一掃された結果生じた現象と考えられ、布留式成立期の錯綜

した状況から安定期への移行を上器相からも読み取ることが可能である。また、小型器台 (器

台B3)の 消長により小型精製三種土器の崩壊がみられるのもこの期の特徴である。

壷類では長胴壷、細頸壷の各型式が消長をとげている。短頸壷 A・ B類は存続するが量的に

は微量である。大型直口壺 A、 直日壺AIは存続するが減少傾向にある。大型直口壷 Aの 中に

は布留式甕に影響され日縁端部が肥厚するものがこの期に存在している。複合口縁壷類では複

合日縁壷BIo B9.D.Elが 存続するが量的には激減している。なお、複合口縁壺B3は この期

以降大型化が顕在化している。小型壷はB2.B3.B4の 3型式があるが主流はB3である。なお、

小型壺B4型式を境に小型壷 B類は粗製化へ移行している。高杯ではA4か らA6への型式変イとが

急激に進行しており、高杯A5が この期の高杯の主流を占めている。器台ではB3.Cと が激減 し

ており、小型精製三種土器の一画を占めた小型器台B3は この期で消長をむかえている。代わっ
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て器台C2が小型器台の主流になるが量的には減少傾向である。甕類は甕Fl.F2が盛行 してい

る。甕 D.Eも一定量を保ちつつ存続するが減少傾向にある。外来系の甕の搬入はこの時期希

である。鉢類は前代に比して型式数の減少が顕著である。この期に鉢El.Hl.H2.12が 存続

するが主流は引き続き鉢H2である。大型鉢類はこの期を最後に消長をとげている。

この時期の資料としては、古 くから知られている東大阪市馬場川遺跡 T地点のほか、久宝
註 59

寺北 (1～ 3)SK4011・ SD4029、 久宝寺南 (その 2)落 ち込み SX303下層・ SK-60な どが
註60                                 註 61

ある。

布留Ⅲ期

この期には、精製土器の粗製化が進行するものの布留Ⅱ期から急激に変化するものや新出性

の形式は認められず、主要な土器形式は漸移的な変化のなかで推移している。

壷類では短頸壷 B,大型直口壷 A.直口壷Alが存続する。複合口縁壷はBl.B3,Do El.

Fが継続 しているが、いずれも僅少で主流になるものはない。河ヽ型壺は粗製化が著 しいB4が

主流でB9は激減 している。高杯類では高杯 A6が この期に出現 しているが主流は前代と同様高

杯A5で ある。高杯A4は この期に消滅 している。器台類は前代に引き続き器台C2のみが存続す

るが、形態の退化が著 しく量的にも減少 している。甕類は前代と同様甕Fl.F2が 主流である

がFと は減少傾向である。甕 D.Eも微量ではあるが出土 している。鉢類は鉢Hl.H2が存続 し

ている。

この期の資料としては、早くから布留式の典型とされてきた東大阪市小若江北出土土器群が
註 62

標識となろう。そのほかに、美園遺跡 BSD345・ CSD323、 柏原市川北遺跡溝 3な どがある。

布留Ⅳ期

この期の土器組成の特徴としては、複合口縁壷E2、 河ヽ型壷Bl― Ⅱ、甕 G.高杯A8.A3の 出

現するほか、月ヽ型精製三種土器のなかの小型鉢 (鉢H2)の消滅にある。 また、韓式系土器・

陶質土器・須恵器の出現をこの期のなかで考えている。 したがって、これらの新出性の上器の

出現をもって様式の細分も可能であるが、新出性の土器の受容については各遺跡間の差異に左

右される要素が内在しているため、ここでは土師器の組成変化を中心に編年的な位置付けを行っ

た。

壷類では短頸壷 Bが消長をとげる。大型直口壷 A・ 直口壷Alは微量ながら存続 している。

広口壷では八尾南遺跡 SE-21(7)の ような広口壷 D3は新出性土器に影響されて成立 した型
註65

式と言える。複合口縁壷では吉備系の大型の複合口縁壺E2が出現するほか、Bl.Do El.F

がこの期に存続しているが、D.E2以外は出土量は微量である。小型壷は体部外面にハケナデ
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を施すB5が盛行 しているほか、月ヽ型壷Blをやや大きくした形態で体部外面にハケナデ調整を

施す中型の壷 (小型壷 Bl― Ⅱ)がこの期に成立 している。また、萱振遺跡 SD202の小型壺B5

(本書 P-214(118))の 様に体部中位に穿孔されたものがあり、明らかに須恵器磁を模倣 した

ものと推定されるものが散見されるのもこの期の特徴の一つである。高杯類は高杯Asの減少

と高杯A6の増加がみられるほか、高杯A7.AB.A9の 出現があり型式の多様化がみられる。

なかでも高杯ABの ように杯部が椀形を呈するものや、高杯A9の ように高杯A2を回帰 したよう

な型式の出現は一般的な型式変化のなかでは理解されない内容を内包している。甕類では甕 G.

F3が 出現するほか甕F2も 量的には依然として主な役割を果たしている。小型鉢 H類 はこの期

で消長をとげている。

この時期の資料としては、藤井寺市船橋遺跡 0-Iの ほか本書掲載の萱振遺跡 5次 SD202
註66

が良好な資料である。そのほかに、佐堂遺跡 (そ の 2-I)SD6003・ SD6009・ SK6010、 萱振
註67

遺跡 2次 SD101、 恩智遺跡 SD27、 八尾南遺跡 SE21・ SE26、 津堂遺跡 2T土器溜などがある。

布留 V期

布留 V期 は初期須恵器の生産時期に符号 しているためか、土師器の形式数の減少が顕著であ

る。その反面、韓式系土器は器種・数量ともに増加傾向が顕著である。また、土師器の細部に

須意器の影響を受けた形式が出現するのもこの期の特徴である。

高杯Ap.鉢 E2が出現するとともに、布留Ⅳ期に出現をみた高杯ABの形態の完熟化 と量産化

が計 られている。壷類では、大型直日壷 A.直口壷Al.万 型ヽ壷B5.複合口縁壷E2が存続 して

いるほか、布留Ⅳ期に出現した小型壷Bl― Ⅱは形態的には定形化 しないものの数量の増加 は

顕者である。甕類では甕F3.Gの 2型式が存続するが、甕F9は減少傾向で甕 Gが当該期の甕

の主流となる。この期をもって布留式甕の系譜を引く甕F3が消滅 しており、布留式範囲の概

念を布留式甕の出自と消長とした場合この期をもって終焉とすることが可能である。

この時期の資料としては、早くから知られている船橋遺跡 O― Ⅱ・ H― Ⅱのほか、八尾南遺
註72

跡 SE-1・ SE-5、 久宝寺南 (その 1)落 ち込み -1、 小阪合遺跡 4次 SK-14・ SD-1
註73

(A層 )な ど が あ る 。
註75

註 74
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第 8表 中河内地域のおける庄内式～布留式上器組成推移表 1
様相

形式

Vわk,

閃 Ⅲ

石

ブ レFT I H Ⅲ Ⅳ V

広
　
口
　
壺

A
R
C
Di
D9
D食

E

豆頸壷
A
B
A

& 期 Al
1目 L」 簿 A,
JヽR日 A

直
口
壷

A
A2
L3

C

Ш頚匡 A

複
合
口
縁
壺

A
A2
B
B9

/1ヽ

型

壺

一局

杯

A食

A4

As
AA
A.

Aa
A9
A
RI

t32

Ci
C,
Dl
D2
EI
E,

塑命
　
　
　
　
　
　
ム
ロ

Al
Aタ

AR
T31

B2
134
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中河内地域のおける庄内式～布留式上器組成推移表 2

様相

形式

V様式 相 師智氏十

布 留
智 瓜

プ レFF内 I 内  コ Ⅲ Ⅱ Ⅳ I 留 V

甕

謝
― ー

I

鎌

R

ー

EI

|―」

K

口lW ё瑠 B
B9

有孔銘
A

13

手焙 ;
土 |

韓
=

A
T3
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第10表 庄内Ⅲ期 。布留 I期・布留Ⅱ期資料一覧表

庄内亜期

Ⅱ 久宝寺第 1次調査

※⑤装飾

広 □ 壷 短頸壺 長属雹 直 回 壺 腹合回縁壷 小  型  壷 杯 器 甕 鉢 合付き鉢 有孔鉢 手繕形 そ の 他

A B C D A B A A2 A A B C A B C D E A B C D A B C D A B C A B C D E F H」 K M N D EI F G H I 」 A B A B A  B

瓜生堂土器溜 1 A珍 B2 C2 B3 ○ Gを 器台D

土器溜 3 A4 Bc

1葺224 Dl ○ ○ Ａ
（ A4 B2 C2 Aを 社

b`    ○ G2 H? ○

美園 CSK-303 A4 C2 B] O

BSK-304 ○ ○ A4 C? G2 Hl

亀井北 SD-8455 ○ D2 ○ ○ At
Ａ
Ａ C2 Gゼ

落ち込み8006 ○ O ○ Al Ae ○ 君!            」 G2

東郷 5次 SD-9上 層 AI O O BO              J ○ O    G2      0

小阪合 3次 SD-316 ○ ○ ○ ○ 拿: 置:   ○ O      J3   Ml ○ ○ O G2 1を 」 ○
器台De
鉄 A,K

八尾南 SW-4 O Al ○ B3 ○ O G2   1 ○

山賀 SK-02 ○ O A4 C〃
Ь

Ｄ 〇 G?

布留 I期

広 回 壷 短頸壺 侵嗣ヨ ネ営 直 日 壷 複合口縁壷 /1ヽ 型 士堕 杯 器 甕 鉢 台付き鉢 有孔鉢 手帰形 そ の 他

A B C D A B A2 A A B C A A B C D E A B C D A B C D A B  C A B C D E F H J K M N D EI F G H I J A B A B A B

八宝 守 弟 Zト レ ンテ ○ ○ A=100 A4 B, Cを O B4   0 0 Fl   」4 0 ○
Ｈ

Ｈ

姿手亨田H▼岳口窪雀 ○ ○ ○ Al A4 C】 ○  ○ ○ Hl J

〃  3号 墓上層 ○ ○ Al BI El ○     ○ ○ O      Htt 12 」

″  3号周構内下層 ○ ○ ○
Ａ

△
BI A4 B8 Cl AI B4   0 0 Fl   」 O   HI I?」

久宝寺南 SD-60上層 BI EI A4 C2 C2 Bt   O O F2   」̀  ○
H2

″  SK-45 AI B2 ○ A( ○ F
ユ
百

SE-601 ○ Al C2 Cを ○ O Fl H2 台付小型壷

美園OSE-1 ○
B8 ○ H?

CSD-313 ○ Al B8 ○ G2 ○

亀井北土器群Ⅲ ○ Al B8 A3 B4        Fl ○ G? 鉢 B

SD-802J D8 ○ ○ Al AB BI   O Bl
Ａ
△ C珍 ○ ○ G2暑 !I

萱振 SE-3 O ○ ○  ○ O
A】

○ 82 B4   0 0 Fl 」 Mを H2

SK-3 ○ AI ○ B8 卜! A3 B4   0 Fl 」 1 O      H2 12 0

小阪合 1次落ち込み 7 D2 ○ A2 B3 A4   C2 Dl CI A2畳 i O O Fl 」̀ O Mt O ○ O G2 Hz   J 製塩土器

〃 4択 r調食 必 O O    D] ○ ○ Al 君!   ○ A 〇 A4 B2 C2 D2 A2:3 00F!○ 」̀ O Mi O ○ O G2 H?   ○ 百 1可卵 ■ 2

中田土坑 1 ○ Bl Al C2 B4   0 0      」4 0 ○ ○

″ 土坑 2 D8 ○ Al BI   O El Al 曾80 0 o」 tO Ml G2

東郷 5次 SE-5 ○
F ○ H2 ○

八尾南 SE-9 ○ AI A4 ○ F】 H2 ○

SK-74 B2 B4      0 Fl ○ H?

布留Ⅱ期

広 口 壷 短頸壺 直 口 壺 細頸芝 複合口縁壷 /1ヽ 型 士堕 高 杯 器 甕 鉢 台付き鉢 有孔鉢 手焙形 そ の 他

A B C D A  B A2 A A  B  C A A B C D E A B C D A B C D A B  C A B C D E F H」 K M N D El F G H I」 A  B A  B A B

久宝寺北 SK-4011 B8
A( ○

″ SD-4029 ○ ○ ○ A5 Cl ○ O Ⅲ! H2 1 台付鉢Hz

○ C 〇 〇 F) ユ
一

〃  SK-60

馬場川 T地点 As Hゼ

し
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第11表 布留Ⅲ期・布留Ⅳ期・布留V期資料一覧表

布留Ⅲ期

Ⅱ 久宝寺第 1次調査

※⑬混入

広 回 壷 短顕壷 長撮貫 直 口 壷 順 菖 複合日縁壷 小  型  壺 杯 器 甕 鉢 台付き鉢 有孔鉢 手焙形 そ の 他
A B C D A B A A A A B C A B C D E A B C D A B C D A  B  C B C D E F G H」 K M N D E  F  G H I 」 A B A B A B

小若江北出土土器群 ○ ○ ○ O C ○ ;:
美園 B S D345 Al ○ B4 C O Fl        K】 H2

美園 C S D323 B4

ナ「ロヒ溝 3 Ａ
Ａ

布留Ⅳ期

広  日 壷 短顕壷 長隔ヨ 直 回 壷 閥目 複合口縁壷 小  型  壺 高 杯 器 甕 鉢 台付き鉢 有孔鉢 手焙形 そ の 他
A B C D A B A A? A A B  C A A B C D E A B C D A B C D A  B  C B C D E F G H」 K M N D E F G H I」 A B A B A B

船橋 0-I ○ O B「 I

RI

佐堂 S D6003 O EI C2 Fゼ ○ El

佐堂 S D6009 A, C F2 0
佐堂 S K6010 ○ El 鉢 C
恩智 S D27 ○ ○ O E2 A,A` F20 Ｈ

Ｈ O
萱振 5次 S D202 ○ O E2 ○

萱振 2次 S D101 Ａ
Δ F20

津堂 2T土器溜 A, Bを    O E2 F2

八尾南S E21 ○ Ａ
Δ F]O ⑫ 半底雰、須思器壷

節、絣籐童

八尾南 S E26 Ds ○ EI A′ ⑫ Fd O Q

布留V期

広 口 壷 短顕壷 閉 目 直 日 壷 順重 複合口縁壷 /1ヽ 型 壷 一員 杯 器 霊 鉢 台付 き鉢 有孔鉢 手焙形 そ の 他
A B C D A B A A2 A A B C A A B C D E A B C D A B C D A B C B C D E F G H」 K M N D F G H I 」 A B A  B A B

八尾南 SE-1 E2 Ａ
Ａ ○ K2 El 須恵器、杯身、壷

八尾南 SE-5 E2 A8 ○ K2 重ヤ嬰理
'ヽ

お
久宝寺南落込 -1 As F3 0 中か 俸ど`ロ

船橋 0-Ⅱ ○
B「Ⅱ
R` O F2 0      K2

船橋H一 Ⅱ Ａ
Ａ F3 0      K2 甑

小llk合 4欠
RK-14 ○ A] ○

鵜狙` 阪含 4欠
くn-l rA ○ F]O      K2
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註記

註 1 石野博信・関川尚功編『纏向』桜井市教育委員会 1977
註 2 小山田宏一「布留式成立に関する覚え書」『考古学と古代史』同志社大学考古学シリーズ11982
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Ⅱ 久宝寺第 1次調査

付章 土器表面に見られる砂礫

奥  田 尚

1. イまじむうとこ

大阪府八尾市久宝寺遺跡から出土した古墳時代初頭の餐、壺等の土器に含まれる砂礫の観察

をした。観察資料は完形品、日縁部の破片である。最初に裸眼で土器片全体に見られる砂礫を

観察し、次に倍率30倍の実体鏡で観察良好な部分を観察した。

観察は石種・鉱物種・生物片の色、形、大きさ、量について行った。砂粒を識別する目安と

しては、石種として花南岩、閃緑岩、斑糖岩、流紋岩、安山岩、玄武岩、火山ガラス、砂岩、

泥岩、チャート、片岩、蛇紋岩、変輝緑岩、鉱物種として石英、長石、黒雲母、白雲母、角閃

石、輝石、撤棧石、柘摺石、磁鉄鉱、生物片として海綿の骨片、ウニの刺、貝殻、有孔虫、炭

質物質等があげられる。また、火山岩と深成岩とを区別するために、鉱物が結晶面で囲まれて

いる自形か結晶面が認められない他形かの判断もした。特に、石英、角閃石、輝石について注

意をはらった。形については、角、亜角、亜円、円の4段階に区分した。粒径についてはmm単

位で日測した。量については、非常に多い、多い、中、僅か、ごく僅か、ごくごく僅かの 6段

階とした。

岩石片の同定については、鉱物構成で名称が変わり、粒が小さいため判断しにくい場合が多

い。そのために、石英 。長石、石英 。長石・黒雲母、長石・黒雲母が噛み合っていれば花闇岩

とし、角閃石が噛み合っていれば閃緑岩、輝石や撤梗石が噛み合っていれば斑楯岩とした。ま

た、自形の石英が見られれば流紋岩に、自形の角閃石、輝石が見られれば安山岩とした。片理

があれば片岩とした。このような岩石区分は岩石全体が判れば名称が異なる場合もある。

2.砂礫の特徴

識別できた砂礫種は、岩石片として花南岩、閃緑岩、斑糖岩、流紋岩、砂岩、泥岩、チャー

ト、片岩、火山ガラス、鉱物片として、石英、長石、黒雲母、角閃石、輝石、生物片として海

綿の骨片である。それぞれの特徴について述べる。

花南岩 :色は灰白色、粒形が角、粒径が最大 8 mmである。石英 。長石、石英・長石・黒雲母

が噛み合っている。

閃緑岩 :色は灰色、粒形が角、粒径が最大 l mlnである。長石・角閃石、石英 。角閃石が噛み

合っている。
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斑糖岩 :色は灰白色、粒形が角、粒径が最大 6 mmである。長石 。角閃石が聴み合っている。

流紋岩 :色は白色、灰白色、灰色、暗灰色、黒色、褐色、赤褐色、茶褐色とさまざまで、粒

形が角、亜角、亜円、粒径が最大 8 mlnで ある。石英の斑晶がみられるものもあり、石基はガラ

ス質である。

砂岩 :色は灰色、粒形が亜円、円、粒径が最大10mmで ある。

泥岩 :色は灰色、粒形が亜円、粒径が最大0.2mmで ある。

チャート:色は灰白色、灰色、暗灰色、黒色、褐色、赤褐色とさまざまで、粒形が角、亜角、

亜円、粒径が最大 8 mmで ある。

片岩 :色は黒色、灰色、粒形が亜角、粒径が l mmで ある。泥質片岩である。

火山ガラス :無色透明、褐色透明で、粒径が最大0.5mmで ある。貝殻状、フジツボ状、 東状

である。

石英 :無色透明、粒形が角、粒径が最大 5 mmである。複六角錐あるいはその一部がみられる

ものもある。

長石 :無色透明、灰色透明、白色透明、灰白色で、粒形が角、粒径が最大 6 mmで ある。

黒雲母 :黒色、金色の金属光沢があり、粒径が最大 4 nmである。板状、粒状をなす。

角閃石 :黒色、粒形が角、粒径が最大 6 mmである。粒状、柱状をなす。柱状で自形をなすも

の、あるいは一部に結晶面がみられるものがある。

輝石 :青銅色透明、褐色透明、黒色透明で、粒形が角、粒径が最大0.5mmで ある。柱状、短

柱状で自形をなすものが多い。

海綿の骨片 :色は白色、粒形が棒状で、粒径が最大0.5■■である。

3.砂礫種構成

観察 した砂礫種構成は、花聞岩と他形の石英 。長石からなる花蘭岩質岩起源と推定される砂

礫を主とするグループ、角閃石が多 く含まれる閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とするグ

ループ、流紋岩質岩と自形の石英からなる流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とするグルー

プがある。これらの砂礫種構成と他の砂礫種を組み合わせて類型区分をした。砂礫が少量の場

合、細粒の場合、表面に付着物が多く観察が不良の場合は類型区分不能とした。

I類型 :花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

花闘岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含ま

れ る Ib類型

花闘岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源・流紋岩質岩起源と推定される

砂礫が僅かに含まれる
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花闘岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

砂礫、チャートが僅かに含まれる

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

砂礫、チャート、片岩が僅かに含まれる

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

僅かに含まれる

花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

れる

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

砂礫が僅かに含まれる

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

砂礫、砂岩・泥岩やチャートが僅かに含まれる

花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

れる

Ⅱ 久宝寺第1次調査

閃緑岩質岩起源・ 流紋岩質岩起源 と推定される

I bdg類型

閃緑岩質岩起源 。流紋岩質岩起源と推定される

I bdgh類型

閃緑岩質岩起源と推定される砂礫、チャートが

I bg類型

流紋岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含ま

チャートがごく僅かに含まれる 
一
Ⅳ g類型

安山岩質岩起源と推定される砂礫、チャートが

Id類型

流紋岩質岩起源・安山岩質岩起源と推定される

I de類型

流紋岩質岩起源 。安山岩質岩起源と推定される

I deg類型

安山岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含ま

Ie類型

Ⅱ類型 :閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、花聞岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含ま

れ る Ha類型

閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、花南岩質岩起源・流紋岩質岩起源と推定される

砂礫が含まれる E ad類型

閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、花蘭岩質岩起源・流紋岩質岩起源と推定される

砂礫、チャートが含まれる Ⅱ adg類型

Ⅳ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源・安山岩質岩起源と推定される

砂礫、泥岩がごく僅かに含まれる

流紋岩質岩起源と推定される砂礫のみからなる

Ⅳ beg類型

Ⅳ d類型

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、安山岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含ま

れる

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、

Ⅳ e類型

ごく僅かに含まれる

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主と

僅かに含まれる

Ⅳ eg類型

し、安山岩質岩起源と推定される砂礫、片岩がごく
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流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、角閃石が他形を示すが、安山岩質岩起源か閃緑

岩質岩起源が判断できない砂礫、砕屑岩が僅かに含まれる Ⅳ n類型

以上のように類型区分をすれば、観察 した限りの資料では、第12表に示すように I bdg類

型とⅡa類型、Ⅳ e類型に集中が見られる。

4.砂礫の採取地

遺跡が位置する河内平野には江戸時代の始めまでは大和川が南から北へ流れていた。西には

南北に上町台地、東には生駒山地、金剛山地、南には和泉山脈があり、奈良盆地の水は生駒山

地と金剛山地の間にある亀の瀬渓谷から流れ出し、柏原市船橋付近で石川と合流 していた。地

形と岩石分布の影響により、山地から流れ出す河川の砂礫は岩石分布そのものを示 し、多 くの

谷の水を集めた石川や大和川では多種の岩石片を含んでいる。柏原市玉手山付近の石川では花

南岩質岩起源の砂礫を主とし、流紋岩質岩起源と推定される砂礫や泥岩・砂岩やチャー トが僅

かに含まれ、長石が比較的多い。これに比べて、八尾市中田付近の砂礫となれば石英が多 くな

り、長石が少なくなる。遺跡が位置する久宝寺付近から南にかけては、比較的チャー トが多く

なる。

河川砂礫の傾向から、久宝寺遺跡から出土 した土器に含まれる Ib類型、 I bd類型、 I bdg

類型、 I bg類型の砂礫は久宝寺遺跡付近で採取できる砂礫である。 しかし、 I bd類型 とし

た吉備系の甕に含まれる砂礫の閃緑岩には細い柱状で結晶面で囲まれた角閃石が含まれること

から、岡山市足守川の砂礫と推定される。また、Ⅱ ad類型の砂礫にも閃緑岩には細い柱状で

結晶面で囲まれた角閃石が含まれていることから足守川の砂礫であると推定される。 I bdgh

類型の砂礫は岡山市旭川の砂礫、百間川付近の砂礫に酷似する。Ⅱa類型の砂礫は他形を示す

角がある角閃石や長石が多いことから、閃緑岩質岩の媒乱砂であると推定される。平地には産

しない砂礫である。角閃石が多く含まれる閃緑岩が生駒山地の八尾市楽音寺付近、同市大窪東

方の山頂付近、同市恩智付近に小岩体として分布する。恩智付近の岩体の媒乱砂の鉱物構成が

Ⅱa類型の砂礫種構成に酷似する。Ⅳ e類型の砂礫は播磨付近、因幡付近、加賀南部付近の砂

礫種構成に似ているが、布留甕や布留傾向甕に含まれる砂礫は加賀南部の砂礫に酷似する。壷

の砂礫については限定できない。Ⅳ beg類型の砂礫は 播磨付近の砂礫に酷似する。推定出来

ない l de類型、 I deg類型、 Ie類型、Ⅱ adg類型、 Ⅳ g類型、Ⅳ eg類型、Ⅳ eh類型の砂

礫は、久宝寺遺跡付近では得ることができない砂礫である。

5. *jオ)り 1こ

布留傾向甕 (甕 E)・ 布留甕 (甕 Fl)の砂礫種構成についてみれば、遺跡付近、恩智付近、
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加賀南部付近と少なくとも 3カ 所以上の砂礫が使用されている。砂礫の採取地が土器の制作地

であるとするならば、布留傾向甕・布留甕は久宝寺遺跡付近でも制作していたものもあり、恩

智付近、加賀南部付近から運ばれてきたものもあり、量的には加賀南部付近のものが多い。運

ばれてきた甕と同じ形の甕を遺跡で制作していることは、加賀地方から何らかの目的で、河内

まで加賀地方の人が来て、甕が足りなくなり、河内付近の砂礫を使用して養を制作したとも考

えられる。

複合回縁壷や直日壷、小型丸底壷についても甕と同じように、多くの類型の砂礫を含み、方々

から運ばれてきていることが伺える。

観察した資料の約 8割が搬入されている結果となった。このような非常に搬入率が高い遺構

は、特殊な遺構としか考えられないだろう。

第12表 砂礫による類型区分と器種

試
甕 直日壺 細顕ヨ 複合口縁壷 4ヽ 型 壷 鉢

合 計D E K A2 A Al A2 A BI B3 A BI C D A2 B F H2 」

I

b
I 2

1 2 3 1 7

1 1 2 1 1 2 3 II

1
1

1

ユ
1 2

2 1 3

deg
1 I

I 3

1

Ⅱ

1 8 3 2

1 1 2

1
I

Ⅳ

beg 1
1

d
1 1 2

1 2 1 2 8 2 I 2 1

I 1 3

eg 1 1 3
1 8

eh ユ
1

1 6 I 2 3

不  能 1 1 1 2 2 11

合 計 1 13 4 4 2 I 2 6 2 1 I 2 3 1 5 5 1 1 2 2
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岩
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」 ． 亜

M‐
初
�
― 中
]ヰ
L怪

M―
信
E僧

稀 芽

Ⅳ
eg

2T
R N
α
28

複
合
口
縁

壺
Bs

L初
角

初 痺

M用
E

M―
初
多 樺

M初
濡 赫

蒲
Id



そ
の
2

火
山
ガ
ラ
ス

30
倍
1裸
眼
30
倍
1裸
眼
30
倍
1裸
眼

砂
礫
少
量

区
分
不
能

複
合
日
縁

壷
B3

複
合
口
縁

壷
B3

2T
R N
o3
3

複
合
口
縁

壺
Ba

複
合
口
縁

壷
B3

L稀
角

複
合
日
縁

壺
Bを

複
合
口
縁

壺
BI

複
合
日
縁

壺
B,

2T
R Nα
40

砂
礫
少
量

区
分
不
能

2T
R Nα
50

‐ Ｉ ‐ ド ト ω ｌ ｌ

日 　 ＞ 鵬 ４ 継 岸 激 削 叫



そ
の
3

‐ １ ‐ Ｐ ヽ ト ー ー

試
料

番
号

器

種

岩
石

鉱
物

類

型
花
南
 
岩
閑
緑
 
岩
流
紋
 
岩
砂

岩
泥

岩
チ
ャ
ー
ト
片

岩
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獲 毎

密 ヽ フ

３ 貝

畔 督

鶴
鶴

再 引

We

2T
R Nα
98

小
型
壺

Bl
―
I

切 舞

」 ． 亜

M蒲
毎

稀 フ

Ｍ 貝

M―
多
Eど

僅
催 樫

祠 引

TV
e

2T
R N
l1
99

小
型
壺
BI
一
I

M―
彊 害

督 痺

M―
稀 角

鶴 赫

M―
多

多 畔

Ｌ Ｅ

蒲
M初

篇 剪

We
g

2T
R NQ
10
0

小
型
壷

BI
―
I

L稀
疑

ヰ 声

ll
―
中 貝

M_
E「

Eヰ
蒲

僧 多

Ⅳ
e

2T
R Nα
10
1

小
型
壷

Bl
―
I

Ⅵ
― 僅

R紬
狗

物
砂
礫
少
量

区
分
不
能



― ― ド ト 『 ― ―

そ
の
6

料
番
号

器

種

【 石
石

鉱
物

類

型

花
南
 
岩

裸
眼
13
0倍

閃
緑
 
岩
流
紋
岩
砂

岩
泥

山 石
チ
ャ
ー
ト
片

石
火
山
ガ
ラ
ス
石

英
長

石
奎 〓

母
角
 
閑
 
石
輝

石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

2T
R No
 1
02

小
型
壷

Bl
―
I

L―
催 舞

稀 貝

M―
畔
E牛

M督
祠 蒻

稀 升

We

2T
R No
 1
03

小
型
壷

B!
―
I

包 宮

ヰ 獨

疸 ど

3中
怪

砂
礫
少
量

区
分
不
能

2T
R No
 1
04

小
型
壼
B2

鶴 目

多 僧

Ｍ ３

ヰ
稀 非

Ｓ Ｅ

I 
de

2T
R Nα
10
5

小
型
壺
B2

擢 察

祠 声

」 亜

催 目

M―
多
E■

軒
稀

Ⅳ
n

2T
R No
 1
06

小
型
壷
B2

M稿
斉

Ч
樫 痒

M―
畔 F

―
物
多 中

Ｍ Ｅ

M鞄
僣 凱

Ⅳ
e

2T
R Wo
 1
07

小
型
壷
B2

M_
僅 角

ヰ 怪

Ｓ Ｅ

稿
靭 凱

砂
礫
少
量

区
分
不
能

2T
R No
 1
08

小
型
壷
B2

M月
声

M―
僅

貝
フ
M―
御

多 檀

Ｍ Ｅ

狗
樫

極 僅

Ｓ Ｅ

2T
R No
10
9

士 望
型
小 Ｄ

擢 角

M―
怪 角

微 貝

M‐
α
多 Ｌ

Ｍ Ｅ

Ⅵ
―
僅

祠 務

ｐ 引

Ｓ Ｅ

We

2T
R Nα
l1
0
複
合
日
縁
壷

B3
~I

L―
信 存

M―
α F

VI
―
多
]畔

M―
「
F

僅 多

� ヨ

IV
e

2T
R No
ll
l

複
合
日
縁
壷

B3
~Ⅱ

微 角
1/
1-
稿

多 多

� ヨ

M―
檀

狗 辻

Ⅳ
e

2T
R Nα
l1
2

複
合
日
縁
壺

B3
~Ⅱ

M―
稀 角

稀 貝

非 多

Ｍ Ｅ

L稀
初

蒲
IV
n

2T
R Nα
l1
3

複
合
日
縁
壺

B3
~Ⅱ

L―
鶴 舟

M稿
夕

M稀
震

剤 珠

‐
初
多 稀

Ｍ Ｅ

M―
怪
M
―
御 板

祠 務

初

2T
R No
 l
14

複
合
日
縁
壷

B3
~Ⅲ

M―
軒 タ

ヰ 檀

Ｓ Ｅ

催
傷 養

Ⅳ
e

2T
R Nα
l1
5

複
合
日
縁
壷

B3
~Ⅲ

M―
檀 ,

�
微 貝

多 僅

Ｍ Ｅ

僅
稀

Ⅳ
n

日 　 済 冊 ＝ 韻 Ｐ 蒋 削 叫



そ
の
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料

番
号

器

種

山 石
石

鉱
物

類

型

花
 
筒
 
岩
閃
緑
 
岩
流
紋
岩
砂

石
泥

山 石
チ
ャ
ー
ト
片

岩
火
山
ガ
ラ
ス
石

英
長

石
雲 パ

母
角
 
閃
 
石
輝

石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

2T
R Nα
l1
7

腹
合
日
縁
屋

B3
~Ⅲ

覇 察

初 Ｆ

し ． 亜

M―
檀
L―
多
E僣

濡
M―
嘩

紛 蒋

Ｓ Ｅ

2T
R Nα
l1
8

複
合
日
縁
壺

B3
~Ⅲ

M―
稿

正
痺

微 貝

【 う フ

ヰ ヰ

ヰ
蒲 務

催 催

Ｓ Ｅ

IV
e

2T
R Nα
l1
9

複
合
日
縁
壷

B8
~Ⅲ

M―
祠
亜
舞

微 貝

【 う フ

ヰ 中

ヰ
僅

祠 剪

IV
e

2T
R No
 1
20

複
合
日
縁
壷

B。
一
Ⅲ

例 痺

多 稲

Ｍ Ｅ

�
― 多

初

2T
R No
 1
21

複
合
日
縁
壷

B3
-Ⅲ

需 察

麓
多 信

多
M―
扁 務

S微 EF
僅

2T
R No
 1
22

M一
欅 角

M―
督 タ

M―
用
亜
夕

稀 フ

M―
畔
E参
�
― 稲
1/
1-
rF

1/
1稿

務

微 非

Ｍ Ｅ

Ⅳ
eg

Be
―
Ⅱ

2T
R Nα
12
3

複
合
日
縁
壺

B3
-Ⅲ

牛 辰

」 ． 亜

畔 套

M―
慣
L―
rr

E 
叶

M-
9
L―
僅

M‐
鶴

Ⅳ
n

2T
R Nα
12
4

複
合
日
縁
壷

B3
-Ⅱ
M_
僣 声

VI
稀 角

M―
稿 声

M―
僅
フ
貝

貌
M―
畔

E遭
L―
中

�
-9
M―
中
EF
多

I 
ad
g

2T
R Nα
12
5

榎
合
日
縁
重

B3
-Ⅲ

M―
稿 タ

稀 フ

M―
絶
E狗

v4
-稀

稀
砂
礫
少
量

区
分
不
能

2T
R Nα
12
6

複
合
日
縁
壺

B3
~Ⅲ

咋 角

」 ． 亜

L―
信 斉

M―
埴
M―
参
E 
叶

M―
例
�
― ■

稀 多

Ｓ Ｅ

稿 引

Ⅳ
e

2T
R No
12
7

複
合
日
縁
重

B3
-Ⅲ

鶴 角

」 ． 亜

M―
紐 々

薦 タ

Ｍ 亜
M―
紀
M―
畔
E多

例
14
-樫
M―
補 核

L―
稲 あ

稲 参

Ⅳ
e

2T
R No
 1
28

複
合
日
縁
壷

B]
一
Ⅲ

畔 隻

」 ． 亜

L―
僣 痒

L―
怪
M―
ヰ
E参

扁
1/
4-
中

微 多

Ｓ Ｅ

IV
e

2T
R Nα
12
9

複
合
日
縁
壷

B3
~Ⅲ

埴 タ

」 ． 亜

M鶴
奮

M―
僅

E微
M―
|
E 
祠

M―
憚
1/
1-
ヰ

M―
物
3■ EF
多
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そ
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料

番
号

器

種

石
石

鉱
物

類

型

花
南
 
岩
閃
緑
岩
流
紋
岩
砂

岩
泥

岩
チ
ャ
ー
ト
片

山 石
火
山
ガ
ラ
ス
石

英
長

石
母
角
 
閃
 
石
輝

石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
筑

2T
R No
 1
78

甕
D

L―
御 疑

�
― 扁
L―
例
M―
紐
L―
祠

祠 赫

稀 粒

M―
rr
L―
)|

Ia

2T
R Nα
17
9

甕
D

M府
害

M稀
L―
撹
1/
1物

L―
ヰ
―
安

Ⅱ
a

2T
R No
 1
80

甕
D

Ｌ 疑

L―
僅 角

M―
僅
Ｌ Ｅ

M―
鶴
‐
樫

Ⅳ
d

2T
R Nα
18
1

甕
D
L扁
賽

M―
攪
M―
物
Ч
― 穐

L―
檀 瓶

Ч
― ヰ
L―
多

2T
R Nα
18
2

甕
D
L祠
安

M―
宿
―
樫
Ⅵ
― 御

祠 務

―
畔
L多

Ⅱ
a

2T
R Nα
18
3

甕
E2

祠 賽

Ｌ ． 亜

中 角
ナ 正

M再
F

M―
檀
14
-多

E多
棚
M―
鶴
M―
秘 務

翻 浙

S用 E,
|

We

2T
R No
18
4

甕
E2

彊 痒
ナ 巨

中 角

」 ． 亜

詞 芽

Ｍ 貝

L―
彊
ヰ 擢

� ３

M―
僅
M―
欅
M―
御 極

催 糊

」 ． 板
IV
e

2T
R No
 1
85

甕
E3

M―
穏
亜
疑

樫
vI
―
rr
M―
鶴

1/
1‐
ヰ
M―
祠 赫

稀 粗

Ｍ 板
稿

2T
R No
 1
87

甕
E4

L僅
角

増 タ

」 ． 亜

稀 角

」 亜

―
怪
ヰ 窄

Ｌ Ｅ

M―
初
M―
稀 極

稀 非

Ｓ Ｅ

IV
eg

2T
R No
 1
88

憂
Fl

M―
構
1/
1-
2
M―
初
M2
浙
多
1/
1-
)|

2T
R No
 1
89

甕
Fl

M―
僣 揮

山 ＝ フ

亜 司

M―
催
lI
―
多
1/
4-
例
M―
鶴

稀

2T
R No
19
0

甕
FI

撹 賽

」 ． 亜

物 々
ナ 亜

稿 痺

M―
怪
M―
多
]多

催
祠 務

稿 引

Ⅳ
eh

2T
R No
 1
91

甕
FI

稲 々
オ 臣

M―
檀

剪 客

M―
畔
M―
埴

翻 卦

We

2T
R Nα
19
2

甕
Fl

M―
秘 察

畔 々
ナ 臣

M稀
目

畔 叶

L―
僣

稀 芽

Ｍ Ｂ

IV
e

目 　 ＞ 鵬 ４ 硝 岸 激 削 叫
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料
番

号

器

種

” 石
石

鉱
物

類

型

花
 
南
 
岩
閃
緑
 
岩
流
紋
岩
砂

山 石
泥

山 石
チ
ャ
ー
ト
片

石
火
山
ガ
ラ
ス
石

英
長

石
奎 〓

母
角
 
閃
 
石
輝

石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

2T
R No
19
3

寮
F,

僅 角

♭ 亜

畔 疑

」 ． 亜

M中
M―
軒
E 
Ef

M―
榊
M―
p
�
微 板

M―
祠

E)
|

IV
e

2T
R No
 1
94

甕
Fl

御 震

L―
僅

亜
角

M―
勒
ヰ 御

Ｌ Ｅ

L抱
M―
物

稿 赫

M稀
粒

稀 外

Ｍ Ｅ

IV
e

2T
R Nα
19
5

甕
Fl

怪 察

多 角

M
初

貝
フ

14
-畔
M―
微
E僅
M=
攪
L畔

ll
―
例 務

�
― 微

反
粒

稀 非

Ｓ Ｅ

IV
e

2T
R Nα
19
6

甕
Fl

扁 毎

亜
―
催 毎

稀 目

ヰ
M―
多
E多

M―
撹

稀
「
Fe

2T
R Nα
19
7

甕
Fl

Ч
―
督 ダ

畔 毎

�
=畔

]擢
M―
娼
M―
稲 斯

建 組

Ｓ 反

S御 E僅
「
Ve

2T
R Nα
19
8

甕
Fl

檀 タ

」 ． 亜

Ｌ 々

僅 貝

Ｍ 束

M―
怪

Ｌ 中

M―
鶴

稼
田
Ⅳ
n

2T
R Nl
11
99

甕
Fl

M―
喧 夕

Ｌ 夕
ザ 亜

亜
極 員

M―
優

多 引

�
―
稲
M―
初

S物 E)
|
雹
「
Ve

2T
R No
20
0

甕
Fl

L扁
々

蒲 察

� 亜

雰 客

Ｍ Ｅ

M―
僅

S稿 E)
i

呂「
eg

2T
R Nl
x2
01

甕
Fl
L稀
疑

L蒲
声

M稀
L僧
M―
僅

ヰ
―
井

Ｔ
Ｒ Ｍ
甕
FI

M穂
角

M稀
L 
rt
lI
―
擢

M―
れ 狙

Ч
―
畔

Ⅱ
a

2T
R Nl
12
04

甕
FI

L―
中 角

L―
中 角

�
―
畔

ヰ Ｌ

M―
怪
M秘

稿 赫

M稿 E)
|

Ⅳ
e

2T
R No
20
5

甕
Fl

稀 角

」 ． 亜

ll
多

]微
M―
構
M初

ll
―
蒲 極

祠
I 
bd
g

2T
R No
20
6

甕
K

扁 賽

例 痺

Ｍ 臣

Ч
例
‐
御
M勢

潮
観
察
不
良

区
分
不
能

2T
R No
20
7

甕
K

L―
怪 疑

叶 タ

M―
埴
M―
中
E呻
�
― 催
Ⅵ
― 僅

M―
倭

M―
柄
E 
'|

We
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試

料
番

=

器

種

石
石

鉱
物

類

型

花
 
南
 
岩
閃
緑
 
岩
流
紋
 
岩
砂

山 石
泥

チ
ャ
ー
ト
片

山 石
火
山
ガ
ラ
ス
石

英
長

石
奎 ム

母
角
 
閃
 
石
輝

石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
模
眼
30
4雪
裸
眼
30
倍
保
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
操
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

2T
R Nl
x2
08

甕
」
1
L―
穂 痒

L_
喧 々

蒲 震
3健
�
I中 E健

統
M中
「
~踊

樟
魔

2T
R Nα
20
9

甕
」
4
M―
祠 痺

祠 察

蒲 Ｆ

ヽ ＞ 下 巳

稀 痺
ナ 臣

稀 角

」 ． 亜
■
Ｌ 健

Ｌ Ｅ

ヰ
′
停

種
I 
bd
gh

2T
R No
21
0

甕
J4

祠 タ
ィ 臣

M―
軒
M―
ヰ
M扁
M―
微

「
肺

Ｔ
Ｒ 帷
小
型
壷
BI

稿 痺

M―
微 角

ヰ Ｌ

M‐

醇
Ⅳ
n

2T
R No
23
0

小
型
壺
BI

勧 角

」
一
亜

祠 β

」 ． 亜
M祠
E

M_
物

井 籾

稀
卜
1‐

朧
I 
bd
g

2T
R No
23
1

小
型
壺
BI

―
畔
多 僅

Ｌ Ｅ

M_
E「
卜
1_

「

Id

2T
R No
23
2

小
型
壺

Bl
M―
喧 存

M―
檀 斉

M稀
目

M_
微
多 Ｌ 一 非 多

Ｍ Ｅ 一 Ｍ Ｅ

M_
勧

卜
「
Fd

2T
R Nl
x2
33

小
型
壷
Bl

祠 斉

」 ． 亜

初 察

Ｓ 臣

稀 角

Ｍ 亜

初 疑

Ｓ 亜
1ヽ-

‐ 微
四
Ⅳ
g

2T
R Nα
23
4
小
型
壷
Bl

M―
初 震

僅 角
M―
僅
多 中

Ｌ Ｅ

卜
1微
M

稀 土

fV
e

2T
R Nα
23
5

小
型
壺

BI
僅 角

� 臣

M_
健 角

蒲
M―
多

E中
微
M_

稀 非
]「
e

2T
R No
 2
36

士 壁
型
小 Ａ

L催
角

M稀
貝

M_
穫
井 畔 一 井 ヰ

Ｍ Ｒ ・ Ｍ Ｅ

K/
1-
信
f_

稀
|

Ⅳ
n

2T
R No
23
7

小
型
壺

A
M_
稀 角
1/
1_
檀 察

M賢
|

M健 M―
僅

M―
信
M―

微 土
Ⅳ
e

2T
R IN
o2
38

鉢
B

初 震

商 夕
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Ⅲ久宝寺遺跡第 6次調査 (K H90-6)



例

1。 本書は、八尾市神武町17、 20、 21、 22、 23、 24-2、 25-1、 26-1、 27-1、 3駄 210-

1で実施した工場建設工事に伴う発掘調査の報告書である。

1.本書で報告する久宝寺遺跡第 6次調査 (KH90-6)の発掘調査の業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会が明治乳業株式会社大阪工場から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 2年 9月 3日 から10月 12日 にかけて、原田昌則を担当者として実施した。

面積は224だを測る。調査においては垣内洋平・北尾光男 。木村勝 。別所秀高 (現側東大阪

市文化財協会)・ 真柄竜が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 5年 3月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―北原清子・沢村妙子、図面レイアウトー原田、

図面 トレースー北原、遺物観察表―原田、遺物写真撮影―原田が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。

1.線刻文字の解読に当たっては、八尾市立歴史民俗資料館の小谷利明。尾崎良史両氏から御

教示を受けた。

1.な お、古墳時代初頭～前期 (庄内式～布留式)の土器分類および時期設定は、本書掲載

「Ⅱ久宝寺遺跡第 1次調査」に準ずる。
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

第 1章 調査に至る経過

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川左岸の低位沖積地に位置する縄文時代晩期か

ら鎌倉時代に至る複合遺跡である。現在の行政区画では八尾市北西部の北久宝寺・久宝寺・西

久宝寺・南久宝寺 。神武町・亀井・北亀井町・渋川町・跡部北の町の東西約1.8km南北約1.5km

がその範囲とされている。

久宝寺遺跡内では、昭和55年～61年にかけて側大阪文化財センターにより近畿自動車道天理

～吹田線建設に伴う発掘調査が実施されたほか、八尾市教育委員会・側八尾市文化財調査研究

会が昭和54年以降断続的に発掘調査を実施している。その結果、縄文時代晩期から鎌倉時代に

至る遺構・遺物が検出されている。

今回の発掘調査は、平成 2年 8月 6日 に八尾市教育委員会が八尾市神武町17他で工場建設に

先立って実施した遺構確認調査で、古墳時代初頭～前期の遺物を含む土層を検出したことから

発掘調査に至ったものである。発掘調査は、事業者と八尾市教育委員会・側八尾市文化財調査

↑ |

輻

ｉ

・

廃 「ヽ 蝉 !ドミ

第 1図 調査地周辺図
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研究会との間で取りかわした二者協定に基づきlVfl八尾市文化財調査研究会が事業者から委託を

受けて実施したものである。現地での発掘調査は平成 2年 9月 3日 から10月 12日 までの22日間

にわたつて実施した。調査面積は224雷を測る。報告書作成にかかわる業務は、現地発掘調査

の終了後平成 5年 3月 31日 まで随時実施した。

第 2章 調査概要

第 1節 調査方法と経過

今回の発掘調査は工場建設に伴うもので、建物の基礎杭部分を調査対象とした。調査では、

残土処理の関係から調査区を南北に三分する方法をとり、北側を北 トレンチ、南側を南 トレン

チと呼称した。調査区の地区割りについては、東西40m、 南北15mにわたって設定した。設定

した一区画の単位は 5m四方で、北西隅を基準点として東西方向はアルファベット (西からA

～H)、 南北方向は算用数字 (1～ 3)で示し、地区の表示は lA区～ 3H区 とした。掘削に

際しては、試掘結果に基づいて表土下1.2mま でを機械により掘削 した後、以下0.5mについて

は層理に従って人力掘削を行い遺構 。遺物の検出に務めた。南 トレンチから調査を開始した。

0            10m

第 2図 調査区設定図および地区割り図
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Ⅲ 久宝寺第6次調査

調査が進むにつれて、表上下1.4m前後 (標高6.3m前後)付近に存在する第 6層青灰色粘質土

上面をベース面とする古墳時代前期の遺構が存在していることが明らかになってきた。ただ、

調査区全体に地下水位が高く湧水が豊富であるため壁面の崩壊が相次いだ。さらに、台風等の

影響で雨が続き、壁面の崩壊が進行し隣家への影響が懸念される事態になったため教育委員会

の指導を仰ぎ、特に危険な状態である南 トレンチの東端から16mについては埋め戻しする処置

を講じた。各調査区の規模は南 トレンチ (4× 21m)、 北 トレンチ (4× 35m)で調査面積は

224∬を測る。

調査の結果、第 6層上面で古墳時代前期 [布留式古相]に比定される竪穴住居 1棟 (SI-1)、

土坑 1基 (SK-1)、 溝 2条 (SD-1 0SD-2)、 落ち込み状遺構 1箇所 (落ち込み 1)を検

出した。第 7層上面では古墳時代初頭 [庄内式古相]に比定される井戸 1基 (SE-1)を検

出した。また、南 トレンチ西部の第 7層からは弥生時代中期の上器が比較的まとまって出土し

たが平面的な広がりは確認できなかった。遺物は遺構および各包含層からコンテナ10箱程度が

出上している。

第 2節 基本層序

0層 盛土。層厚0.6m前後。上面の標高はT,P,+7.6m前後。

1層 旧耕土。10BG 5/1青灰色砂質土。層厚0.1～ 0.2m。

2層 10BG 6/1青灰色砂質土。層厚0。 1～0.2m。

3層 10BG 7/1明青灰色微砂～シルト。層厚0,1～ 0.2m。

4層 2.5Y7/6明 黄褐色微砂～シルト。層厚0.1～0.25m。 南 トレンチの一部では奈

良時代から平安時代の遺物を含む。

5層 7.5YR 4/1褐灰色砂質。層厚0.15～ 0.3m。 古墳時代前期の遺物を含む。

6層  5BG5/1青 灰色粘質。層厚0。 1～0.3m。 古墳時代前期 [布留式古相]の ベース

面。

7層 N5/0灰 色粘質シルト。層厚0.2～ 0,4m。 古墳時代初頭 [庄内式古相]の ベース

面。南 トレンチの西部では弥生時代中期の遺物を含む。

第 3節 検出遺構・ 出土遺物

1)第 6層上面検出遺構

竪穴住居 (SI)

SI-1

南 トレンチの東部から北 トレンチの中央部にかけて検出した。上面の形状が南北方向に長い

―-155-―
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査
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隅丸方形を呈するもので、東西幅4.lm、 南北幅5.Omを測る。住居内に堆積する埋土を検出面

から 0,3m程度除去すると、床面を構成する青灰色粘土 (南部は青灰色シルト)に達する。こ

の層上面で柱穴・壁溝等を検出した。床面の標高はTo P.+6.lmを測る。柱穴は4個で柱間
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は2m前後を測る。柱穴の上面の形状は円形ないしは楕円形で径 0。 3～ 0。 45m、 深さ0.27～ 0。 38

mを測る。柱穴内の埋土は、上層は灰色粘土で下層は緑灰色粘上である。壁溝は壁に沿って巡

らされており、西部から南東部にかけては 1条であるが北部から北東部には2条が巡っている。

壁溝は幅0.1～ 0,3m、 深さ0.05～ 0。 lmで、断面の形状は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質シ

ルトである。なお、北部から北東部にかけて検出した 2条の壁溝の状況からみて、建て替えが

行われたようで、壁溝が 1条巡る部分は、新旧の壁溝が重複 したため幅広になったものと推定

される。炉は確認できなかった。また、南辺中央部には東西幅0。 85m、 南北幅0.8m、 深さ0.2

mを測る不定形の上坑が存在 しており、内部からは炭・灰が多量に検出されたほか甕が 1固体

分 (8)出上 した。検出した地点や内容からみて竃のような性格を有するものと考えられるが、

南部への広がりが認められないことや、周辺の上壌が焼土化されていないことなど不明な点も

多い。遺物は埋土および床面直上から古墳時代前期 [布留式古相]に比定される土器類が少量

出土 したが、一部を除いて大半が小片であった。そのうち、図化 したものは 8点 (1～ 8)で

ある。内訳は小型壷B41点 (1)、 器台B31点 (2)、 高杯A41点 (3)、 鉢H23点 (4～ 6)、

甕 E2点 (7・ 8)である。土器組成からみれば、小型壷B4(1)が やや新 しい様相を示す

以外は概ね布留 I期の資料である。

第5図 SI-1出 土遺物実測図
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Ⅲ 久宝寺第6次調査

土坑 (SK)

SK-1

北 トレンチの西部で検出した。東西方向に長い楕円形を呈するもので、長径1.Om、 短径0.8

m、 深さ0.15mを測る。埋土は暗青灰色砂質と暗灰色砂質の二層である。遺物は出土しなかっ

た。

溝 (SD)

SD-1

南 トレンチの中央部から】ヒトレンチの西部で検出した。北西―南東方向に伸びるもので、北

トレンチでは落ち込み 1を切っている。検出長は8,5m、 東西幅0.5～ 0。 7m、 深さ0.22～ 0.38

mを測る。埋土は上層の明青灰色微砂と下層の灰色微砂の二層である。遺物は下層から古墳時

代前期に比定される甕の小片が極少量出土した。

SD-2

北 トレンチの東部で検出した。北西―南東方向に伸びるもので、検出長2.4m、 東西幅3,7～

Y30

|

A
TP+600m

A′

／
／
／

Ｇ

Ｇ

Ｙ

緑灰色細砂
緑灰色シル ト
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／
／
／
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２

汚
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Ｇ

Ｙ

‐０
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Ｎ

暗緑灰色細砂

員琶基普う完∵
GY緑灰色細砂の互層

}遺
物を含む

0          1

第6図  SD-2平 断面図
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

第8図 SD-2出土遺物実測図2

4,7m、 深さ0.6mを測る。埋土は上層から第 1層緑灰色細砂 。第 2層緑灰色シル ト。第 3層黒

色シルト・第 4層暗緑灰色細砂・第 5層黒色ンル トと緑灰色細砂の互層・第 6層黒色粘質シル

トである。遺物は第 5層および第 6層から古墳時代前期 [布留式古相]に比定される土器類が

がコンテナ 1箱程度出土したがその大半が小片であった。そのうち、図化 したものは37点 (9

～45)で ある。内訳は、短頸直口壷A21点 (9)、 広口壷 Al点 (10)、 直口壷A12点 (11・

12)、 小型壷B31点 (13)、 小型壷B41点 (14)、 鉢G21点 (15)、 鉢Fl l点 (16)、 鉢El l点

(17)、 鉢H25点 (18～ 22)、 高杯A52点 (23・ 25)、 高杯B21点 (24)、 高杯C21点 (28)、 高

杯不明 2点 (26・ 27)、 器台B81点 (29)、 器台Cl l点 (30)、 器台C23点 (31～ 33)、 甕B49

点 (34～ 42)、 甕F21点 (44)、 甕 El点 (45)、 甕不明 1点 (43)である。一部、交雑遺物が

含まれているが布留 I期の資料である。

落ち込み状遺構

落ち込み 1

北 トレンチの西部で検出した。大半が調査区外のため全容は不明であるが、検出部の形状は

北西―南東方向に伸びる溝状を呈するもので、中央部をSD-1に より切 られている。東西幅

4.5m、 深さ0.lm前後を測る。埋土は青灰色砂質土一層である。遺物は古墳時代前期に比定さ

れる壷・甕の小片が極少量出土した。

2)第 7層上面検出遺構

井戸 (SE)

SE-1

北 トレンチの下層確認調査で検出した。構築面は第 7層上面である。北部が調査区外のため

全容は不明であるが、検出部分からみて上面の形状が南北方向に長い楕円形を呈する素掘り井

戸と推定される。検出部分で東西幅1.Om、 南北幅0,75m、 深さ1.15mを 測る。埋土は上層か
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ら第 1層黒色粘質シル ト・第 2層黒褐色粘質シル

ト・第 3層暗灰色粘土で最下層は湧水層である青

灰色シルトに達 している。なお、第 2層には多量

の植物遺体のほか、焼け焦げ跡のある丸木 (径 5

～ 7 cm)が数本含まれていた。遺物は第 2層から

完形の甕 1点 (50)が出土 したほか、第 3層の下

部から甕 6点 (46～49・ 51・ 52)と板材 1枚 (53)

が出土した。遺物の特徴から丼戸の廃絶時期は古

墳時代初頭 [庄内Ⅱ期]に比定されよう。

・ SE-1出土遺物

SE-1か らは甕 7点 (46～ 52)と 板材 1点

(53)が 出土している。土器類はいずれも完形な

いしはそれに近いものである。 (46～48)の 3点

は底部の形態から甕 A3と したもので、いわゆる

V様式系の甕と考えられるものであるが、 (46)

のように体部外面にタタキ調整が行われていない

ものや (47)の ようにに体部外面にヘラミガキを

行うなど他に類例を見ないものである。 (49)は

体部外面を乱方向にハケナデ調整を行うもので、

!騨晨そ究暑長瞥暴重ケ舟卜    m

州
叫
叶
い
『
い
か
「

／
／
ヽ
一
Ｙ
暮
「

卜

ヽ

ｒ

ヽ
ｒ

、

2層上面

TP+5 80rn

第 9図  SE-1平 断面図

甕 Iに分類 したがこれもこの時期類例が少ない。(50)は体部外面を三分割にタタキ調整を行っ

た後、ハケナデを施す甕 Blに分類されるもので、河内型庄内甕の最古の形態を示 している。

(51・ 52)は体部外面のタタキ調整が連続的に行われた後、ハケナデを施すもので甕B2に 当た

る。遺物の特徴から庄内Ⅱ期に比定される土器群である。 (53)とよ長方形を呈する板材である。

幅20cm、 長さ60cmで厚さは0.6～ l cmで中央部分が厚 く端に行 くに従ってやや薄 く削 られてい

る。短辺側から約 7 cm内側に短辺に平行して 4個の円孔が穿たれている。円孔は中央部の 2個

が径 l cmで、両腸の 2個が中央部よりやや大きめで径1.6cmを測る。さらに、 もう一方の短辺

側から3 cm付近にも径0.7cmを 測る円孔が 1個穿たれている。広棄樹と推定されるが樹種は特

定できない。

3)遺構に伴わない出土遺物

。第 7層出土遺物 (54～63)

南 トレンチの西部付近から出土した。下層確認調査の段階で出土 したもので平面的な広がり
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

第10図 SE-1出 土遺物実測国

は確認できなかったが、土器類は概ね集中して出土している。時期的には弥生時代中期 (Ⅲ様

式)に比定されるもので、広日長頸壷 (61)の体部下半には焼成後の穿孔が認められることか

ら、付近に同時期の墓域が存在した可能性が高い。

・第 6層出土遺物 (64～ 68)

5点を図化している。内訳は甕B32点 (64・ 65)、 複合日縁壺 Dl点 (66)、 高杯A41点

(67)、 鉢」1点 (68)で ある。庄内Ⅲ期を中心とした資料である。
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Ⅲ 久宝寺第6次調査

・第 5層出土遺物 (69～ 79)

■点を図化している。内訳は甕 D2点 (69・ 70)、 甕B32点 (71・ 72)、 高杯A51点 (73)、

高杯B21点 (74)、 高杯不明 3点 (75～ 77)、 器台B32点 (78・ 79)で ある。庄内Ⅲ期～布留

n   l

7¬ 確 5

＼
と■三」≦

==了

夕
56    

｀

沢

」`世上
==チ
そ 7

脆4

第12図 第7層出土遺物実測図 1
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I期の資料と考えられる。

。第 4層出土遺物 (80～ 92)

すべて、南 トレンチから出上したもので、13点を図化している。内訳は平安時代後期一土師

器小皿 1点 (80)・ 杯 1点 (81)、 甕 2点 (82・ 83)、 黒色土器 A類椀 3点 (84～ 86)、 黒色土

器 B類椀 1点 (87)、 平瓦 2点 (88・ 89)、 古墳時代中期末～後期初頭―円筒埴輪 3点 (90～

92)で ある。なお、平瓦 (88)の凹面に「蒙」の文字が線刻されている。

第13図  第7層出土遺物実測図 2
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

0

(64～ 68)、 第5層 (69～ 79)出土遺物実測図
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第14図  第 6層
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第15図  第4層出土遺物実測図
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

第 3章 出土遺物観察表
SI-1

置物香弓
]版番掲 器  種

(clll, 日笹
法量 器高 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

1

靭雌Ｂ４

7.6 □縁部内外面および体部外面上位弱い
ナデ。体部内面および体部外面中位以下
ヘラケズリ。

淡茶色 密
長石 (0.5
mll)を少量
含む。

良好
1/4

2

四

土師器
器台B3

裾径 9,0

受部内面指頭圧成形後、弱いナデ。受
部外面および脚部外面積方向のヘラミガ
キ。脚部内面ヨコナデ。

淡茶灰色 精良 良好 口縁部欠損

土師器
高杯A4

22.3 杯部内面積方向のハケナデ。杯部外面
横方向のヘラミガキ。

乳灰色 密
長石 (0.1
～0.5mm)
を)娠発業亮

良好 杯部 1/8

1 土師器
鉢H2

12.8 口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。
体部面弱いナデ。

灰白色～茶
色

精良 良好
1/8

5 土師器
鉢H,

15.2 日縁部内外面および体部内面ナデ。体
部外面ヘラケズリの後、弱いナデ。

茶褐色 密
長石 (0。 1
mll)を多量
に含む。

やや不
良

1/8

6 土師器
鉢H2

15,0 □縁部内外面および体部内外面横方向
の密なヘラミガキ。

黒灰色 精良 良好
1/8

7 土師器
甕E

13.5 口縁部内外面および体部外面ヨコナ為
体部内面ヘラケズリ。

乳灰色 やや粗
長茫トチャー
ト (0,l Dlll
～ 3 Hul)を
多量に含むD

良好 口縁部‰

四

土師器
甕E

14.0
22,7

口縁部 内外面 ヨコナ デ。 体部外 面上位
左上 りの密 なハ ケナデの後、 ロク ロ回転
によ る水平方 向 のハ ケナデ。 以下 は乱方

景貝合生をご権襟翌畳雇全Z為葵隻み管
個 遺 存 。

茶褐色 やや粗
長石・石英
Ql～ 2ω
を含む。

良好 口縁部外面
から体部外
面に煤付着
完形

土師器
短頸直
口童A2

14.4 口縁部外面縦方向の粗いハケナデの気
ヨコナデ。日縁部内面左上りの粗いハケ
ナデ。

淡灰色 やや粗
え]〕t・ J貫露ョ・
チ ャ ー ト
(α 5-lnO
を多量 に含
とす。

良好 回縁部%
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SD-2

目T/J薔巧

コ版番号
器  種 、Clllノ  四雀喋量  繋信 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器
広口壺A

16.8 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面横方
向の密なヘラミガキの後、縦方向のヘラ
ミガキ。体部内面ヘラケズリ。

内面
茶褐色
外面
黒褐色

や や 粗

長 石・ 角 閃
石・ 黒 雲 母

Ql～ lm⑮
を多量 に含
tす。

良好
1/4

土師器
直口壺Al

口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ナ鳥
体部外面上位ヘラミガキ、以下はヘラケ
ズリ。

内面
茶褐色
外面
淡灰黄色

精良 良好

四

土師器
直口壷Al

体部最大径
4.3

□縁部外面横方向の密なヘラミガキ。
口縁部内面ヨコナデ。体部外面積方向の
密なヘラミガキ、中位以下はヘラミガキ
がハケ状に遺存。体部内面ナデ。

赤茶色 精良 良好 体部完存

四

土師器
小型壷B3

10.6 口縁部外面ヨコナデ、一部ヘラミガキ
が遺存。口縁部内面左上りのハケナデの
後、弱いヨヨナデ。体部外面横方向のヘ

ラミガキ。体部内面ナデ。一部粗いヘラ
ミガキが遺存。

茶褐色 精良 良好 底部欠損

四

土師器
小型壺B4

103
79
口縁部内外面横方向の密なヘラミガキ、
内面上位に右上りのヘラミガキ。体部外
面上位左上りの密なハケナデの後、横方
向のヘラミガキ。体部外面中位以下は、
ヘラケズリの後粗いヘラミガキ。体部内

淡茶褐色 精良 良好 体部完存
口縁部 1/2

四

土師器
鉢G2

手づくね風の粗い成形。日縁部外面ヨ
コナデ、内面はハケナデ。体部外面は、
粗いヘラケズリの後、ハケナデ。体部内
面ナデ。

色
　
色

面
褐
面
褐

内
茶
外
黒

やや粗
長石 (0,1
mll)を少量
含む。

良好
1/2

土師器
鉢 FI

口縁部の外面左上りの粗いハケナデ。
体部外面乱方向のハケナデ。体部内面ナ
デ。

黄灰色 精良 良好 %

土師器
鉢 El

10.0 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面未調
整。体部内面ナデ。

茶褐色 やや粗
石英 。長石
(0,1～ l mmD

を蜘 D

良好
1/4

土師器
鉢H2

16.1 口縁部内外面および体部外面ヨコナ鳥
体部内面横方向のヘラミガキ。

灰黄色 精良 良好 口縁部%

土師器
鉢H2

口縁部内外面および体部内外面横方向
のヘラミガキ。

乳灰色 精良 良好 口縁部%

四

土師器
鉢H2

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面上位
横方向のヘラミガキ、中位縦方向のヘラ
ミガキ、体部内面ナデ。

茶褐色 精良 良好
1/2

土師器
鉢H2

16.0 口縁部内外面および体部内面横方向の
ヘラミガキ。体部外面ナデ。

黄褐色 精良 良好
1/4
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

物春
=仮番兵 器 種

(cm)日 雀
准暑  哭 権 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

土師器
鉢H2

15,0 回縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位
ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部内面横
方向の密なヘラミガキ。

茶褐色 精良 良好
1/3

土師器
高杯As

173

杯部高
5.6

杯部内外面横方向の密なヘラミガキ。
杯部外面下半ヘラケズリの後横方向の密
なヘラミガキ。杯部内面ナデ。

乳灰色 精良 良好 杯部 1/2

土師器
高杯B2

25.0 杯部外面右上りのハケナデの後、横方
向の密なヘラミガキ。杯部内面ヨコナデ
の後、放射状ヘラミガキ。

茶褐色 精良 良好 杯部 1/8

土師器
高杯As

裾部径
13.0

柱状部外面縦方向にハケナデを施した
後、上半はヘラミガキ、下半はヨコナ島
裾部はヨコナデ。柱状部内面シボリロ。
裾部内面はハケナデ。

淡茶褐色 密
長石 (0.1
mll)を多量
に含む。

良好 脚部 1/2

饂蔀
柱状部外面ナデ調整の後、縦方向のヘ
ラミガキ。裾部外面ナデ。柱状部内面ナ
デ。裾部内面ヘラケズリ。

淡茶褐色 密 良好 柱状部完存

土師器
高杯

杯部内面ナデ。柱状部外面縦方向にヘ
ラナデにより面取を施した後横方向の密
なヘラミガキ。柱状部シボリロ。

乳灰色 精良 良好

土師器
高杯C2

据部径
11_3

柱状部外面指頭圧成形後、縦方向のヘ
ラミガキ。裾部ヨコナデ。柱状部内面ナ
デ。裾部内面ナデ。

淡茶褐色 密
長石 (0.1
～ 2 ml)を
含む。

良好 脚部 1/2

土師器
器台B3

脚部外面上半縦方向のヘラケズリによ
る面取りの後、密なヘラミガキ。脚部外
面ハケナデの後、ナデ。透孔 4個。

茶褐色 精良 良好

土師器
器台Cl

受部外面ヨコナデ。受部内面および脚
部外面ヘラケズリ。

淡灰色 密
長石 。角閃
石・ 雲 母
Ql～ 2 mmp
を含む。

良好 受部 1/8

土師器
器台C2

裾部径
11.1

脚部外面横方向の密なヘラミガキ。脚
部内面ハケナデの後、弱いナデ。

茶褐色 精良 良好 脚部 1/2

四

土師器
器台C2

受部内外面ヨコナデ。脚部外面ヨコナ
デ。脚部内面上位ナデ、下半ハケナデの
後ナデ。

茶褐色 精良 良好

四

土師器
器台C2

10.8 受部 外面横 方 向 の密 なヘ ラ ミガキ。 受
部 内面横方 向の密 なヘ ラ ミガキの後、 放

程努掲倉る基賓ヨぐ堺革警え■樫覆全霰
射 状 に ヘ ラ ミガ キ を装 飾 的 に施 す。 脚 部
内 面 ハ ケ ナ デ後 、 ナ デ。

明茶色 密

長ヱ}チ ャー
ト・ 赤 色 酸
化 土 粒 (0
1- l nm)
を 含 む。

良好
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雪 器  種 (cm)日 ?注目 哭E 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備  考

土師器
甕B4

13.0 口縁端部に一条の沈線が廻る。日縁部
内外面ヨコナデ、体部外面右上りの細筋
タタキ (6本 /cm)。 体部内面ヘラケズ
リ。

乳灰色 やや粗
長石・ 角閃
石 (0.1～
0.5 mm)を
参先里1こモ」とお

良好 口縁部%

土師器
甕B4

16.0 口縁部外面ヨコナデ、一部指頭圧痕遺
存。口縁部内面ヨコナデ、一部ヘラ状工
具による条線。体部外面ヨコナデ。体部
内面ヘラケズリ。

淡灰茶色

抑中石．雲母］砦む。

良好 口縁部1/6

土師器
甕B4

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りの細筋タタキ (6本/clll)の 後、縦方
向のハケナデ。体部内面ヘラケズリ。

淡灰色 や や粗
長 石・ 角 閃
石 ・ 雲 母
(01～ lmめ
を多 量 に含
をす。

良好 口縁部%

土師器
甕B4

166 口縁部上半指頭圧痕遺存。□縁部内外
面ヨコナデ。体部外面右上りの細筋タタ
キ (6～ 7本 /cm)。 体部内面ヘラケズ
リ。

茶褐色 や や 粗

長 石・ 角 閃
石 ・ 雲 母

(01～ lm⑪
を多 量 に含
定す。

良好 外面全面煤
付着
口縁部 1/2

土師器
甕B4

15.8 □縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りの細筋タタキ (6～ 7本 /cm)。 体部
外面ヘラケズリ。

茶褐色

抑中抄］各む。

良好 外面全面煤
付着
口縁部%

土師器
甕B4

154 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りの細筋タタキ (7本/cm)の後、左上
りのハケナデ。体部外面ヘラケズリ。

乳灰色 や や 粗

長 石・ 角 閃

石 ・ 雲 母

(0 1～ 05
mm) 尼
=Z多
ヨ萱

に含 む。

良好 口縁部煤付
着
口縁部 1/4

土師器
甕B4

■

一

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りの細筋タタキ (6～ 7本 /cn)。 体部
内面屈曲部付近までヘラケズリ。

黄灰色
～灰色

や や 粗

長 石・ 角 閃

石 ・ 雲 母

(0 1´ヤ0 5
mm)を わず
か とこゼすむ。

良好 日縁部 1/2

土師器
甕B4

■

一

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラ
ケズリ。

茶褐色 密
長石 。角閑
石・ 雲 母
(0.1～ lmD
を散見する。

良好 外面全体煤
付着
口縁部 1/8

土師器
甕B4

17.8 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面ナデ。
体部内面ヘラケズリ。

淡茶褐色 や や 粗

長 石・ 角 閃

石 ・ 雲 母

(01～ l lnln)
を 多 量 に含
竜す。

良好 外面全体煤
付着
口縁部 1/4

土師器
甕

・

５

一

口縁部外面指頭圧成形後、ヨコナデ。
口縁部内面横方向のハケナデ。体部内面
ヘラケズリ。

乳灰色 やや粗
長石・雲母
(α l～ lmo
を少勁 e

良好 口縁部外面
に煤付着
□縁部%

端魏
16.6 口縁部内外面ヨヨナデ。 茶褐色 やや粗

長石・角閃
石 (α l～α
5 mm)を 少
量含む。

良好 口縁部外面
煤付着
口縁部%

珊卸
14.2 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面上位
縦方向のハケナデ、中位横方向のハケナ
デ。体部内面屈曲部付近までヘラケズリ。

茶褐色 やや粗
長石・石英
(0.1～ l mm)

を多量に含
む。

良好 外面全体に
煤付着
口縁部 1/2
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

霞版番掲 器  種
(cm)日 経
法量 器壱 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 月台  土 焼 成 備  考

五

土師器
甕A8

13.0

116
体部最大径
12.1

底景舞馨錦鍵肩見晶≧系駒聯
ラケズリ。底部内面指頭圧痕遺存。

茶褐色
閃
母

お
量

『
長 石． 角
一

中

ｍｍう を 多

，こ含 む。

良好 外面全体に
煤付着
ほぼ完形

五

土師器
甕A3

16.0
20.7

体部最大径
19.4

は呆祭憩RC層星呈オ吾吝ぞ賀省マ券学

ユを,雫そ『ヨヒ稔写:書S宦継
黄灰色 やや粗

長石・角閃
石 (0.5～
3 mln)を 少
量含む。

良好 外面全体に
煤付着
底部に炭化
物付着
%以上

五

土師器
甕A3

11.0
14.1

体部最大径
131

体 部 三 分 割 成 形 、 口縁 部 内 外 面 ヨ ヨナ

:ξ二g宮3gittgど :a笞こと食葺
黄灰色 や や 粗

FミZξ・ 破 。

チ ャ ー ト
(01-3mじ
を多量 に含
とす。

良好 体 部 中 位 以
下 媒 付 着
体 部 内 面 中
位 以 下 炭 化
物 付 着
完 形

五

土師器
甕 I

10.2
10,9

体部最大径
124

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面の上

写録(洩雫憲農景g霧割塀僑僣霜写!こ
施
茶褐色

『中↓］各む。

良好 体部上位以
下煤付着
完形

五

土師器
甕Bl

13.8
17.3

体部最大径
16.7

体部三分割成形。日縁部内外面ヨコナ

三程,雫ぞ妥,ξなヨt桂er書贅;子
デを粗く施す。体部内面ヘラケズリ。

茶褐色 脚
長 石． 角 閃
石 ． 雲 母
］

各

む
。

良好 体 部 上 位 以
下 媒 付 着
体 部 内 面 下
位 に炭 化 物
付 着
ほ ぼ 完 形

五

土師器
甕B2

16.4
19.8

体部最大径
19,7

体部連続タタキ成形、口縁部内外面ヨ

果クБ;ぞ評少ヲ筆宮浅!皇逢政雫 tど皇
上りのハケナデを密に施す。体部内面ヘ
ラケズリ。

茶褐色 抑
長 石． 角 閃
石 ． 雲 母
］

各

む
。

良好 体部中位熱
による剥離
ほぼ完形

五

土師器
甕B2

17.0

23.5

体部最大径
221

体部連続タタキ成形。口縁部内外面ヨ

果ラ尋;奪「 少ワ筆森稜!皇逢残雫 tど皇
上りのハケナデを粗く施す。体部内面ヘ
ラケズリ。

茶褐色 や や 粗
長 石・ 角 閃
石 ・ 雲 母
(0 1～ 0 5
mm) ■ 蓼

'遺

置
に含 む 。

良好 体部上位以
下煤付着
完形

自靱番う
]版番氏 器  種 燿 星そ 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 備  考

弥生土器
甕

18.2

縁部僑斎書雪含景蟄テ
具による刻目。日淡灰色 やや粗

長ヱ■チャー
ト (01～
l mm)を 少
量含む。

良好 南 トレンチ
2A
口縁部%

弥生土器
甕

18,0 口縁部内外面ヨコナデ。 灰色 やや粗
長死}チャー
ト (0.1～
2 mm)を 少
量含む。

良好 南 トレンチ
2A
口縁部%

弥生土器
甕
底径 56

面今ヂβ
外面ナデ。底部内外面および側 赤褐色 やや粗

√貫Яg.穣 .
チ ャ ー ト
(01～ 2mめ
を少量途むЭ

良好 南 トレンチ
底部 1/4

弥生土器
甕
底径 44
面争螢含層筆寅只岳弁昇び

ガキ。体部内淡茶褐色 や や 粗
√ミZ]・ 兄ヨ9こ・
チ ャ ー ト
(01～ lmo
を多量 に含
をす。

良好 南 トレンチ
2A
底部完存
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底切香完

目版番う
器 種

(Cll)口径
法量 器高 形 態

。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

弥生土器
鉢

16 2 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面左上
のヘラミガキ。体部内面ナデ。

炎橙色 やや粗
√ミZξ・ 7]夢ζ・
チ ャ ー ト

(α l～ 3 mll)

を多量倉むЭ

良好 南 トレンチ
日縁部 1/8

弥生土器
霊

底径 4,7

体部外面左上りのヘラミガキ。体部内
面ナデ。底部内外面ナデ。

茶褐色 やや粗
長石・角閃
石・雲 Ql
～ 4 ma)を

多量に含む9

良好 南 トレンチ
2A
底部完存

弥生土器 体部外面簾状文。体部内面指頭圧成形
後、ナデ。

乳灰色 やや粗
長石 (0.5
～ 4 nul)を

多量に含む。

良好 南 トレンチ
2A

工
〈

弥生土器
広日長頸
壷

26.7

底径 69
体部最大径
24 8

口縁 端 面 羽 状 文 。 口顎 部 外 面 櫛 描 き直

線 文 8帯。 国頸 部 内面 指 頭 圧 成 形 、 一 部
ハ ケ ナ デ。 体 部 外 面 上 位 か ら中位 に櫛 描

き直 線 文 9帯。 体 部 外 面 中 位 粗 い ハ ケ ナ
デ後 、 横 方 向 の ヘ ラ ミガ キ、 下 位 ヘ ラ ミ

ガ キ。 体 部 内 面 ユ ビナ デ。

淡灰橙色 やや粗
長石・石英
⑩ l～ 2 mmp
を多量に含
む。

良好 爾 トレンチ
2A
体部下半に

焼成後の穿
孔あり

一
〈

弥生土器
広日長頸
壼 底径 6.0
体部最大径
23.1

顎部外面櫛描き直線文 5帯。頚部内面
ナデないしはハケナデ。頸部下端から体部
上位外面簾状文 5帯。体部中位外面横方
向のヘラミガキ、下位は左上のヘラミガキ。
体部内面指頭圧成形後、粗いハケナデ。

茶褐色 や や粗
長石・ 角 閃
石 ・ 雲 母
⑩ l～ 31111)
を多量 に含
とす。

良好 チンレ卜

Ａ

雨
２
％

工
〈

弥生土器
広口壺

22.1
56.0

底径 7.9
体部最大径
34.4

口縁端面列点文、波状文各一帯。顎部
外面直線文 4帯、簾状文 2帯。体部上位
から中位簾状文 2帯、直線文 7帯、中位
以下横方向のヘラミガキ。日縁部内面ヨ
コナデ。頸部および体部内面ハケナデ。

乳灰色～
茶褐色

やや粗
√ミZ]・ 7ヨうこ・
チ ャ ー ト

Ql～ lm⑮
を少壇筆頚免

良好 南トレンチ
2A
体部 1/2欠損

第 6層出土遺物

重物番Б

雪版番捐
器  種 tCll)口 笹喋畳 器菩 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 ム

ロ 土 焼 成 備 考

土師器
甕B3

15.8 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りのタタキ (6本/clll)の後、ハケナデ
を粗く施す。体部内面ヘラケズリ。

茶褐色 や や 粗

長 石・ 角 関

石 ・ 雲 母

Ql～ 3m0
を多量 に含
tす。

良好 』ヒトレンチ

1.2E
口縁部珀

土師器
甕B8

15,3 口縁部外面ヨコナデ、一部指頭圧痕が

遺存。口縁部内面左上りのタタキ (7～
8本 /clll)。 体部内面ヘラケズリ。

茶褐色 や や 粗

長 石・ 角 閃

石 ・ 雲 母

(α l-l mlnD
を多量 に含
ti。

良好 北トレンチ
1,2E
口縁部 1/4

土師器
複合口縁壷
D

口頸部内外面ヨコナデ。日縁部外面放
射状ヘラミガキ。体部外面ナデの後、ヘ

ラミガキを放射状に施す。体部内面ヘラ
ケズリ。

明橙色 やや粗
長石 。雲母
(α l～ lmの

を少春筆数第

良好 封ヒトレンチ
1.2E

土師器
高杯A4

23,4

杯部高 8.1

杯部外面剥離のため調整不明。杯部内
面ヨコナデの後、ヘラミガキを放射状に

施す。柱状部外面縦方向に面取りをした

後、上部で横方向のヘラミガキ。柱状部
内面および脚部内外面ナデ。

淡灰茶色 精良 良好 北トレンチ
1.2E
杯部 1/2

柱状部完存

土師器
鉢」

37.8 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナ 淡橙色 粗
FミZ]・ 7三夢慧・
角踊百Ql
～ 4 mШ )を
参ケξ言1こてきむЭ

良好 封ヒトレンチ
12E
口縁部%
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第 5層出土遺物 Ⅲ 久宝寺第 6次調査

自物番
=]版番
=

器  種 くcll)回 径注目  突恵 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

珊動
14.3 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面剥離
のため調整不明。体部内面ヘラケズリ。

乳灰色

却輩一却井姿

良好 封ヒトレンチ
2D

土師器
甕D

14.4 口縁部外面左上りのハケナデの後、ヨ
コナデ。口縁部内面ヨコナデ。体部外面
左上りのハケナデ。体部内面ケズリ。

淡橙色 密
長石 (0.1
～0 5mln)
を)遷業禦亮

良好 北 トレンチ
2D
□縁部 1/8

71 土師器
甕B3

178 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面左上
りの細筋タタキ (8本 /cm)。 体部内面
ヘラケズリ。

淡茶褐色

岬鰤石．雲母［砦む。

良好 ゴヒトレンチ
12E

土師器
甕B3

14.4 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面右上
りのタタキ (6本/clll)の 後、ハケナデ
を粗く施す。体部内面ヘラケズリ。

乳灰色

却鰤фの各む。

良好 Jヒ トレンチ
1.2C
口縁部珀

土師器
高杯As

15.6

杯部高
5,9

口縁部内外面ヨヨナデにより平滑にし
た後横方向に密なヘラミガキ。杯部下半
外面ヘラケズリの後ナデないしは、ヘラ
ミガキ。杯底部内面ナデ。

明茶褐色 精 良 良好 引ヒトレンチ
2D
杯部外面全
体に煤付着
杯部%

輔鵡
20,6

15.5

据部径
15.2

杯部高
77

口縁部上半外面やや粗いハケナデ後、
ヨコナデ。国縁部下半外面密なヘラミガ
キ。体部外面ハケナデ後、ヘラミガキ。
国縁部内面ヨヨナデ後、放射状にヘラミ
ガキ。日縁部内面ヨコナデ後、放射状に
ヘラミガキ。柱状部外面縦方向に面取り
を施 した後、ハケナデさらには上位と下
位にヘラミガキを密に施す。握部外面ハ
ケナデの後、乱方向にヘラミガキを密に
施す。柱状部内面シボリロ。据部内面ハ
ケナデ。杯部内底面中央に径 6 mm大 の円
孔を焼成前に穿つ。透孔は 3個。

乳灰色～
赤茶色

精良 良好 』ヒトレンチ
1.2B
杯部 1/5

脚部 1/2

輔蔀
柱状部外面縦方向にヘラによる面取を
施した後、横方向にヘラミガキを施す。
柱状部内面ンボリロ。

褐色 精良 良好 封ヒトレンチ
12E

土師器
高杯

裾部径
157

柱状部外面縦方向にヘラによる面取。
裾部ナデ。柱状部内面ナデ。裾部内面指
頭圧成形後、ハケナデ。

内面
黒灰色
外面
茶褐色

精良 良好 引ヒトレンチ
12B

輔訪 据部径
136

裾部外面ナデ。一部ハケロ遺存。裾部
内面ハケナデ。透孔は4個。

淡茶褐色 精 良 良好 】ヒトレンチ
2D
裾部 1/4

土師器
器台B9

受部外面横方向に密なヘラミガキ。受
部内面ナデの後、放射状ヘラミガキ。脚
部外面横方向に密なヘラミガキ。脚部内
面ナデ。

乳灰色～
茶褐色

精良 良好 北 トレンチ
1.2C D

土師器
器台B3

裾部径
13.0

脚部外面横方向に密なヘラミガキ。脚
部内面ナデ。

灰紫色 密
長石 (0,1
mm)を多量
に含む。

良好 封ヒトレンチ
12E
脚部%
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自物番う
剋膀恐
=
器   種 口

器ω彊
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備   考

土師器
小皿

口径部内外面ヨコナデ。底部外面指頭
圧成形後、弱いナデ。底部内面ナデ。

明橙色 朝

神

中

舞

。

や

長

一
を

む

良好 チ

”３ＥＦ形

南
２
．完

土師器
杯

11.0 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面お
よび底部内外面ナデ。

赤褐色
ユ

う

含

粗

⑩

飾

獣

や

石

∝

多

ｏ

や

長

”
を

む

良好 南 トレン2.3

EF
口縁部妬

土師器
甕

15,6 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナ 乳灰色～
淡赤橙色

や や 粗
長 石 (0.5
～ 2 mm)を
少 量 含 む 。

良好 南 トレンチ
2.3E F
口縁部 1/6

土師器
甕

15.4 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナ 乳灰色～
淡橙色

密
長石 (0.5
mm)を散見
する。

やや不
良

チ

レ３ＥＦ翻

南

２
．
口

黒色土器
椀

14,7

5.4

高台径
8.0

口縁 部 内 外 面 ヨ コナ デ。 口縁 部 端 部 内
面 に沈 線 か一 条 廻 る。 体 部 外 面 ナ デ、 内
面 舌L方向 の ヘ ラ ミガ キ。 高 台 側 面 ヨ コ ナ
デ。 底 部 内面 舌L方向 の ヘ ラ ミガ キ。 底 部
外 面 ナ デ。

内面
黒灰色
外面
茶褐色

や や 粗

摂石・ チャー

ト (0 5～
4 mm) おを青女
見 す る。

良好 南 トレンチ
23EF
A類椀
1/2以上

８５
　
　
七

黒色土器
椀

144
5,3

高台径
6.3

口縁部内外ヨヨナデ。体部外面指頭圧
成形後、ナデ。体部内面ヘラミガキ。高
台側面ヨコナデ。底部外面ナデ。

内 面
黒 色

外 面
淡 褐 色 ～

赤 褐 色

密 良好 南 トレンチ
2.3E F
A類椀光

七

黒色土器
椀

13.9

5.0

高台径
6.1

口縁 部 外 面 ヨ コナ デ。 口縁 端 部 内 面 は

段 状 に窪 み が一 周 す る。 体 部 外 面 指 頭 成
形 後 、 弱 い ナ デ。 体 部 内 面 密 な ヘ ラ ミガ

キ。 底 部 内 面 は一 定 方 向 の ヘ ラ ミガ キ。
底 部 外 面 ナ デ。 底 部 外 面 に焼 成 後 の ×の
ヘ ラ言己号 。

内面
黒灰色
外面
淡茶掲色

やや粗
長石・チャー
ト (01～
2 mm)を 多
量に含む。

良好 南 トレンチ
2.3A
A類椀
完形

黒色土器
椀

一　

一
　

　

・

６

高台径

体部外面ナデ。体部内面および底部内
面乱方向のヘラミガキ。底部外面ナデ。
高台側面ヨコナデ。

黒 色 精良 良好 チ

レ３ＥＦ動

南

Ｚ

Ｂ

七

平瓦 凹面は細い布目。側緑からl cln程度は
ヘラケズリにより平滑されてる。凸面は
細かい縄目叩キが縦位に通るが、端面側
はナデ調整のみである。凹面には「蒙」
の文字が線刻されている。

灰 色 精良 堅徹 チ

”３ＥＦ
南
Ｚ

七

平瓦 凹面は細い布目。模滑痕遺存。凸面は
やや粗目の縄目叩キが縦位に通る。

凹面
橙色
凸面
淡灰色

やや粗
長石 (0.1
～ 5 ml)を

多量に含視

堅 緻 南 トレンチ
2 3AB

筒
輪
円
埴

外面左上りのハケナデ。内面ナデ。タ
ガは断面台形状で突出度が低い。タガ上
面および側面ヨヨナデ。無黒斑。

乳灰色 や や 粗

長正}チ ャー
ト・ 赤 色 酸

イ螂    (α l

～ 5 mm)を
参オ逼きにそきむ。

良好 南 トレンチ
23CD

筒
輪
円
埴

外面左上りのハケナデ。内面ナデ。タ
ガは断面台形状で突出度が低い。タガ上
面および側面はヨコナデ。円形のスカシ

孔。無黒斑。

赤褐色 やや粗
長石 。雲母
(0.1～ 2m0
を少違鋒禦亮

良好 南 トレンチ
2.3A B

筒
輪
円
埴

外面左上りのハケナデ。内面指頭圧成
形後ナデ、一部水平方向にハケナデを施
す。タガは断面台形状で突出度が高い。
タガ上面および側面はヨコナデ。無甑

淡橙色 粗

摂た計 チャー

ト・ 赤 色 酸

イと土J立 (α l
～ 4 mm)を
多量に含む。

良好 封ヒトレンチ
1.2B
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Ⅲ 久宝寺第 6次調査

第 4章 まとめ

今回の調査では、弥生時代中期 (第Ⅲ様式)・ 古墳時代初頭 (庄内式古相)。 古墳時代前期

(布留式古相)。 平安時代後期に比定される遺構・遺物を検出した。

弥生時代中期においては、南 トレンチの西部の第 7層から遺存状況の良好な土器類が出土 し

ている。それらの上器類の中には、供献土器を想定させる穿孔のある土器が含まれており、調

査地付近が同時期の墓域であった可能性が高い。

古墳時代初頭～前期の遺構には第 7層上面で検出した井戸 1基 (SE-1)と 第 6層上面て

検出した竪穴住居 1棟 (SI-1)・ 土坑 1基 (SK-1)・ 溝 2条 (SD-1・ SD-2)・ 落ち込

み状遺構 1箇所 (落ち込み 1)がある。前者が庄内式古相 (庄内Π期 )、 後者が布留式古相

(布留 I期)に当たるもので、検出した資料からみれば集落が一時期断絶 したことが窺える。

既往調査の結果では、両時期に該当する遺構が、当調査地から西550m地点の久宝寺南 (そ の

2。 その 3)の調査で検出されているほか、布留式古相に比定される遺構が当調査地から東400
註 1

m地点 (久宝寺 4丁目74-第 3次調査)、 西320m地点 (神武町 2番35号―第13次調査 )、 南西
註 2 註 3

650m地点 (北亀井 3丁目 1-第 1次調査)、 北650m地点 (久宝寺北 (そ の 1～ 3))で検出さ
註 4                    註 5

れている。いずれの地点も距離が離れており、現時点では有機的な関係を推定するまでには至っ

ていないが、特にこの地域では布留式古相段階において集落の拡大 。分散が顕著であったよう

である。

平安時代後期に比定されるものは、第 4層から出土 した土器類と瓦類がある。特に、瓦類は

小片ではあるが30点余り出土 している。これらの屋瓦類については、調査地の東200m地点に

存在する式内社の許麻 (こ ま)神社の神宮寺であった久宝寺に関連した屋瓦の可能性が考えら

れ、今後も注意を払う必要があろう。

註記

註 1 赤木克視。一瀬和夫『久宝寺南 (その2)』 lVll大阪文化財センター 1987
赤木克視 『久宝寺南 (その3)』 大阪府教育委員会・醐大阪文化財センター1986

註 2 西村公助 「6 久宝寺遺跡 (第 3次調査)」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』lMl八尾
市文化財調査研究会報告25011八尾市文化財調査研究会 1989

註3 西村公助  「17.久宝寺13次調査 (KH91-13)」『平成 3年度 側八尾市文化財調査研究会事業報
告』ell八尾市文化財調査研究会 1992

註4 本書掲載 Ⅱ久宝寺遺跡第1次調査
註 5 寺川史郎。金光正裕ほか『久宝寺北 (その1～ 3)』 llll大阪文化財センター 1987
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